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２００３年　２月　　某所




　よお。

　お前ら、楽しそうだなあ。

　バレンタインも近いからって、随分と変な格好してるな。身体からだ中に鈴なんかつけて……ノイローゼになるぞ。




　へえ、その格好にはそういう意味があったのか。随分と前向きなんだなあ。

　お前らを見てると、あいつを思い出すよ。

　──ハッピーエンド。それがあいつの渾あだ名なさ。前にミスターをつけるなり、なんたら・ザ・ハッピーエンドってするなり、あんたらで適当にかっこよくしてやってくれ。要するに、『ハッピーエンド』……この言葉だけつけばあいつは満足なんだろうからよ。

　ああ、あいつは変わった奴やつでね。人の幸せしか見えない奴なんだ。たとえ幸せを求めるのが、善人だろうが悪人だろうがね。

　そいつ自身はどうかって？　幸せかどうかっていうなら……自分でも多分解わかってないんじゃないかな。ただ、悪人か善人かで分けるなら、あいつは確実に『悪』だ。それは間違い無い。

　矛盾してるって？　そんな事は無いさ。幸せを願う奴がいつだって善人だとは限らない。




　……もっと詳くわしく聞きたいって？　こんな流れ者の与よ太た話ばなしをか？

　はは、ありがとよ。

　そうだな、連れが戻るまでまだ時間があるから、その間でよければ話してやる。




　これは──そうだな、まずは３００年近く前、ある船の上でな────
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１７１１年　大西洋上　アドウェナ・アウィス号────




「畜生！　起きろ！　起きろぉぉ！　皆死ぬ、皆殺されるぞぉぉぁっぁあああああああああああヵヵヵぁあああっあああぁぁっぁぁあぁぁぁっぁぁっぁぁ…………」

　その船は、喧けん騒そうに包まれていた。

　闇やみの中…彼らは『悲鳴』だけを聞いていた。

　故郷を離れ、新天地を目指す錬れん金きん術じゆつ師し達。

　彼らはその船上で、ついに『悪魔』の存在を具現化させることに成功したのである。

　そして彼らは、一般に錬金術の究極目標の一つと言われている『不ふ老ろう不ふ死し』を手に入れた。

　ただし、その不死にはやっかいな制約が──。

　自分達が唯一死ぬ方法。自らと同じ不死者に、頭の上に手を載のせて貰もらう。そして、ただ強く『喰いたい』と念じてもらう。そうすれば、自分の知識と記憶と経験を──時には人格までもを相手に全すべて捧ささげる事ができる。自らは死に、自分の残した人生の成果を全て相手に受け継がせる事ができるのだ。

　だが、当然ながら逆の事を考える者も存在する。寧むしろこの制約は、その時の事を想定した方がしっくり来る内容だった。

　自らが他人の全ての経験を受け継ぎ、不ふ死し者の王となる。

　果てしない孤独への道を突き進む男は、悪魔を召しよう還かんした翌日の晩に現れた。

　共に錬れん金きん術じゆつを研けん鑽さんし合ってきた仲間を喰らい、船内を阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄へと変えてしまった。

　その男の名は────




「セラードだ！　あの糞くそ爺じじい、俺おれ達を、俺達を裏切りやがった！」

「おのれ……止めろ！　誰かあいつを止めろ！　いや、誰でもいい！　喰ってしまえ！」

「何ど処こに行った!?　まだこの船内に居るはずだ！」

「気をつけろ！　あいつはもう五人以上喰ってる！　動きが今までと違うぞ！」

　船内に怒ど声せいが飛び交う中、一人船倉に隠れようとする影があった。

　それは眼鏡めがねをかけた銀髪の少女で、年の頃は16～17といったところだ。明らかに場違いな雰囲気をまとうその娘は、

　──怖い、怖い──何処かに、何処かに隠れないと。

　──あの人も──あの人もどこかに隠れているに違いない。探さないと────

　彼女は夜中に突然襲ってきた事態にパニックを起こし、何の計算もなく、ただ何かから逃げる様に騒ぎの聞こえない方へと駆かけ出していた。船倉への入口を降り、事態が収まるまでそこに身を潜ひそめていようと思ったのだが────




　階段を下りきって船倉の奥に進んだ瞬間、彼女の頭にしわがれた手が覆おおいかぶさった。

　恐怖に見開かれた目に映るのは、騒ぎの元げん凶きようである老人の薄ら笑い。

「こんな場所で若い娘を喰らう事になるとはな。性欲などはとうに尽きておるが、私は年とし甲が斐いも無く興奮しておるよ」

　そして、彼女の手に載のせられた右手に力が籠こもる。

　しかし、何も起こらなかった。

　老人──セラード・クェーツの目が僅わずかに見開かれる。状況を理解できないと言った目つきだったが、一瞬の間を置いて何かに気付いたような表情になる。

「シルヴィ、貴様……飲まなかったな？」

「……ぁ……あぁぁ……」

　冷たい光を放つセラードの目に見み据すえられて、シルヴィと呼ばれた少女は何も答える事ができずに固まってしまう。
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　──殺される。

　彼女がそう確信した刹せつ那な──セラードの右腕が唐とう突とつにシルヴィの頭から離れ、そのまま床にゴトリと落ちる。老人の右腕は途中で切断されており、断面から血が勢い良く噴ふき出していた。

　シルヴィの身体からだにもその血は掛かったが、直すぐにその一滴一滴が震え始め、まるで小さな虫の群体が集結するように──自おのずからセラードの右腕へと吸い込まれて行った。血液によって繫つながった断面同士。その間の血がまるでゴムになったかのように、お互いを引き寄せて再生しようと蠢うごめいている。

「ぐう……おぉぉおおお」

「不ふ死しになっても痛つう覚かくはあるようだな。貴様の身体で実験できて良かった」

　痛みを懸けん命めいに耐えようとするセラードの横から、尊大な雰囲気を纏まとう声が聞こえて来る。

　シルヴィが声の方に顔を向けると、そこには褐かつ色しよくの肌をした青年が立っていた。

　右手には中華包ぼう丁ちようのような刃物を握っており、その顔には静かな怒りが湛たたえられている。

「ナイル……貴様ぁ！」

「俺おれはいま物凄すごく腹を立てているわけだが、あえて言葉としてこの想いを伝えよう。殺す、と」

　完全に腕が再生したセラードに向かって、ナイルと呼ばれた男が包丁を振り上げた。

「言う必要のまったく無い事だが、あえて伝えよう──死ね」

　頭をかち割らんという勢いで迫ってきた重じゆう厚こうな刃やいば。それを紙一重ひとえで避けると、セラードはナイルの横をすり抜けて反対側にある昇り階段へと駆かけ出した。

　ナイルはそれを無理に追う事はせず、膝ひざを落としてカタカタと震えている少女に声をかけた。

「うむ、大丈夫か？」

　シルヴィが何か言おうとして立ち上がったその時、




「やぁ、無事だったのかい二人とも」




　尊大な態度で気き遣づかうナイルの頭上から、状況にまったくそぐわない声が聞こえて来た。

「確認するまでもなく無事みたいだね。良かった、本当に良かったよ。シルヴィもナイルも本当に良かった。じゃあ、早速だけど笑おう。歯をむき出して、ニッコリと大きく笑うといいよ」

　二人が顔を上げると、そこには危機感の欠片かけらもない笑顔を見せる男がいた。

　階段の上から顔だけ出している男が、指を口の両端に引っ掛けて大きな笑顔を作っている。

「ほふぁ、ほらわふぁっふぇ笑ってわふぁっふぇ笑って」

「エルマー。こんな時にふざけている場合か」

　ナイルに咎とがめられ、エルマーと呼ばれた男は肩を竦すくめながら言葉を紡つむぐ。その表情から笑いが薄れる様子はない。だが、その笑顔は不思議と見る者に嫌いや味みを感じさせない為に、ナイルもそれを無理に止めようとはしなかった。

「ふざけてなんか居ないさ。パニックに陥った時はとりあえず笑うといいよ。笑う事によって冷静になるんだ」

「こんな状況で笑っていられる愚か者はお前ぐらいだ。隠れるならさっさとした方がいいぞ」

　その言葉に対して、エルマーは静かに首を横に振った。

「いや、俺おれはちょっとセラードの爺じい様を説得してくるから、二人はここで待っててよ」

　淡々と発せられたエルマーのセリフに、シルヴィとナイルは信じられないように目を開いて反論をした。

「あえて言うぞ、無理だ。万が一説得できたとしても、マイザーが納得すまい。どうせ死ぬならとっとと殺してしまった方がこちらの被害も少ないだろう」

「その時は、マイザーも説得してみるさ」

「何を甘あまい事を」

「うん、甘いと思う。だから俺が最初に説得に行くんだ。説得が失敗して俺が喰われたら、その時はみんなの好きにするといいよ」

　まるでこれから食事に行くというような雰囲気の物言いに、シルヴィも思わず声をあげる。

「無理よ！　あいつを止めるなんてできっこない！　あいつは──私を喰おうとした時に、笑ったのよ！　凄すごく楽しそうに──そんな奴やつに話しが通じるわけないじゃない！」

　だが、その言葉を聞いたエルマーの返答は、ますます常じよう軌きを逸いつするものだった。

「そうか、セラードの爺じい様は笑ってたか────じゃあ、なんとかなるな」

「え……？」

　シルヴィが不思議そうな顔をするのを余よ所そに、エルマーはニッカリと笑いながら、

「スマイルだよシルヴィ！　笑わなきゃ！」

　エルマーは階段の上から力強く言い放ち、アハハハと笑いながら顔を引っ込めた。

　その場に残されたシルヴィとナイルだったが、やがてシルヴィの方が恐る恐る尋ねかけた。

　エルマーの異常な性格についてではない。彼とナイルの会話に現れた、理解しがたい一文に関して。

「ねえ……ナイルさん。マイザーさんが納得しないって……どういう事ですか？」

「む……」

　ナイルはそれを聞いて顔を曇らせる。

「あの……まさか、ですよね。そんな事ないですよね」

　何かを確認するように、シルヴィはナイルの褐かつ色しよくの腕を激しく揺すり続けた。

「違うって、違うって言ってください！　お願いですナイルさん！」

　涙ぐみ始めたシルヴィを前に、ナイルはただ沈黙を守るのみだった。







「糞くそ、あの爺じじいどこに行った！」

「いたぞ！　甲かん板ぱんだ！」




「おーい、セラードの爺様ー。こっちだー、こっちを向いて話を聞いてくれー」




「なんだありゃ？　エルマーか？」

「な、何、を、やって、いる、んだ。あいつは、あん、な、ところ、で」

「ああッ、危ない────ッ！」

「エルマーッ！」




　水音。そして沈黙。

　エルマーの意識が無限に広がる闇やみに包まれる。

　そして────彼は声を聞いた。

《大丈夫か》

　その声に、エルマーの意識が薄っすらと取り戻される。

　空気の上に背を下ろしているような奇妙な感覚だ。薄く開けた目に映るものは、どこかで見たような男の顔。それ以外は何も見えず、ただ只管ひたすらに闇が広がっている。

《愚かな男だなお前は。あの老人の気を引こうとして、船の舳へ先さきで宙返りをするとは。まあいい、海に落ちた御お蔭かげでお前は喰われずに済んだのだからな》

　──ああ、その『まあいい』って物言い。そうだ、思い出した。こいつは『悪魔』だ。

　自分達に不ふ死しを与えた悪魔。去ったとばかり思っていたのに、何な故ぜこんなところにいるのだろうか。エルマーがそんな事をぼんやりと考えている間にも、『悪魔』は淡々と言葉を続ける。

《このまま去るつもりだったのだが、去り際に面おも白しろい物が見えたのでな──まあいい。それよりも、あの老人を説得するつもりだったらしいが……そんな事が可能だと思ったのか？》

　不思議な生物でも見るような目で、悪魔が静かに尋ねかけてくる。エルマーは少し考えた後、口元だけで笑いながら言葉を紡つむぎ出した。

「可能性はあると思った。シルヴィが、セラードが笑ってたって言ってたから」

《笑った？》

「……笑う事ができるって事は、まだ人の範はん疇ちゆうにいるって事だ。たとえそれが殺人鬼が欲望を満たした直後の笑みだとしても、俺おれは笑いを否定しない。どんな形であれ、笑う事ができるうちはまだ話し合いで解決できる可能性がある。戦争とかってんならともかく、これはまだ個人の感情や欲望が中心の話だ。どんな小さな可能性でも、俺はそれに挑戦したい」

《ほう。だが、あの様子では不可能に近い確率の挑戦だったと思うがね》

「それでもだ。あの状況から一番ハッピーエンドになるには、セラードをあっという間に喰っちまうのは違う気がする。逃がすのはもっとバッドだ。あの爺じい様を説得して、心の底から謝らせて、永遠の時の中で罪を償つぐなわせる──いつか他ほかの皆が許すまで」

《既に喰われた奴やつらのことは無視か？》

「死者はもう笑わない。悲しみも怒りもしない。それが死ぬって事だろう。もしこの世に幽ゆう霊れいなんてもんがいるんだとしたら──それは死んでるとは言えないと思うんだ。まあ、とにかく死者を尊ぶのは大事な事だとは思うが──俺おれにはあまり興味無い」

　僅わずかな沈黙の後、悪魔の声が脳に直接響いてくる。

《ふむ、単なるお人よしかと思ったら、意外と悪人の要素が強い男だな。まあいい……お前は面白い男だよ。よし、これも何かの縁だ》

　すると悪魔は、信じられないような美味しい話を持ちかけた。

《お前に何か『力』をやろう。何か欲しい力を言ってみろ。なんだったら、お前から共喰いの力を取り去って完全なる不ふ死しを与えようか？　それとも千里先を見通すような力か。あるいは時を止める術か、人を意のままに操る力でも何でもいいぞ》

「まるでアラビアの魔ま神じんだな」

《そんなところだ。願いは三つではなく一つだがな》

　皮肉げな表情で、『悪魔』は小さく首を振った。

　エルマーは少し考えた後、ニコリと笑ってこう告げた。

「決めたよ、悪魔」

《早いな？》

　意外そうな声が頭の中に響く。

　そしてエルマーは、躊ま躇よう事なく自分の望む力を言い放った。

「なあ『悪魔』、俺おれは────」




　　　　⇔




「おい、大丈夫かエルマーッ！」

「あ、気が付いたよ！」

「良かった良かった」

　頰ほおをペチペチと叩たたかれる音で、エルマーは自分の目の前に光が溢あふれている事に気が付いた。

　周りを見渡すとそこは甲かん板ぱんの上であり、昇りかけた朝日が暖かくエルマーの身体からだを照らしていた。状況を整理し、自分が海に投げ出された後、誰かの手によって引き上げられていたことを理解する。

「……セラードの爺じい様はどうなった？」

「ああ、ヒューイとデンクロウが追い詰めたんだがな、海に飛び込んで逃げやがった」

「そうか──」

　仲間の口から結末を聞いて、エルマーはただ一言そう呟つぶやいた。

　複雑な思いを抱いだきながら、彼は起き上がりかけた身体からだを再び甲板に預けて空を見る。朝日が目に差し込むのと同時に、空の頂点にはまだ星が輝いていた。

　ふと見ると、周りの仲間が自分の事を見下ろして安あん堵どの息を漏もらしている。

　その微笑を見ながら、エルマーは再び眠ねむりの中へと落ちていった。

　だが──意識が途切れる直前、船のどこかから流れる嗚お咽えつの声に気が付き、エルマーはそれを聞いて実に悲しそうな笑みを浮かべる。

「駄だ目めだよシルヴィ。笑わなきゃ、スマイルだよ……」

　うわごとの様に呟つぶやきながら、今度こそ彼の意識は闇やみの奥底へと落ちていった。




　そして──月日は流れる。













１９９８年　12月　北欧のとある村










北欧──森




　深い森林は何ど処こまでも堂々と、雪を纏まといながらその『村』の姿を隠し続けていた。




　針葉樹が必要以上に茂った森。自然の摂せつ理りに逆らうかのように、木々は身体からだを互いに犇ひしめき合わせている。

　その木々の間を縫ぬうように、一つの影が蠢うごめいていた。

　厚い防寒具に身を包み、こんもりと膨ふくらんだシルエットを作り出しているその人間は、雪の覆おおう森林を何の当ても無く彷徨さまよっているように見えた。

「まずいなあ」

　人影は巨木の前に立ち止まり、少しだけ困ったように言葉を漏もらす。口から吐はき出された息は即座に白く染まり、彼の視界を僅わずかに曇らせた。

　その白い空気が晴れると同時に、男は軽く空を見上げる。

　針葉樹の合間に見える空。青さが僅かに暗色がかっており、もう直すぐ日が暮れる事を示し唆さしていた。

「やっぱガセネタだったかな。考えてみれば、こんな奥地に城なんて建ってる筈はずが無いし」

　そう言って視線を水平に戻すと、男は静かに周囲の様子を観察する。

　異常に密集した針葉樹の木々。その間には純白の雪が縞しま模様の様に顔を覗のぞかせていた。

「さてさて、どうしたもんだろね。このまま引き返すか、それとも──」

　独り言を呟つぶやきながら、森の中をぐるりと見渡す。自分がこれまで歩いてきた方角に比べ、森の先は雪の色の割合が少なく思える。ただでさえ異常な雰囲気が漂ただよう森の中で、まるでその先に夜が待っているかのように、密集する木々が日の光を遮さえぎっている。

　男は少し考えた後、森の更に奥へと向かって足を踏み出した。

　まるで、何かに惹ひき寄せられるかのように────




　　　　⇔





　村に、人がやって来た。

　その人間は男。

　厚い服を身に纏まとい、体の中で顔の一部だけを空気に晒さらしている。

　村の入口に立っていた私に近づき、一言だけ告げる。

「こんにちは」

　奇妙な表情だった。口の両端はしを吊つり上げ、目を半分ほどに細める。

　村の人達の間ではあまり見ない表情。

『外の人達』がたまに見せる表情。

　この表情の意味は、未だに良く解わからない。

　訂正。解っていた筈はずだ。ただ、記憶から消えてしまっているだけ。長期間にわたり、観察する事ができなかったから。

「やー、それにしてもここは寒いねえ！　実に寒い！　素す晴ばらしい寒さに感謝しよう！　もしも寒くなかったら、この防寒具が全くの無む駄だになるところだった！」

　大きな声。ハッキリとした声。

「ところで、この村に宿か何かはあったりするのかな？　あるんだったら教えて貰もらってもいいかなあ？　いやー、昨日きのう森の真ん中で野宿してから一晩かけて歩いて来たからさ、とりあえず何ど処こかで一休みしたいんだよね」

　宿。外部の人間を宿泊させる施設。

　この村には存在しない──その事実を元に、私は首を横に振る。

「ありゃ、無いのか。困ったなあ。どこか休める場所無いかな。雨風さえ凌しのげればなんでもいいよ。ええとその、水車小屋とかさ。それにしても、ここってどういう村なのかな。まさかこんな森の奥に人が住んでるとは思わなかったよ。それとも、村の反対側に町に通じる道でもあるのかな。でも地図だとこの辺十数キロは全部森だって聞いてたんだけど、全くもってあてにならないよ。やっぱり自分で見聞きした事じゃないと信用できないよね！　そう思わない？　あ、そうそう。俺おれの名前はエルマー。エルマー・Ｃ・アルバトロス。渾あだ名なはエル。よろしく！」

　言葉。大量の言葉が私に流れ込んでくる。私の許容量を超える量だった為に、私は上う手まく返事をする事ができなかった。村の人達が一日の間に放つ言葉を、この人間は一息の間に巻くし立ててしまった。

　エルマー。

　私は浴びせかけられた言葉の中から、なんとかその固有名詞だけを記憶する事ができた。

「あ、ごめんごめん！　いやいやいや、人に会うのって久しぶりでさ、君みたいな可愛かわいい子供に話しかけるのに俺ッたら自分の事ばっかりだったよ！　っていうか言葉は通じてるよね？　一応この国の公用語で話してるよな、俺。あれ、もしかして間違えてる？　ええとその、最初の話に戻るけど、どこか休めるような場所ってある？」

　言葉は通じている。ただ、私の能力が追いつかなかっただけ。

「案内、します。エルマー……様」

　いつもどおりの対応。村の人達に対するものと何一つ変わらなかった。

　しかし、私の言葉にエルマー様は首をナナメに傾けた。

「？　何でそんなにかしこまってるのかな？　あ、ひょっとしてあれ？　どこか食堂か何かのウェイトレスさんだったりする？」

　やはり私の答えを待つことなく、エルマー様はひたすら言葉を放ち続ける。

「それにしてもこの村の人達は変わってるねえ。俺おれが来た途と端たん、皆家の中に駆かけ込んで窓を閉めちゃったよ！　何、この村って余よ所そ者ものは嫌われちゃう？　それともクリスマスの準備でもしてるのかな？」

　クリスマス。また知らない単語が聞こえて来た。

　私はどう答えて良いのか解わからず、エルマー様の顔を静かに見つめた。

「……あれあれあらら？　何？　俺、何か変な事言っちゃった？　それなら謝るけど」

「クリスマスとは……なんでしょう？」

　私は疑問を口にする。

　それが、私の義務だから。

「────あれ？　知らない？　クリスマス。そっか、最近じゃ東洋にまで根付いてるから、てっきりこの辺じゃ常識なんだと思ってたけどなあ。宗教が違うのかね？　後で調べてみるか」

　最後は独り言の様に呟つぶやいたかと思うと、途と端たんに私の顔を見て笑いだした。

「そうかそうか。じゃああれだ！　別にここの宗教で禁止されてないんだったら、俺がクリスマスを教えてやるよ！　ああ、クリスマスっていうのは……まあぶっちゃけ祭りだよ、祭り！　みんなでバカ騒ぎして、七面鳥とケーキを食べて、プレゼントを交換したりとか！」

　エルマー様は顔を更に歪ゆがめた。

　大きな声。そして、私に向かって手を伸ばす。

　エルマー様の両りよう掌てが、私の頰ほおに触れた。

「そう、笑顔になる。祭りになるとみんな笑う。スマイル、そう、スマイルだよ！　あれだ、突然こんなこと言うのもなんだけど、君みたいな子供は笑ってた方が可愛かわいいぞ？　まあその、なんだ、こんなセリフは月並みだけど、クリスマスにはキミに笑顔をプレゼントしてあげよう！　きっと可愛いぞ、とても可愛いぞ、凄すごく可愛いぞ！　同い年の男の子達にモテモテだよ！」

　そう言って、エルマー様は私の頰を軽く抓つまむ。

　私は特に抵抗もせず、一つの事を思い出した。

　今、エルマー様がしている表情が『笑顔』と呼ばれるものだという事を。

　そしてそれは、楽しいと思う時にする表情だ。

「楽しみにしてな、明後日あさつてはお祭りなんだからな！　普通ならもうここで笑うところだよ？」

　少しずつ、思い出す。楽しいという感情の事、そして、それに関連する私の記憶。

　もっと思い出したい。もっと、もっと。

　この人と話をすれば、たくさんの事が思い出せそうな気がする。まだ自分が知らない事を知る事ができる気がする。二日後、クリスマスという祭りの中でも──もっと、もっと。

　──また一つ、思い出した。

　これは、『楽しみ』という感情だっただろうか。それとも『希望』と言うべきか────







　それが、二日前の事。




　石畳だたみの広がる屋内。

　音が、響いている。

　ドチャリ、ゴチャ、ガスッ

　そんな音が、繰り返し繰り返し。

　今、私の前にはエルマー様だった物が横たわっている。

　ただのもの。赤い液体を流す、布を纏まとった人型の肉片。

　それを取り囲む、村の人達。

　手には木の棒や石を持ち、交代でエルマー様の身体からだに振り下ろしている。

　ドチャリ、グチャ、ドチャ

　周囲に鈍い音が響き続け、エルマー様はピクリとも動かない。

　私の前に影が立つ。

　中年の男。髭ひげ面づら。顔役。村の。村長。──デズ様だ。

「余よ所そ者ものと何を企たくらんでやがった。このクソガキが」

　デズ様はそう言って、私に棍こん棒ぼうを振り下ろす。

　痛み。

　身体に痺しびれが走る。自動的に床へと横たわる、私の体。

「くそ、こんな『化ばけ物もの』が出るかもしれん所に出向かせおって……とことん害悪なクズだ」

　デズ様の足が見える。厚い靴の下には、紙でできた綺き麗れいな飾り。綺麗だった飾り。

　綺麗。その単語が自然に出て来た事に私は疑問を覚えた。

　いつの間に、私は『綺麗』という単語を思い出していたんだろう。

　疑問に満ちた頭に更に棍棒が振り下ろされ────私の身体は動かなくなった。




「外に放り出しておけ！　いいな！」

　それを見ていた私に向かって、デズ様は苛いら立だたしげに声をあげた。

　私は私を担ぎながら、そっとその紙飾りを拾い上げる。

　その飾りは、赤い服を着た人間を模したものだった。

　靴跡が付いたその紙人形と、うずくまるエルマー様の身体からだ。

　二つのものを見て、心に何かの感情が浮かぶのが解わかる。

　だが、思い出せない。

　この感情はなんなのか、この感情が湧わいた時、一体どういう行動を起こせばよいのか。

　何も思い出せない。だから、結局なにもできない。

　教えて欲しい。もっと、もっと、もっと、もっと、もっと────────




　何かを強く願うというのは、一体何年ぶりの行為だろうか。

　そして、結局その願いは叶かなわないのだと思い知らされた事も────

　私は私を担かつぎながら、その光景を見た。

　部屋の中の村人達が、何かを騒ぎ始めている。

　間。

　二回呼吸をする程の間、村人達は口を閉ざして顔を見合わせた。

　そして、エルマー様の背中に────農作業用の鍬くわが振り下ろされる。




　赤。

　赤が飛び散る。

　赤を纏まとわり付かせた鍬が引き上げられ、赤い色が線となって垂れ始めた。

　蠟ろう燭そくの灯あかりに照らされて、赤い飛沫しぶきはとても温かそうだった。

　赤、赤、赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤────

　私が抱いだく筈はずの感情が全すべて赤く染まり、思考が停止しかけた時。

　念を押すかの様に、もう一度鍬の刃やいばが振り下ろされた。




　赤。赤。赤。

　その色は、私の脳内にハッキリと記憶させられる。

　私は不快で仕方が無かったが、その感情すら、とめどなく溢あふれる赤に上書きされていった。




　──赤。
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２００１年　12月　北欧のとある国、とある森。




「ねえ、本当にこっちの道でいいの？」

　森の中を走る一台の四輪駆く動どう車。その助手席で、小こ柄がらな少年が声をあげた。

　舗ほ装そうも無く、荒い砂利が覆おおう狭い道をひた走り、積もり始めた雪を勢い良く撥はねている。

　現在は雪は降っておらず、窓の外には針葉樹の間から木こ漏もれ日が降り注いでいる。

　だが、車が進むにつれてその光量は確実に減っており、次第に、

「集落に向かうどころか、なんだかどんどん森の奥に向かってるみたいだよ？　それに……この道、前に車が通ったような後なんかまるで無いんだけど」

「方角は間違っていない筈はずですよ。と言っても、もうすぐ道自体が無くなりそうですけどね」

　少年の不安げな問いに、運転席にいた眼鏡めがねの男が答える。

　黒縁ぶち眼鏡をかけたその男は、柔にゆう和わな笑みを浮かべながらハンドルを握っていた。

「……まあ、マイザーがそう言うなら大丈夫だと思うけどさ、何て言うのかなあ。なんだかこの森、凄すごく嫌いやな感じがするんだ」

「はは、チェスは相変わらず心配症ですね」

「そんな事ないよ。マイザーがのん気過ぎるんだ」

　少年──チェスワフ・メイエルは声を尖とがらせながら、運転席の男──マイザー・アヴァーロに向かって頰ほおを膨ふくらませる。

　その姿を横目で見ながら、マイザーはただニコニコと笑い続けた。

「長生きすると、その分気が長くなるんですよ」

　どう見ても三み十そ路じ前にしか見えない男がそう言うと、少年の方も負けじと口を開く。

「僕だってもう直ぐ３００歳になるんだ。年ねん齢れいとか経験じゃあ、もうそんなに差は無いよ」




　彼らは、一言で済ませるならば『不ふ死し者』と呼ばれる存在だ。

　吸血鬼や魍もう魎りようの類たぐいではなく、同士討ちを除いては弱点が全く無い、限りなく完璧な不ふ老ろう不死の身体からだを持つ者達。

　それは、その境地に辿たどり着いた彼らへの祝福でもあり、同時に呪のろいでもあった。不死者が死ぬ唯一の条件。それは、互いに『共とも喰ぐい』をする事。自らが取り込もうとする相手の頭に右手を載のせ、ただ念じるだけでいい。

　────相手の全すべてを、我が身の内に喰らう。

　そう強く願うだけで、相手の全てを自らの物とする事ができる。記憶も、知識も、身体に染しみ付いた経験さえも。

　まるでゲームの様に、錬れん金きん術じゆつ師し達は互いに殺しあった。彼らに不死を与えた『悪魔』の手に踊らされているかのように。もっとも、その凶きよう行こうの大半はたった一人の老人の手によって行われたものだったのだが。

　それから２００と数十年。30人を超えた錬金術師の集団は、今や両手の指で数えられる程の人数となってしまっていた。だが、その『共喰』を最初に引き起こし、災さい厄やくの中心であった老人──セラード・クェーツの死によって、その恐怖は次第に収しゆう束そくしていった。

　マイザーとチェスの二人は、未だにセラードの死を知らぬ仲間達に会う為に、世界中を旅して回っていた。セラードの魔手から逃れる為に、徹底的に身を潜ひそめる不死者達。

　その内の一人、エルマー・Ｃ・アルバトロスの所在が解わかり、こうして遠い異国の地で、森の中に車を走らせる事となったのだが──────




　荒れた道を走る振動の中、二人の会話がぷっつりと途切れる。

　車内に暫しばしの沈黙が流れたが、後部座席から聞こえて来た女の声がその空気を震わせた。

「ねえ、私達が向かってる村ってどんな所なの？　シャワーぐらいはあるのかしらね？」

　混じりけの無い、透き通るような声だった。

　後部座席の右側で、一人の女が両手を絡からませながら身体からだを伸ばしている。

　防寒着の袖そでから見える手首は細く滑なめらかな線を描いており、彼女の持つ美しさを断片的に表している。ピューマや豹ひようを思わせる均整の取れた顔の前で、絹の様に滑らかな前髪が静かに揺らめいていた。ショートカットの銀髪はきっちりと切り揃えられているわけではなかったが、それが逆に彼女の顔立ちを際立たせている。

　彼女は一般的な基準で言えば充分に『美しい』という形容が当て嵌はまる存在だった。ただ、その美の質は絵画の女め神がみ等に描かれるような自然な美しさでは無く──まるで人間の欲望に合わせて生み出されたような、夢む魔ま的な妖よう艶えんさに満ち溢あふれている。

「ん……」

　彼女──シルヴィ・リュミエールは上半身を伸ばしきると、多少眠ねむ気けの混じったような表情で息を漏もらす。それは性別を問わずに蟲こ惑わく的な印象を与える仕し草ぐさだったが、慣れてしまっているのか、マイザーはバックミラー越しにその姿を見ても特に表情を変えなかった。

「まあ、その辺は着いてみないと解わかりません」

「ふうん……でも、本当にそこにいるのかしらね？　エルマー」

「その筈はずですよ。私の地元の情報屋は、基本的にガセネタは回しませんから」

　確信の意図を含めた答えに、シルヴィもそれ以上は追及しなかった。

　ただ、チェスだけが胸騒ぎを訴えるように口を開いた。

「でもさ、マイザー。なんかどんどん周りが暗くなっていってるよ？　まだ昼前だっていうのにさ」

　前途を憂ゆう慮りよするかのように顔をうつむけるチェスに対し、シルヴィは座席の後ろから両腕を首に絡ませた。

「ああもう、チェスは相変わらず可愛かわいいねぇ」

「わわ、やめてよシルヴィ！　僕はもう子供じゃないんだからさ！」

「いいのいいの！　外見が子供なんだから可愛いものは可愛いってこと！」

　シルヴィは更に身を乗り出して、慌あわてふためくチェスの頭に顔を近づける。チェスは更に顔を紅潮させながら、シルヴィを無視するかのようにマイザーに向かって話しかけた。

「でも、本当に気味が悪いよこの森……。怪物でも出て来そうな雰囲気」

　その言葉を聞いて、シルヴィはクスクスと笑いながらチェスの頭を撫なで始める。

「なによそれ、怪物だなんて──それこそ子供みたいじゃない？」

　纏まとわりつく滑らかな肌を振り払いながら、チェスは何かを思い出すように呟つぶやいた。

「シルヴィは化ばけ物ものを見た事が無いからそんな事が言えるんだよ……」

　──どういう事？

　彼女がそれを問いただそうとする前に、マイザーが口元を引き締めながら言葉を漏らす。

「確かに、少しおかしいですね」

「？　どうしたのよ？」

「周りの森なんですけどね、どうも……針葉樹林の密度が濃すぎるんですよ。明らかに日光の照射量が少ない場所にも、無理矢理木が生はえているように思えます」

　マイザーに言われ、シルヴィは身体からだを後部座席に戻しながら周囲の森を見渡した。

　木々はまるで互いの身を寄せ合うかのように密集しており、人の侵入を拒こばむ形で森の隙すき間まを塞ふさいでいるとも感じられる。

「……確かに、少し気味悪いわね。原因は何かしら」

「なんでしょうね……この先に進めば、あるいは何か解わかるかもしれません」

「まあ、エルマーにはピッタリなところかもね」

　シルヴィとしては運転席からの言葉を信じるしかなく、姿勢を崩しながら言葉を紡つむいだ。

「あの船に乗っていた錬れん金きん術じゆつ師しの中で、一番の悪党がセラードだとしたら、一番怖かったのがヒューイ。でも、奇へ妙んな奴やつっていったら断然エルマーよね。あいつには船の中で散々脅おどかされたし。……まあ、一番楽しい奴でもあったけど」

「ヒューイはそんなに怖かったですか？　確かに何を考えているのか解らない人でしたけど」

「怖い怖い。ヒューイと仲が良かったのってエルマーぐらいじゃないかしら」

「確かにエルマーは怖いもの知らずなところはありますから……ルイ十四世に詐さ欺ぎをやって成功しただの、呪のろいのダイヤを身に着けても不幸にならなかっただのと色々眉まゆ唾つばな事を言ってましたが、彼なら実際にやりかねませんでしたからねえ」

　マイザーはそう言いながら車を停車させ、フロントガラス越しに前方を見上げる。




　それは、小高い丘──というには、あまりにも険しい存在だった。

　傾斜事態はなだらかだが、石と土砂が乱雑に積み重なっている。通常の車での走行は愚か、徒歩での往来すらも躊躇ためらわせるものだった。

　回り道をしようにも、周囲には異常な密集度の森が広がっており、それは土砂の坂道を挟はさみ込むかのように、丘の上方へと続いている。

「昔ここには丘を通すトンネルがあったそうですが……現在は土砂崩れでこの有様のようですね。だいぶ昔に崩れたようですが、その後は木も根付かなかったようですね。助かります」

「助かるも何も、これじゃ通れないわよ？　なんでトンネル自体を修復しないのかしら」

　シルヴィの疑問に、マイザーは軽く肩を竦すくめながら答えた。

「もともと誰も使わないトンネルだったそうですからね。ここは、この先の私有地への入口だったわけですから。そこの所有者が使わないと判断したのかもしれませんね」

「ふーん……って、ちょっと待ってよマイザー！」

　助手席で頷うなずこうとしたチェスが、少し慌あわてたように声を漏もらす。

「私有地ってどういう事さ？　エルマーがいるのは小さな村だって……」

「そうですよ。ですから、この先の私有地の中に、その村があるそうなんですよ」

　淡々と告げるマイザーに対し、チェスとシルヴィはバックミラー越しに顔を見合わせた。

「ハハハ、植生調査とか色々口実をつけて所有者と接触しようとしたのですが無理でした。とある資産家らしいのですが、私ではこの国にコネがまったくありませんのでね」

　米国でとある違法組織の幹部を務めるマイザーだったが、コネの無い土地では地元の様には行かないようだ。そこでシルヴィも初めて眉まゆを顰ひそめ、独り言のように呟つぶやいた。

「私有地の中に……村？」

「そうですよ」

「貴方あなたの言う情報屋って、本っ当に信用できるの？」

「勿もち論ろんです」

　自信たっぷりに告げるマイザーに対し、シルヴィはどこか呆あきれたような目を向ける。

「さて、行きますよ。しっかり摑つかまっててくださいね」

　何ど処こに？　とチェス達が尋ねるよりも早く、マイザーは一気にアクセルを蒸ふかし込んだ。

「ちょッ、マイ……」

　チェスの叫びは、車全体に走る激しい衝しよう撃げきによって遮さえぎられた。
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　衝撃が連れん鎖さする。

　チェスの軽い身体からだは狭い車内で上下左右に揺さぶられ、腰や背中を通して胃や肺にまで振動が伝わって来る。

「わあああああああ」

「──────ッ！」

　チェスはその振動に合わせて悲鳴を上げ、シルヴィは後部座席で身を伏せるようにして耐え続けている。

　その状態が数分間続き、最後に一際大きな衝撃が襲い掛かる。

　僅わずかに下りになった状態の丘が、途中で崖がけとなって途切れていたのだ。

　崖の先は雪が被かぶった通常の砂利道で、落差はおよそ３メートル。

　座席に座っていた三人の腰が僅かに浮き上がり、一瞬の間を置いて脳天まで振動の線が走る。

《ぐぁッ！》

　その瞬間、後部座席の更に後ろ──背もたれとリアパネルの間にあるスペースから男の悲鳴が聞こえたが、三人は特に気にせずに呼吸を整えている。

「……マイザーって、時々凄すごく無茶な事するよね」

「まあ、職業柄」

「貴方あなたのそのマイペースさが時々うらやましく思えるわ」

「いやいや、どうもすみませんねえ」

　冷や汗一つ流していないマイザーに向かって、チェスとシルヴィは恨うらめしげな目を向けた。

　マイザーはそれを笑って受け流しながら、車の周囲に目を向けた。

　木の密度は相変わらず濃厚で、地面に積もっている雪の量も平野と比べて大分少なく感じる。

「さて、このまま進めばあと５キロ程で着く筈はずなんですが……」

《マイザーッ！　貴様俺おれを殺す気かッ！》

　突如として後部座席の後ろのトランクルーム、荷物置き場となっている辺りから怒ど声せいが鳴り響いて来たが──マイザーは何事も無かったかのようにアクセルを踏む。エンジンに異常が無い事を確認すると、クラッチを踏んでギアをローに入れる。

《ちゃんと聞いているのか貴様ッ！》

「聞いてますよ、ナイルさん」

　マイザーは淡々と答えながら、アクセルを一気に加速させた。

「悪路が続きますから、舌を嚙かまないように注意しててください」

　言うと同時に、タイヤの回転によって地面の雪が高く舞い上がる。

《誤ご魔ま化かすな。あえて言おう、貴様はそんな事だから恋人にも逃げられワブッ》

　トランクの方から何か鈍い音が聞こえて来る。マイザーは一瞬だけ心配そうな表情になって後ろを向いたが、直すぐに顔を前に戻して運転に専念した。

　もう、男の声は聞こえない。

　傍はたから見ればあまりにも不自然な状況だが、車内の人間達はさりとて気にする様子もなく────森の影の中を、ただひたすら前に進み続ける。

　古き仲間を求め、決して地図に載のる事の無い村へと向かって────




　　　　⇔





　村に、人がやって来た。

　彼らは、奇妙な物に乗ってやって来た。

　金属の巨大な箱。馬車に似ているけれど、高さはそれよりもやや低い。

　時々行商人さんが乗ってくる大きな荷車。それに似ている。

　馬などを使わずに、ひとりでに走っているところも行商人さんと同じだ。

　だが、行商人さんとは違うようだ。何かの商品などを積んでいるようには思えない。

　村の入口に止まった金属の箱車。

　最初に気付いたのは私。

　しかし、最初にそれに近付いたのは村人達だった。

　手に手に武器を持って。一人、また一人と、鉄の荷車を取り囲む。

　また誰かが不幸になる。

　また誰かが、不幸になる。

　確信があった。これは、あの時と同じだ──

　──五年前に、エルマー様が最初に殺された時と────

　見ているだけ。今もまた、不安と敵意に満ちた村人達を、私はただ見ているだけ。

　そしてそれを、ただ伝えるだけ。

　それが、今の私の義務だから。






　　　　⇔




「見えてきましたよ」

　ようやくの事で森を抜け、マイザー達を乗せた車は少し開けた道を進む。

　急に視界が広がったかと思うと、周りに一面の白銀が広がった。最初はただの平原だと思ったが、道が整備されたように直線になっている事などから、恐らくは畑か何かの農地であろうと判断できる。

「麦畑ですかね」

　マイザーの言葉にチェス達が周囲を見渡すと、その農地は森に囲まれるような形で、かなりの面積があるようだ。雪はそれほど深く積もっているわけではなく、所々で地面の色が見え隠れしているような状態だ。

　そして道の先──車の進行方向に、幾つかの建物が見える。

「本当に……村があったね」

「ここ、本当に私有地なの？」

　二人の呆ぼう然ぜんとした声を聞きながら、マイザーは集落の入口と思しき場所で車を止めた。

　石造りの建物。遠目には畑仕事に関する納な屋やか何かだと思っていたが、どうやらちゃんとした民家として機能しているようだ。

　納屋だと勘かん違いしたのは、この国に入ってから見てきた街並みのものと隔へだたりがあるように感じられたからだ。

　建築自体が古いのもさることながら、この場所から見える村全体の雰囲気もどことなく古臭くさく、まるでどこかの映画村にでも紛まぎれ込んでしまったような錯覚を覚える。周囲を見渡してもそれ以上に近代的な物体は見当たらず、まるで映画のスクリーンの中に紛れこんでしまったかのような錯覚を受ける。

　純粋に『タイムスリップしたような』感覚に陥らなかったのは──その村の風景は彼らが実際に知る『過去』と違い、どこか違和感を感じさせるからだ。まるで、この村は自然に発生したのではなく、何者かの計算に基づいて造られたような────

「想像してたよりも大きな集落みたいだね」

　村の奥に続く道には何軒かの家が立ち並んでおり、どうやらここは村一番の大通りのようだ。石造りの家の他ほかにも、木造建築やログハウスのようなものが建っており、通りの雰囲気には統一性というものが見られなかった。

「なんか急ごしらえの村って感じだよ。その割にはなんだか古臭くさいけど……」

「古風な雰囲気で素す敵てきじゃありませんか」

　簡単な私意を述べるマイザーとチェスの後ろで、シルヴィだけが少し暗い顔をして呟つぶやいた。

「残念。シャワーは無さそうね……水道も通ってないみたい」

　肩の力を落として目を伏せながら、不必要に色っぽい溜ため息いきをつく。

　刹せつ那な、少しだけ調子の変化したマイザーの声がかかる。

「シルヴィ、下へ手たをしたらそれどころじゃないかもしれませんよ」

「どうしたの？」

　その言葉に、シルヴィは再び窓の外に目を向ける。そして、ある事に気が付いた。

　村を突き抜ける大通りの中央に、みすぼらしい格好の少女が立っている。何かおどおどしたような雰囲気を纏まとい、こちらの方にじっと目を向けているようだ。

「あの子がどうかしたの？」

「その周り」

　チェスの声にも僅わずかに緊張が含まれている。

　その表情にただならぬものを感じたのか、シルヴィも息を潜ひそめて目を凝こらす。すると、少女が一人だけだと思っていたこの通りに、実に多くの目が光っているという事に気が付いた。

　多くの人影は建物の影や窓枠の縁ふちに浮かび上がるように、様々な場所からマイザー達の車へと向けて瞳をギラつかせている。

「うーん。やはり、そうなんですかね」

「何がさ」

　緊張したまま放たれるチェスの問いに、マイザーは困ったようにハンドルを摑つかみ直す。

「いえね、私有地の中に集落があるっていう例は他ほかにもあるんですよ。例えば、特定の宗教がらみや、非合法組織の場合などに見受けられる事が多いですね」

「つまり？」

「余よ所そ者ものは何をされるか解わからないって事です。不法侵入者として警察に突き出されるだけならいいですけれどね。運が悪ければ──」

　ただでさえ糸のような目を更に細くしながら、マイザーはあっさりと結論を述べる。

「想像したくない結末になります」

「逃げようよ。厄やつ介かい事ごとはゴメンだ」

「まあ待ってください、チェス。この村にエルマーが居るのだとすれば、どの道あの人達に聞くしか無いわけですから。もしエルマーがこの村の一員になっているのならば、事情を話せば我々のことも温かく迎えてくれますよ」

　マイザーの希望的観測に対し、チェスはあくまでネガティブに。

「受け入れられてなかったり、もしくは最初からこの村に居なかったとしたら？」

「誰か近づいて来ましたよ」

「マイザー？　ちょっと、質問に答えてよ目を合わせてよマイザーッ！」

　チェスが激しく身体からだを揺さぶるのにも構わず、マイザーは一人で車の外に出る。

「まあ、その時はその時です。全力で逃げましょう」

　大通りの奥から、数人の若者を引き連れた男が歩いてくる。

　鼻の下に髭ひげを蓄え、鋭い目つきをした嫌いや味みな感じの中年男だ。瘦やせた身体を分厚い防寒具で覆おおっているが、化学繊維等は使われておらず、毛皮を主とした防寒服だ。後ろに付いて歩く若者達も似たような格好をしており、その手には狩猟用のライフルや金属製の棒が握られている。

　ライフルはとても古い型をしており、マイザーの記憶が１００年近く前の型だと判断させる。

　男達は道の真ん中に立っていた少女を手荒く押し退のけると、マイザー達の車に向かって一直線に歩み寄って来た。雪の融けた石畳だたみを踏み締めながら、どこか神経を張り詰めさせたような鋭い目を向けてくる。

　男達が通過するごとに、通路の建物からは視線の主である人影が一人、また一人とわき出して、マイザー達に歩み寄る人だかりが徐々に徐々に膨ふくらんでいく。

　新しく現れた人影には女性も混じっており、その手には何な故ぜか鍬くわや包ほう丁ちようを手にしている者までいる始末で、集団は確認するまでもない敵意に満ち溢あふれていた。

　それに対し、マイザーは特に恐れた様子もなく車のドアを閉めた。後ろ手にノブを引っ掛ける形のままで身体を伸ばし、いざとなれば何い時つでも車に乗り込めるようになっている。

　────まず、言葉が通じればいいんですけどね。

「……何者だ？　行商人じゃないな……どうやってここに来た」

　マイザーの心配を余よ所そに、口髭の男が口を開いた。マイザーの方から話しかけるつもりだったが、思ったよりも遠い間合いで立ち止まられてしまったのだ。

　とりあえずマイザーは、相手が自分の話せる言語──この国の公用語を使った事に安心して、少しだけ表情を緩ゆるませる。

「これは失礼。私達は旅の者でして」

　最初に尋ね人の名前を出しても、かえって警戒される恐れがある。マイザーはとりあえず旅人という事にして、相手方の反応を窺うかがう事にした。

「旅……だと？」

　髭ひげ面づらの男は訝いぶかしげな表情になると、車の方を見てマイザーを睨にらみ付ける。その目には暗い光が湛たたえられており、怒りというよりも、強い憎しみのような感情が感じ取れた。

　マイザーの全身と背後にある車を一ひと頻しきり眺めた後、男は表情を堅くしたまま口を開く。

「乗っている人間を全員降ろせ」

「何な故ぜですか？」

「確認の為だ。怪しい奴やつがいないかどうか調べさせて貰もらう」

　何を基準に調べるというのだろうか。気にはなったが無む駄だに揉もめる事は得策ではない。マイザーはそう判断すると、小さく溜ため息いきをつきながら車内のチェス達に合図を送る。

　少年の外見をしたチェスが降りた瞬間、僅わずかではあるが集団の持つ敵意が和らいだ。

　そして後部座席からシルヴィが現れた時──周囲の人間の瞼まぶたが僅わずかに見開かれた。

　彼女は車内で脱いでいた防寒具を羽は織おりながら車外に降り立ち、どこか挑むような視線で周囲の人間達を見回した。そして中性的な瞳を薄く閉ざしながら、柔らかな仕し草ぐさで車のドアに寄りかかる。

　シルヴィの見せたその動作に、集団の敵意が更に薄らいだ。何人かの男達は、先刻までとは違った感情を込めて彼女を見つめ続けている。

「……これで全員か」

　ただ一人、口髭の男だけは敵意を揺るがす事をせずに、マイザーに厳しい視線を投げかけた。
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「随分と用心深いものですねえ」

　質問に答える代わりに、マイザーが皮肉げな言葉を返す。それに腹を立てることも和むこともせず、口くち髭ひげの男は淡々と言葉を紡つむぎ続ける。

「村長のデズ・ニビルだ」

「これはどうも。私は──」

　マイザーの自己紹介を聞く事無く、口髭の男──デズは顔を逸そらしながら言った。

「余よ所そ者ものに興味は無い、この村にとどまらせるわけにはいかん。直すぐに立ち去ってもらう」

「穏やかじゃないですね。別にどこかに泊めろとは申しません、野宿程度でもいけませんかね」

「今のこの村には、余所者に関わる余裕など無い。揉もめ事は御ご免めんだ。お前ら余所者が余計な事をして、あの悪魔を──」

　そこまで言いかけて、デズは一いつ旦たん口籠ごもる。

「悪魔？」

　マイザーの中に、一人の男の顔が思い浮かぶ。自分達に不ふ死しを与えた『悪魔』と呼ばれる一人の男であり────そして、今は遠いＮＹニヱーヨークにいる筈はずの仲間の顔を。しかしそれはありえない事だと思いながら、確認の意味を籠こめて村長に尋ねかける。

「何でもない。いいからとっととこの村、いや、この森から去れ」

「悪魔とは？」

　村長はマイザーの好奇心に対して舌打ちをすると、渋しぶ々しぶながら口を開いた。

「……ここには化物が居るんだ」

　森の中の隔離された土地。そしてその村を襲う化ばけ物もの。

　突然湧わき上がったオカルト──寧むしろ民話や伝説のような類たぐいの話。だが、マイザーは鼻で笑う事をせず、デズの話に対して静かに耳を傾ける。

「そいつに我々がどれだけ苦しめられているか貴様らには解わかるまい。それ以前に、こんな話をしても信じはすまい」

「どんな化物なんですか？」

「これ以上話す事などない！　出てゆけ！」

　顔を紅潮させながら白い息を吐はくデズに向かって、マイザーは僅わずかの沈黙を見せた後、何かを確かめるように呟つぶやいた。

「────エルマー……エルマー・Ｃ・アルバトロス」




　ざわり




　空気が、蠢うごめいた。

　マイザーがその名を口にした途と端たん、周囲の人間達の様子がガラリと変わる。薄れかけていた敵意は噓うその様に跳はね上がり、シルヴィに見とれていた男達もバネ人形の如き勢いでマイザーの方に振り向いた。

　滅めつ多たに顔の筋肉を動かさなかった村長も、双そう眸ぼうを大きく見開いてマイザー達を見渡し直す。

「貴様ら……」

「我々は、その男を捜さがしています。この村に居ないというのならば直すぐに立ち去────」

「捕えろぉッ！」

　マイザーの言葉は途中で遮さえぎられ、村の大通りに村長の怒ど声せいが響き渡った。

　緊張した面持ちで身構えていた村人達が、堰せきを切ったように動き出す。それはまるで獲物に群がる獣けもののような勢いであったが、心なしか、その目には敵意に混じって何かしらの別の感情が混じっているように見受けれらる。

　──恐怖？

　相手の目に潜ひそむ感情の正体に気付いたマイザーだったが、それを確かめる暇いとまも無く男達の腕が迫ってくる。

　しかしマイザーは、まるでこの事態を予測していたかの様に冷静だった。

　目線を動かす事無くバックステップを踏むと、男達の腕をギリギリのところでかわし続ける。

「待ってください、我々は別に──」

　村長の方に目を向けると、横にいた若者がこちらに長ちよう銃じゆうを向けていた。

「問答無用ですか」

　閑散とした村に銃じゆう声せいが響き、マイザーの身体からだが衝しよう撃げきに揺らぐ。

「マイザーッ！」

　その光景に、シルヴィが思わず悲鳴を上げる。マイザーとは逆に事態が上う手まく吞のみ込めていないようで、車を背にしてその場を一歩も動かずにいる。チェスは一足先に状況を理解し、早々と車の下に潜もぐり込んでしまっていた。

　弾丸はマイザーの太ふと腿ももを抉えぐるようにかすめ、厚手のズボンが破けて血飛沫しぶきが宙に舞う。

　好機とばかりに村人がマイザーを取り囲むが、村長だけは別の物に注目していた。それは、マイザーの足から散った血の雫しずく。

　石畳だたみの上に広がった赤い斑はん点てんを、デズは胸中に激しい不安を抱いだきながら眺め続けた。

　そして、その不安は的中する。

　石畳に張り付いている筈はずの血が、にわかに地の表面を滑り出した。

　まるで意思を持ったかの如く、赤い斑点達がマイザーの足に向かって集合する。

　ダンスを踊る影の様に、互いにぶつかり、交わり合いながら────最終的にマイザーの足を上り、ズボンの破けた箇所、つまりはマイザーの傷口へと吸い込まれていった。

　マイザーを押さえ込もうとしていた村人達も、途中でその異常な光景に気が付いた。動きをピタリと止めたかと思うと、顔を青くさせながら徐々に足を後退させる。

「同じだ……」

「悪魔だ」

「あの男と同じだぁ……！」

「殺される」

「穢けがされる」

「目を合わせるな……」

　村人達は互いに顔を見合わせながら、そんな事をブツブツと呟つぶやき続けている。

「？」

　その様子を見て、マイザーは僅わずかな疑問を覚えた。

　今までにも、事情を知らぬ人間に『再生』する瞬間を見られた事はある。その光景を見た者達は当然ながら恐怖を覚え、マイザーから遠ざかって行く事が殆ほとんどだった。数少ない例外の一人は、彼の唯一無む二にの上じよう司しとしてＮＹニヱーヨークの小さな犯罪組織を纏まとめている。

　しかし、村人達の反応は今までのものとは幾分違った。普通ならば、肉体が再生するマイザーの事を『得体の知れぬ存在』として恐怖を覚えるのだが──今の彼らは、自分達の知っている恐ろしいものを目にして怯おびえているように感じられる。未知への恐怖ではなく、再生する存在の定義が彼らの中にあり、その定義の中に何らかの恐怖が含まれているように思えた。

　──なるほど。大体理解できました。

　マイザーは心中で一人頷うなずき、周囲の状況を再確認しようとする。

　すると、マイザーから距離をとった内の数人が、今度はシルヴィの方ににじり寄っているではないか。こちらの方をちらちらと伺いながら彼女に迫っている事を考えると、恐らく人ひと質じちにしようという魂こん胆たんでもあるのだろう。

「ちょっと、やめなさいよ！」

　シルヴィは車のドアを背にしながら、最初に手を伸ばして来た男の手を払いのけようとする。

　だが、村人の動きの方が僅かに速く、シルヴィの細い手首はあっけなく摑つかまれてしまう。

　マイザーは助けようとして身体からだを向き直らせたが、ある事に気が付いてその動きを止めた。彼女の背後──車の後部座席のドアの窓が、僅かな電動音と共に開き始めたのだ。

　シルヴィの腕を摑んでいる村人は、彼女を押さえ込もうと必死になっている為に気が付いていないようだった。

　その窓から伸びて来た、褐かつ色しよくの掌てのひらの存在に────




　ガシリ




　窓から伸びた長い腕。その先にある手が、シルヴィを押さえつけようとしていた村人の手首に絡からみつく。

「ひッ!?」

　若い村人は悲鳴を上げ、思わずシルヴィから身体からだを離してしまった。

　そして、その動作に呼応するかのように、窓から伸びた腕が勢い良く車内に戻って行った。

　摑つかまれたままの村人の手首も、強引に窓の中へと引き込まれていく。

「うあわあああぁぁッ！」

　抵抗する暇いとまも無く、村人の腕が車内に半分ほど引きずり込まれた。そして、そのまま再び電動音が木霊こだまする。腕を窓に通したまま、中にいる何者かが窓を閉め始めたのだ。

「ああああああッ」

　若者の腕を圧迫感が襲う。流石さすがに切断されるような事は無く、閉まりかけた窓ガラスは男の腕を強く挟はさんだまま停止したが──さりとて再び開くわけではなく、ミシミシという音を響かせながら男の骨肉を締め付ける。

　突然起こった理解不能な状況に、シルヴィの周りに居た村人達の動きが止まる。一方のシルヴィは、窓越しに車の中の様子を覗のぞき込み──大慌あわてでドアから飛びのいた。

　シルヴィが車の前方まで離れたその刹せつ那な、ガチャリという音に続いて、後部座席のドアが勢い良く蹴けり開けられた────窓に、哀れな村人の腕を挟んだままで。

「うぁあぁッ！」

　村人の身体が宙に浮き上がりそうな勢いで突き飛ばされそうになるが、窓に挟まった腕がそれを許さない。一ひと際きわ大きく何かが軋きしむ音がしたが、それは果たして窓と骨のどちらがあげたものだったのだろうか、周囲の人間達は判別できなかった。

　そして、悲鳴と共に開け放たれたドアから出てきたのは────

「化ばけ……物もの？」

　先刻のマイザーに対する反応とは違い、村人達の声には『わけのわからないもの』に対する恐怖の様なものが含まれている。それ程までに、車内から出て来た男の姿は異様であった。

　全身に白い布のような服を纏まとっており、腕の半ばで途切れた袖そでから褐かつ色しよくの肌が覗のぞいている。決して薄着とは言えないが、周囲の温度に比べれば見る者にまで寒さを感じさせるには充分な布地の量だった。

　それだけならば奇妙と言うほどでは無いが、問題は彼の首から上の部分にある。

　まず目を惹ひくのは、顔面に取り付けた奇妙な仮面だ。それは東南アジアや香港の祭り等で被かぶるような複雑な形状のもので、淡い下地の色に派手な原色で装飾が施されている。

　更に、その仮面の下に覗くのは顔面の皮膚ではなく、純白の包帯の白色のみであった。つまりこの男は、顔と頭に包帯を巻いた上から仮面を被っているという事になる。そして仮面の目の位置に開いた穴からは、鋭い眼光を放つ三さん白ぱく眼がんが覗いていた。

　余りにも場違いな外見をした男の出現に、村人達は互いに顔を見合わせ、小さなざわめきが波は紋もんのように広がっていく。

　仮面の男はその様子を特に気にする事も無く、マイザーを見ながら淡々とした言葉を放つ。

「運転が荒すぎる。もう一度言おう。あえてもう一度言おう────殺す気か、と」

　仮面の為に表情は見えないが、声色から男がかなり苛いら立だっている事が解わかる。

「本来ならば殴なぐるか蹴けるかするところだが、状況が状況だ。許そう。あえて許そう」

「それはどうも、有あり難がたい限りですよナイルさん」

　仰ぎよう々ぎようしい男の物言いに、マイザーは軽く肩を竦すくめながら返事をする。それに続けて、目を丸くしている村長達に向かって口を開いた。

「ああ、あの人は乗っているというか、後部座席の中で『運んでいた』という感覚ですので、さっきは下ろしませんでしたが……まあ、隠し事をするつもりではなかったので誤解なさらぬようにお願いしますよ」

　しかし村長達は聞いていない。目の前に現れた男に向かって、まるで悪夢の中にいるような表情を見せている。

　そんな周囲の視線に気が付いたのか、ナイルと呼ばれた仮面の男が腕組みをしながらマイザーに尋ねかけた。

「事情は良く解らんが、とりあえずは落ち着いたようだな。だがあえて問おう。マイザー、俺おれは何をすればいい」

「あー、できるだけ穏おん便びんに済ませたいので、暴力は無しでお願いしますよ」

　寧むしろ村人達を心配するように見渡しながらマイザーが告げると、ナイルは「ふむ」、と頷うなずきながら車の後ろに回りこむ。

　車の後ろに取り付けてあったスペアタイヤに足をかけ、仮面の男は実に器用に車の屋根へと登り始めた。登り切った所で腕を組み、村人達を威風堂々と見下ろしてみせる。

　一体何が起こるとかと注視する村人達に対し、ナイルはゆっくりとその口を開いた。




「よし、まずは跪ひざまずけ。話はそれからだ」
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　静かに、それでいてよく通る声だった。言っている内容は無茶苦茶だったが、マイザーもシルヴィも慣れているのかその部分には突っ込みを入れなかった。だが──

「ナイルさん。この人達、英語は通じませんよ」

　──ある意味、通じなくて良かったですけど。

　マイザーがそう告げると、周囲に一瞬だけ沈黙が走り抜け──

「なにッ!?」

　仮面の下から、僅わずかに焦しよう燥そうしているような声が聞こえて来る。

「騙だましたな貴様！」

「誰も騙してませんよ……さっきから私もこの人達も英語なんか使ってなかったでしょう。聞いていなかったんですか？」

「……ぬう、ならば俺おれのミスか。認めようではないか。あえて俺は自らの恥を取り繕つくろう事無く認めよう！　だがしかし、俺はベルベル語の他ほかには英語と中国語とインドネシア語しか喋しやべれんぞ。どうしろというのか」

「何もしないでください。というか、屋根が傷むのでとっとと降りてもらいたいのですが」

　マイザーが疲れたように言うと、シルヴィもようやく口を開く。

「村の人達、凄すごく怖がってるわよ。貴方あなたが知らない言葉でぎゃあぎゃあ騒いでるから」

「ほう」

　尊大な態度を崩さないまま、ナイルは仮面越しに村人達の様子を再確認する。見ればどの村人達も包囲の輪を広げ、ナイルやマイザーとの距離を意識的に広げようとしている。窓に腕を挟はさまれていた男は何とか自力で腕を引き抜いたようで、半分涙目になりながら群集の最後列へと退避していた。

　会話の意味が解わかれば余りのバカバカしさに敵意も薄らいだかもしれないが、ナイルの話す言葉は意味の解らない異質な音声としか受け取られていないようだ。

「なるほど……マイザー。あえて言おう」

「なんですか」

「穏便に済ます事は不可能だ」

「そうですねえ」

　ナイルの言葉に、マイザーも周囲を見渡しながら即答した。

　怯おびえる村人達の中で、村長の周りにいる若者達だけは冷静だった。何い時つの間にかライフルを構える人間の数が増えており、マイザーとシルヴィ、そしてナイルの方へと一いつ斉せいに銃じゆう口こうを向けていた。

「頭を狙ねらっておけ」

　村長の言葉どおり、猟師の様な雰囲気を纏まとう男達は何の躊躇ためらいも無く狙いを定めている。

「奴やつと同類なら、頭を吹き飛ばせば暫しばらく動きは止まる筈はずだ。一人でも捕える事ができれば、奴に対する取引の材料になる」

　普通に考えれば村人達に優位な状況だが、集団の中で勝利を確信している者など一人として存在しなかった。冷静に銃じゆうを構える者達も、掌てのひらにじっとりと汗を滲にじませている。

　そんな緊迫した状況を嘲あざ笑わらうかの様に、車の上の男が鼻を鳴らす。

「撃ってみろ。引ひき鉄がねを引いた瞬間、俺おれは貴様らを敵とみなす。あえて言おう、皆殺しだと！」

「だから英語は通じませんってば」

　マイザーは溜ため息いきをつきながらも、村人達の構えるライフルから意識を逸そらす事は無い。

　──さて、どうしたものですかね。わざと捕まるというのもありと言えばありですが──

　そんな事を考えている間にも、村人達の間には敵意が再び膨ふくらみ始めている。

　頭上には皮肉なまでに青空が広がっており、マイザーはそれを静かに見上げながら決意した。

　とりあえず自分一人が村人達に同行し、あとの三人はこの場から一いつ旦たん逃げて貰もらう。そんなプランがマイザーの頭の中に思い浮かぶ。全員で逃げるという手もあるが、その前に何としてもエルマーの手がかりは摑つかんでおきたかったのだ。




　裏組織『カモッラ』の分派である、ＮＹニヱーヨークの犯罪集団『マルティージョ・ファミリー』。その幹部として日々を過ごしていたマイザーは、一時的に組織を抜けて、世界を巡めぐる旅に出た。

　単なる観光や慰い安あんなどではない。世界中に散り散りになった、不ふ死し者を探す旅路だった。

　チェスと共に30年間探し続けた、古い仲間でもある錬れん金きん術じゆつ師し達。シルヴィとナイルを探すだけでも随分と月日と労力を費やしたが、永遠の時を生きる者にとって、それはさして長い時間とは感じられなかった。そして、残る二人はもう永遠に見つからないのではないかと諦あきらめかけていた時────そのうちの一人である、エルマー・Ｃ・アルバトロスの情報がマイザーの元に届けられた。行きつけの情報屋から伝えられた仲間の情報。それは決して曖あい昧まいなものではなく、ハッキリとした場所としてこの村の位置を示していた。ただし村の存在とその場所以外には何一つ具体的な事は書かれておらず、情報元も『企業秘密です』の一言で済まされてしまった。だが、藁わらにも縋すがる思いのマイザーにとって、それは充分過ぎる程の情報だった。




　このチャンスを逃すわけにはいかない。ＮＹニヱーヨークの組織に戻ると約束した期限まであと８ヶ月。この機を逸いつすれば、彼を探す事は時間的に不可能となってしまうだろうから。

　僅わずかな焦あせりはあった。だからこそマイザーは、村人達の話から『悪魔＝エルマー』という可能性に気付きながらもその名前を口に出したのであろう。

　だが、明らかに村人達と敵対してしまった以上、自じ業ごう自じ得とくのナイルはともかくチェスとシルヴィを巻き込むわけにはいかなかった。いくら不ふ死しであるからとは言え、痛みや苦しみから逃れられるわけではないのだから。

　マイザーが自分が囮おとりになる事を目で合図しようと、シルヴィ達の方を振り返ったその刹せつ那な────視界の端はしに、何かが見えた。

　それは村の外側、マイザーから見て車の遙はるか後方の道。彼らが抜けて来た森とは反対側の方からやって来る、三頭の馬。その上にはそれぞれ小柄な人影がまたがっており、全員が赤い服を身に纏まとっているようだった。

　背後を向いたままで動きを止めるマイザー。それを押さえ込もうとした村人達も、その三組の人馬の姿を見つけて息を吞のんだ。

「おい……使いが来たぞ」

「武器を下ろせ！」

「くそ、今日は来る日じゃない筈はずなのに……」

「やっぱりこいつらはあの悪魔の……」

　そんな事を口々に呟つぶやきながら、ある者は手にした銃じゆうを下に向け、ある者は大おお慌あわてで家の中に入り扉をバタリと閉じる。通りの角から覗のぞいていた数々の気配が噓うその様に消え去り、瞬時に慌あわただしくなった周りの喧けん騒そうの中、村長とその取り巻きだけがその場を動かずに赤い服の人影を睨にらみ続けていた。

「何？　何が起こったの？」

「ふむ？」

　シルヴィとナイルは何が起こったのか理解できていないようだったが、彼女達もまた、背後から響いてきた蹄ひずめの音に振り向いた。

　ナイルの立つ車から10メートル程先で、三頭の馬は同時に歩みを止めた。馬にまたがっていたのは三人の女──外見を見ると、まだ少女と呼んでも差し支つかえの無いような年頃の娘むすめ達だった。三人とも似通った顔つきをしていた為、マイザー達は姉妹か何かだろうと判断する。

　三人とも真まっ赤かな布地の服を纏まとっており、袖そで口ぐちにだけは純白の布が取り付けられていた。まるでサンタクロースをイメージしたような衣装で、村人達の古風な服装に比べると非常に強い違和感を放っていた。

「──デズ様」

　その内の一人が馬から降り、睨にらみ付ける村長をどこか不安げに見つめ返す。

「この方達はエルマー様の大事なお客者ですので、私達が城まで御案内します」

「貴様ら……」

　対する村長は、忌いま々いましげな目で三人の少女を見つめている。

　マイザーやナイルに見せたような恐れではなく、ただ単純に不快感だけを顔に浮かべていた。

「どうか、お引きください。エルマー様の御指示です」

「……」

　村長は暫しばらく少女の事を睨み続けていたが、聞こえよがしに舌打ちをすると、後ろを振り向きながら周囲の人間に顎あごで合図を送る。

　その合図に従って、最後に残っていた若者達も通りの奥へと足を向ける。

　様々な喧けん騒そうが立て続けに起こった村の入口が、三人の少女の出現によって、途と端たんに静寂の中に包まれてしまった。

　何とも言えない微妙な空気。突然の乱入者に対してマイザー達も何と言葉をかけるべきか迷い、沈黙だけが互いの間を往来し続けた。

　それを打ち破ったのは、最初に声をあげた少女だった。彼女は馬の鐙あぶみに足をかけながら、マイザー達に向かっておずおずと告げた。

「あの……ついてきてもらえると、その……助かります。ここは──危ないですから」
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森に続く道




「どう思う、マイザー」

　チェスの不安げな言葉に、マイザーより先にシルヴィが口を開いた。

「大丈夫。チェスが真っ先に逃げた事なんか、マイザーは全然気にして無いわよ」

「そ、そうじゃないよ！　僕はただ、あの女の子達の事をどう思うって聞いただけでッ！」

「そうね、私は真ん中の子がチェスにピッタリだと思うなあ」

「違うって！　シルヴィ、解わかっててからかうのは止やめてよ！」

「ああ、やっぱりチェスは可愛かわいいよねえ」

　顔を真まっ赤かにする少年の首に、シルヴィはまたしても背後から腕を絡からませる。

　その様子を見て、マイザーは笑いながらチェスの質問に答えた。

「大丈夫だと思いますよ。話を整理すると、どうやらこの先にエルマーがいるらしいですから」

　村の入口でのゴタゴタの後、結局マイザー達は赤服の少女達についていく事にした。村人達の反応を見るに、どうやら彼らの言う『化ばけ物もの』とやらがエルマーで間違いは無さそうだ。何な故ぜそのような事態になっているのかは解わからないが、とにかく会ってみれば解る事だと、馬の後を追う事で四人は合意した。

　ナイルは再び後部座席の後ろで横になり、厚い毛布を被かぶって眠ねむり込んでしまっていた。

「でもさ、なんていうか……あの子達、少し変な雰囲気無い？　あんまり喋しやべらないし、この村の人達ともなんていうのかな……髪の色とかは同じだけど、違う国の人みたいな……」

「いや……それを言うんでしたら、あの村も十分奇妙ですよ」

　マイザーはそう言いながら、先刻の状況を言葉に出しながら整理する。

「私は最初に『旅』と言って相手の反応を確かめたのですが──どうにも、彼ら自身はこの土地が私有地である事を知らないような雰囲気でした」

「そう言えばそうね」

「彼らに自覚があるのだったら、『ここは私有地だ、出て行け』の一言で済むわけですからね。我々は不法侵入者なわけですから、言い訳のしようもありませんし。それに……彼らはこの国の公用語こそ使っていたものの、普通とは微妙に違うイントネーションや単語が含まれてましたよ。なんと言いますか、かなり古風な印象です」

「地図にも載のってない村だからね。やっぱりカルト宗教か何かのアレなんじゃないの？」

　チェスのぶっちゃけた言葉に、マイザーは少し考えた後に首を振った。

「そんな様子には見えませんでした。宗教だとすれば、怪物──まあ、恐らくはエルマーの事なんでしょうけれども、それに対する呼称が『悪魔』だの『化物』だのと、統一されてなかったんですよね」

「つまり……あの村は普通の村だって事？」

「それもありえないんですけれどね。あと、あの村長────彼にもちょっと違和感を感じたんですよね。他ほかの村人はただ怯おびえているといった感じでしたけれど……彼は少し妙でしたね。私達の事を即座に『余よ所そ者もの』とか言っていたあたり──まあ、あの村長が村の中で一番村自身の事に詳しいというように見えましたし」

　村長の憎しみに満ちた目を思い出しながら、マイザーはハンドルをきりながら小首を傾げる。それに対し、チェスはつまらなそうに単純な答えを返すのみだった。

「そりゃ、村長だから当たり前なんじゃないの？」

「いえ、そういう意味ではなくて、もっと根本的な……おや、どうやらあそこが目的地のようですね」

　難しい顔で何かを言いかけたが、眼前の木々の隙すき間まに見えてきた『それ』を見て、マイザーは少し意外そうな表情になって声をあげた。

　マイザーに言われ、チェスは前方に顔を向ける。シルヴィも後部座席から身を乗り出して、チェスと顔を並べて前を見る。そんな二人の目に映ったものは────

　──古城。

　それはまるで、童話やファンタジー小説、あるいは一昔前に流は行やった類たぐいのＴＶゲームに出てくるような、石の外壁で護まもられた一つの城の姿であった。

　とは言ったものの、それ程大掛かりなものではなく、王族の住む城というよりも山さん賊ぞくや海かい賊ぞくの砦とりでと言った方がしっくりくる大きさだ。

　装飾性は少なく、全体的に武ぶ骨こつな印象があるのは否いなめないが──窓の数は比較的少なく無秩序に並んでいる為、内部は少し複雑な造りになっているのではないかと窺うかがえる。

　そこそこの古さは感じさせるものの、外装が大きく崩れているような箇所は見受けられない。

「ルクセンブルクか……あるいはベルギーの城と同じような系統ですね。特にルクセンブルクのビヤンデン城に通じるものがありますよ。大きさはこちらの方が断然小さいですが」

　マイザーが淡々と見解を述べると、チェスも表情を引き締めながら言葉を紡つむぐ。

「北ほく欧おうの様式とは違うね。それに……なんだかそんなに古く無いみたい。１００年も経たってないんじゃないかな」

　その城は入口を除いて周囲を厚い森に囲まれており、徒歩でも困難な道のりに見えた。

　城の前には古い邸宅に見られるような門があり、前方を走る三頭の馬は、開かれた門の中まで走り込んで──そのまま何ど処こかへと消えて行った。

「……車で中まで入っちゃっていいんですかね？」

　マイザーは少し躊躇ためらった後に門の奥まで車を進め、中庭の中心辺りで車を停車させた。

　車から降り、至し近きん距離から改めて城を眺め──マイザーは、呆あきれたように呟つぶやいた。

「これは……」

「……間違いないわね。この城の中にいるのは、絶対にエルマーよ」

　同様に呆れた目をしながら、シルヴィが確信を持って言い切った。

　マイザーに思わず溜ため息いきを漏もらさせたものは──城の入口の扉と、窓という窓に飾り付けられたクリスマス用の装飾の数々だった。

　それは市販で売っているような物ではなく、この森や先刻の村で手に入りそうなものだけを使用した手作りの飾りだった。どの窓を比べても一つとして同じ形の装飾は無く、全すべてが凝こったデザインで形作られていた。

「こんな凝ったマネをするのは、確かにあの船の仲間じゃエルマーぐらいのもんだね」

　チェスは特に感慨を抱いだいていないようだったが、シルヴィは装飾の一つ一つを実に興味深げに見渡していた。その点に関しては、まるで外見と中身がお互いに入れ替わっているようにも見える。

「そうね。ここまでアンバランスな装飾を平気でやるなんてのはエルマーぐらいだわ。……少なくとも、あの船に乗ってた『不ふ死し者』の中じゃね」

「……とにかく、入ってみましょう。先程のお嬢じようさん達も戻ってくる気配がありませんし。シルヴィはナイルさんを起こしてあげてください」

「わかった」

　シルヴィが車の後部を開けている間に、マイザー達は城の入口に立つ。

　れっきとした蝶ちよう番つがい式の大扉であり、石造りの外観と比べるとかなりアンバランスだ。やはりこの城は、比較的新しい時代に建てられたものなのかもしれない。

　何度かノックを繰り返すが、内部からは特に反応は帰ってこない。どうせ私有地に侵入している身だと、マイザーとチェスは扉を開けてしまう事にした。

「失礼しますよ」

　鍵は掛かっていない。サンタクロースとトナカイを模した飾りが小さく揺れ、重い扉は蝶番を露ろ骨こつに軋きしませた。二人は一瞬躊躇ためらった後、扉の奥のエントランスへと足を踏み入れる。

　扉の中には概観と同じような石壁と床が広がっており、これと言って特徴的な装飾などは見られない。ただ、エントランスの奥に見える階段は石造りのそれではなく、19世紀頃の豪ごう邸ていを思わせるようなものだった。部屋の隅に見える扉等を見ても、とても古い建築物とは思えない。

「歪いびつだね。まるで、外見だけ無理矢理古く造ったみたいだよ」

「そうですね、まるで美術館か何かの様な────」

　ギィ　ィィィ　ィ　ィィ

　マイザーが雑感を言いかけたところで、背後の扉の蝶番が軋み、扉が勢い良く閉じられた。

　それと同時に、窓の雨戸がバタバタと閉じ、エントランスが薄い暗くら闇やみの中に包まれる。

「!?」

　背後には誰もいない。チェスが慌あわててドアに手をかけるが、扉はビクともしなかった。

　まるでホラー映画の様な状況の中────マイザーとチェスの頭上から、重々しい笑い声が響き渡った。

『クックックックック……』

　その不気味な笑い声はエントランスの中に反響し、音源の位置を微妙に摑つかみ辛づらくさせている。

『哀れな子羊達よ……呪のろわれた森の呪われた城へようこそ……外の飾りに惑わされて安心していたのだろうが、愚かな事だったな。汝なんじらには我が力の糧かてとなって──────』

　芝居がかった台詞せりふがマイザー達に圧のし掛かるが、彼らは僅かのあいだ顔を見合わせると、二人揃ってその口を開いた。

「「……エルマー？」」

『ほほう、我が名を知っているのか。村人達から耳にしたらしいな。しかし悪魔である我が名をそこまで堂々と呼びつけるとは、その度胸だけは褒めてやろう！　だが、抵抗しても──』

「いや、だから、エルマーですよね？」

「僕だよ、僕！」

『全すべては無む駄だな行為と────ん──？　あ……あれ？　なんか妙だな』

　何かに気が付いたのだろうか。闇やみに響き渡る嗄かすれ声が、突然若い男の透き通るような声へと変わり果てた。

「本当にエルマーのようですね……だいたい２９０年ぶりですか！」

　マイザーの語気は普段よりも強くなっており、内心からにじみ出る嬉うれしさを隠しきれていない様子が窺うかがえる。チェスはマイザーほど浮かれてはいないようで、苦笑を浮かべながら虚こ空くうに向かって呟つぶやいた。

「ちっとも変わってないね。見なくても解わかるよ」

　暗闇の中に僅わずかな沈黙が流れた。声の余韻が完全に消えるかと思われたその刹せつ那な、闇の中からの声は驚いたような叫びをあげた。

『ちょっと待て！　もしかしてもしかすると────チェスと……マイザーか!?』

　その叫び声は。二人の頭上から一気に落ちてきた。




　マイザー達の前にストンという音が響き、暗がりの中に突如として人影が浮かび上がる。

「おぉーい！　窓、窓の雨戸を全部開けてくれないかぁー！」

　人影が突然そう叫んだかと思うと、閉じられていた雨戸がガタガタと音を立てて開いていく。まるで風の悪戯いたずらのように、誰も居ない筈はずの窓が一いつ斉せいに明かりを取り込んだ。

「凄すごいだろ？　遠くから一本縄を引くだけで操作できるようにしたんだ！」

　雨戸のカラクリを自慢げに語る人影が、外からの光によってその全ぜん貌ぼうを露あらわにする。

「ああ、本当に久しぶりですね！　顔を良く見せてくださ────」

　明かりの中に照らされた姿を見て、マイザーの言葉と感情の流れがピタリと止まる。

　その若者は、ナイルと負けず劣らずに奇妙な格好をしていた。

　全身に真っ黒い服を纏まとい、顔には黒く染めたズタ袋を被かぶり、目の部分にだけ穴を開けている。日本でいうところの『黒くろ子こ』を無理矢理不ぶ細さい工くにしたような印象だ。

「……なんですか、その格好」

「ん？　ああ！　悪い悪い！　こうするとさ、薄暗がりで真っ黒い影が蠢うごめいてるように見えるから客も驚き安いと思ってな！　ハハハ」

　軽く笑いながら、男は自らの頭に被さった布袋を剝はぎ取った。御ご丁てい寧ねいな事に、両手に嵌はめた手袋までもが真っ黒に染め上げられている。

「ああ息苦しかった。なんだよー、久しぶりの客だから張り切ったのに」

　ズタ袋の下から現れたのは、少し汗ばんだ金髪碧へき眼がんの笑顔だった。

　特別美青年というわけでもないが不細工というわけでもなく、子供っぽい笑顔が似合う、ごく普通の造形の顔立ちだ。

　それを見たマイザーはようやく安心した顔になって、エルマーの肩に手を置きながら再会の喜びを言葉に表す。その目はまるで子供のようで、何かきっかけがあれば嬉うれし涙さえ見せそうな勢いだ。

「ああ、本当に──全然変わっていませんね！」

「ハハッ！　マイザーだよオィ、本当にマイザーだよどうするよ、なぁチェスどうするよっ……て、うわあチェスじゃん！　ヤバイよ本当にチェスだよどうするよマイザー！　この喜びを身体からだ全体で表現するにはもはや爆発するしかないと思うんだが残念な事に俺おれには導火線も信管も取り付けられてはいないしそれ以前に痛そうだから嫌いやだ！　っていうかああどうしよう本当にどうしよう俺はまず何をすればいい？」

「まずは落ち着くのが最善の策かと思います」

　高ぶった感情を互いに冷ました後、マイザーが先刻の事を思い出して呆あきれたように笑う。

「まったく……いい年してなにが『クックック』ですか。聞いてるこっちが恥ずかしいですよ」

「あれ？　何か変だったかな？」

「自分で気付いてないの？」

　再会を喜び合う二人から距離を取っていたチェスが、心の底から不思議そうなエルマーに対して答えを返す。

「怖がらせようとしてたんだったら大失敗だよ。寧むしろ笑わせてるみたいだ」

　ストレートな物言いにも関わらず、エルマーはその言葉を聞いてニッカリと笑い出した。

「そうか、それは大成功だ！　怖がらせようとして笑わせる事ができるなんざ並み大抵じゃあないぞ、素す晴ばらしさ八割増しだ！」

「苦笑って言葉は知ってるかなあ？」

「アッハハハ！　まあいいじゃん！　いやいやいや、おどろいたおどろいた、本当におどろいたよ！　二人ともどうしてここに？　俺がここにいるって解わかって来たの？」

　マイザーを軽く抱だきしめ、背中をパンパンと叩たたきながら若者が笑う。

「？」

　その言葉に混乱したのはチェスとマイザーの方だ。目の前の男──エルマー・Ｃ・アルバトロスは、自分達がこの村に来た事を知っていたのではないのだろうか？　だからこそ、わざわざ村にまで迎えを寄越したものだとばかり考えていたのだが。

「エルマー、我々が来たことを知っていたんじゃ？」

「あー、いやいやいや、俺は村に余よ所そ者ものが来たって聞いただけでさぁ、あいつらって排他的な上に俺のせいで神経をぴりぴりさせてるみたいだからよ、酷ひどい目に遭あう前にこっちに匿かくまってやろうと思ったわけよ！」

　──ここから村までは距離があるのに、一体誰から聞いたというのか。そもそも、何な故ぜこんな城に住んで村人から悪魔などと呼ばれているのか。

　色々と問いただしたい事もあるが、まずはマイザー達も再会の喜びに浸ひたる事にした。

　その時、エントランス内にノックの音が響き渡る。どうやら外にいるシルヴィ達がドアの前で立ち往生しているようだ。

「あれ？　なんだ？　マイザー達の他ほかにも誰かいたのか？」

「ええ、もう二人──昔の顔が揃ってますよ」

　マイザーが嬉うれしそうに言うと、チェスもつられて楽しそうに口を開く。

「誰だと思う？」

「ええー？　誰だろうな、お前らと仲良さそうっていったらベグあたりかな……まあいいや、ハイハイハイハイ今開けますよーっと」

　エルマーは子供のように好奇心を膨ふくらませ、鼓動を早めながら扉の鍵を開ける。どうやら窓と同じように仕掛けがあるらしく、遠くから縄なわか何かでドアを閉めると自動的に鍵がかかる仕組になっていたようだ。

　ニコニコとしながら扉を開けて、エルマーがそこで目にしたものは──

「エルマー！　本当にエルマーなの!?」

「よお」

　夢魔を思わせる妖よう艶えんな美女と、包帯だらけの顔の上に仮面を被かぶった男の姿だった。




　ぎぃぃぃ　ぃぃ　ぃ　ぃぃ

　パタン




　エルマーはそのままゆっくりと扉を閉め、マイザーの方を振り返る。

「……誰？」

「さて、誰でしょうね？」

　マイザーにしては珍しく、どこか意地の悪そうな笑顔を浮かべている。その横で、チェスは必死になって笑いをこらえようとしている。

　ギギギギギィ

　扉が外から力強く開けられ、エルマーにとって見覚えの無い二人が入り込んで来た。

「わあああ、知らない人が、知らない人が勝手に入ってきたぁぁあ」

「ちょっとエルマー、酷ひどいじゃない！　挨拶もしないうちに締め出すなんて！」

　シルヴィの口調は怒っているものの、顔には堪たえ切れなかった薄笑いが張り付いている。

「貴様、再開の時までふざける事はないだろう」

　彼女とは対照的に、ナイルの口からは本気で不機嫌な感情が漏もれ出している。

「だ、誰だーッ!?　ええい、人の城の中だけでは飽あき足らずに俺の心にまでズカズカと踏み込んで来るなんて一体何者なのさ!?」

　本気で混乱しているエルマーを見て、ナイルは自分の頭部の状況を思い出した。

「む、そうか……以前はこんな仮面は被かぶっていなかったからな。混乱するのも道理と言えよう。だがあえて言おう。声で気付け」

　その尊大な物言いに、エルマーはようやく仮面の下の男に気が付いた。

「……ナイル？　ナイルか!?」

「やっと気付いたか」

　エルマーは満足そうに頷うなずくナイルをまじまじと見つめ、続いてシルヴィの方に顔を向ける。

「じゃあ、君は──そうか！」

「驚いた？　すっかり変わったから無理もないわね」

「ヒューイか！　ヒューイ・ラフォレットだろ！　お前、何で女装なんかしてるんだよ！」

「違うわよ！」

　シルヴィは的外れの答えにガクリと崩れ、マイザー達は軽く声をあげて笑っている。

「え、噓うそ？　違うの？　あの船に乗ってた中で、ここまで美形なのはヒューイぐらいしか……」

「シルヴィですよ。シルヴィ・リュミエール」

　笑いながらマイザーが種たね明かしをすると、シルヴィも疲れた顔をして口を開く。

「まったくもう……あの船に乗ってた女は私一人だったじゃないのよ……」

「シルヴィ？」

　エルマーは眼前の女をじっと見つめると、マイザーの方へクルリと振り返り、叫ぶ。

「噓だ！　シルヴィはこんな絶世の美女じゃなかったぞ！　もっとヘチャって感じの田舎いなか者ものっぽい小こ娘むすめだ！」

「こういう場合って私は喜ぶべきなのか、それとも怒るべきなのかしら」

　複雑な表情のシルヴィ。その顔を更に凝ぎよう視しして、エルマーは呟つぶやく。

「え、いや、だって……眼鏡めがねはコンタクトにしたとしても、こんなに背え高くなかったし、スタイルももっと貧弱だったっていうかシルヴィはあの時17だったろ！　どうみても二は十た歳ちは越えてるじゃないか！　チェスは成長してないのにシルヴィだけ成長するわけが────」

「飲んでなかったんですよ。シルヴィはあの時、不ふ死しの薬をね」

　昔の彼女を知る者ならば当然の疑問だったが、それを遮さえぎるようにマイザーが端的に説明する。それを引き継ぐ形で、シルヴィは何ど処こか楽しそうに語り始めた。

「私が錬れん金きん術じゆつ師しになったのは、永遠に綺き麗れいで居たかったから。永遠の命を手に入れる酒はあの船で手に入ったけど、困った事に私はまだ17歳さい、成長しきってなかったのよね。だから、あそこでこっそりと酒を小瓶に移して、何年もかけて自分自身を磨いてから飲んだってわけ」

　その説明を聞いて、エルマーは訝いぶかしげに彼女の全身を見渡した。

「……すると君は『シルヴィ・二十代バージョン』って事か？」

「バージョンって何よ？　でもまあ、そういうことになるわね」

　エルマーは少し考えた後、シルヴィの肩に手を載のせながら、哀れみの籠こもった目で言葉を紡つむぐ。

「シルヴィ。再会の喜びを分かちあう前に、一つだけ正直に答えてくれ」

「なあに？」

　突然真剣な顔つきになったエルマーに見つめられ、シルヴィの鼓動が僅わずかに速くなる。

「いいんだ、たとえどんな結果でも俺おれは君を見捨てたりはしない。時間は永遠にある、罪は少しずつ償つぐなっていけばいい」

「何の話？」

「はっきりと言ってくれ。その美しさを得る為に──一体何人の子供の生き血を浴びたぁッ！」

「自分が今ものすごく失礼な事を言ってるって気付いてお願いだから」

　シルヴィがエルマーの頰ほおを張ろうと腕を振るう。彼はそれを紙一重ひとえで避けながらマイザー達に振り返った。

「まあ冗じよう談だんはさておき」

「どこからどこまでが冗談だったのか言ってお願いだから」

「実を言うと見た瞬間からシルヴィだって気付いてた。アハハハハハハハハハ」

　シルヴィは無言で溜ため息いきをつきながら、再び右手の平を高々と掲げる。

「おっと……あれ？」

　後ろに下がって避けようとするエルマーの身体からだが、突然その場に固定される。

　右腕はマイザー、左腕はナイルの手によってそれぞれ押さえつけられていた。

「いやあ、エルマー。今のは酷ひどいですよ」

「あえて言おう。今のは引っぱたかれるのも已やむ無しだ」

　両脇をガッシリと押さえ込まれ、足が僅わずかに浮き上がる。

「え、ちょっと、アレ、噓？」

　顔を青くするエルマーの元に、しなやかな動きでシルヴィの平ひら手てが迫り──

　パチンという小こ気ぎ味みいい音を聞きながら、チェスだけが少し離れた場所で虚こ空くうを仰あおぐ。

「ああ、エルマーもシルヴィも、本質的なところは何一つ変わってないんだなあ」

　チェスは誰にも聞こえぬ声で寂しそうに呟つぶやいた。どこか、大人おとなびた雰囲気を纏まといながら。

「────変わったのは、私だけか」
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　　　　⇔





　笑っている。エルマー様も、城にやって来た余よ所そ者ものの人達も。

　楽しそうに、とても楽しそうに笑っている。

　エルマー様は何も変わっていない。いつも私に向けてくれるのと、同じ笑顔。

　でも、私は────笑う事ができない

　私もあんな風に

　エルマー様が招いたあの人達のように

　笑う事ができたらどれだけ────




　でも、笑えない。心の底から笑う事ができない。

　エルマー様は心から笑ってくれるのに。

　私に笑顔を教えようとしてくれているのに。

　でも、私が思い出すのは悲しみだけ。

　悲しいから笑う事ができないはずなのに──

　今はただ、笑う事ができない自分自身が一番悲しかった。






　　　　⇔




「ま、あれだ！　汚い所だけどゆっくりしてってくれ！」

「自分の家でもないのに……」

「チェス、そうやって無意味に痛いところを突くのはやめてくれよ……よいしょっと」

　頰ほおに赤い手形をつけたエルマーが、暖だん炉ろの側そばのソファにドカリと腰を下ろす。

　あの後エントランスから客間のような部屋に進み、とりあえずマイザー達はそこで話を聞く事にした。

「今日来たのはここにいる皆だけか……他ほかの連中は、誰か無事な奴やつはいるのか？」

　最初に話を切り出したのは、暖炉に火をくべ終えたエルマーだった。非常に重要でもあるその問いに対し、マイザー達は一瞬顔を見合わせる。

　少し躊躇ためらった後、四人を代表するような形でマイザーが口を開いた。

「……あの船に乗っていた三十人のうち、生き残っているのは私達を含めて九人だけです」

　その事実を聞いて、エルマーは暫しばしの間沈黙を続ける。静寂が五人の周囲に纏まとわりつき、暖炉の火は俯うつむいたエルマーの顔を赤々と照らし出している。

　数秒後、マイザー達に向けて上げられたエルマーの顔は──微笑ほほえんでいた。

「そうか。悲しいけれど嬉うれしいよ」

「え？」

　何ど処こか吹っ切れたような表情になったエルマーは、木製の椅い子すに大きくよりかかりながら話し始める。

「正直、これから先、昔の仲間に誰にも会えないままで永遠を過ごす可能性もあったわけだ。ところが今日、君らが来てくれた。そこで最悪のケースが繰り上がって、ここにいる五人以外全員死んでるってのに変わったわけだ。ところがまだ生きてる奴やつらがいるっていうじゃないか。うん、笑っていい。これは笑っていい状況だと思うんだ」

「ポジティブですね」

「それは違うさ。俺おれは、笑う事でしか皆の死を追つい悼とうする事ができないだけだ。悲しむのが下へ手たなんだよなあ正直。苦手だ。嫌いだと言ってもいい。ああ、言っとくが死んだ皆の事は絶対忘れないつもりだ。その決意を守る為にも、教えてくれないかマイザー。他ほかに、誰が生き残っているのかを」

　自分が悲しまない理由をクドクドと言い訳しながら、エルマーはマイザーに向かって話の続きを促うながした。マイザーはそんなエルマーの様子に、呆あきれながらも安心したような笑顔を見せる。

「本当に、貴方あなたは昔とちっとも変わっていないようです。ええ、我々の他に生きているのは、ベグとヒューイ、ヴィクターと──」

「ああ、ヒューイもまだ無事だったのか。ヴィクターはＦＢＩに潜もぐり込んでて、ヒューイはあいつに捕まったんだよな。ずっと前に新聞で読んだよ」

　何か懐なつかしい思い出に浸ひたるように、エルマーの表情に薄い微笑ほほえみが浮かぶ。

「ヒューイは今どうしてるんだ？　刑務所に入れられたって噂うわさは聞いたが、流石さすがにもう刑期は終わってるだろ？」

「我々にも解わかりません。『喰われた』という話は聞きませんから、今頃どこかで実験を続けてるかもしれませんね」

「根っからの実験中毒者だからなあ、ヒューイは。ある意味俺達の中で一番錬れん金きん術じゆつ師しらしい奴やつだったよ……っと、悪い悪い、腰を折っちゃって」

　複雑な表情のマイザーを見て、エルマーは慌あわてて話の続きを促した。

「いえいえ、構いませんよ。それで、最後の一人はまだ行方ゆくえ知れずなんですが──田でん九く郎ろう、東とう郷ごう田九郎です。覚えてるでしょう？　唯一の東洋人でしたから」

「ああ、『ニンジャ』な」

「ニンジャ？」

「あいつに俺がつけた渾あだ名な……あれ？　マイザー達、まだ会ってないのか？」

　その言葉に、四人は目を見開いてエルマーの方に顔を向けた。

「会ったんですか!?」

　様々な想いが籠こめられたマイザーの叫びに、青年は困ったように肩を竦すくめる。

「いや、10年ぐらい前にバッタリ会ってさ。日に本ほんのなんとか江え戸ど村むらって所でニンジャの格好してたよ。それ以来は会ってないから、果たして無事でいるのか……」

「そんな……日本は最初に探したんですけれどね。船に乗ってた時も日本に帰りたいと繰り返していましたから、彼の故郷を中心に──」

「いつ頃？」

「20年程前ですか」

　それを聞いたエルマーは、手をパタパタと振りながら楽しそうに笑う。

「ああ、無理無理、そりゃ無理だ。あいつが日本に帰れたのってつい10年程前だよ。ニンジャの奴やつ、アメリカから歩いて日本に帰ろうとしたらしくってさ、北極でなんかトラブルに巻き込まれて、２５０年間ぐらい氷漬けになってたらしい」

「……」

「ソ連の原げん潜せんに発見されたり、ＫＧＢに追いまわされたり逃げる時にドイツを横断しようとして壁の所で撃たれたりして大変だったみたいだ。そこで東ドイツの人に匿かくまわれて、壁が崩壊したからようやく日本に帰れたとかなんとか。まあ自分の国の変わりように物凄すごいショックを受けてたみたいだけどな。自分の家は戦争よりももっともっと前に──開国したあたりで既に滅亡してたんだとよ。それから日本中をずっと放浪してるらしい」

「大冒険だな」

　ナイルの言葉によって、とりあえず東とう郷ごうという男の話は締めくくられた。一瞬の沈黙を置いた後で、エルマーがさらりと核心をつく。

「セラードの名前が出ないね」

　その名前を聞いて、マイザー以外の三人はそれぞれ別の感情を抱いだきながら目を逸そらした。

　セラード・クェーツ。『不ふ死し』を得た錬れん金きん術じゆつ師し達の中で最年長だった男であり、共喰いの呪のろいの呪いを利用して全すべてを知識の全てを喰らい尽くそうとした男。

　マイザーは一瞬の間を置いて、現在の状況を一言で述べる。

「セラードは死にました」

　その結果だけを聞いて、エルマーは実に複雑な表情をした。何ど処こか深い安あん堵どのような、その中に一いち抹まつの寂せき寞ばくした思いが含まれているような。

「──そうか、じゃあ、田でん九く郎ろうで丁ちよう度ど九人か」

　少しの間を置いて、マイザーは大きく頷うなずいた。

「そういう事になりますね」

「ひょっとして、それを言う為だけに俺おれを探してたのか？」

　エルマーの問いに、マイザーは薄く笑ったまま頷いた。

「そうか……悪いねどうも。その気持ちだけで俺は笑う事が出来る。寧むしろ大爆笑のレベルだよハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハはははははははははあはあウェロッッつッががあッハッがッはッ！　ッ！　ッ！　ッ！　ッ！　ッ！　ッ！　ッ！　ッ！　ッ！　ッ！　ッ！　ぁッかぅぁッ！」

　突然床に倒れ込んだかと思うと、エルマーは激しく咳せき込み始め、ひっくり返ったセミの様にジタバタと身体からだを撥はねさせる。

「大丈夫ですか？」

「わ、わざとらしく笑ったらッ！　胃液がッ！　ギャ、逆流してッ！　気管にッなななな流れこんでッ！　死ぬッ！　死ぬッッ！」

　息を吸おうとする度に強制的な咳せきが放たれ、呼吸をする事もままならない。空気中に居ながら溺おぼれる感覚を味わって、エルマーの脳裏には３００年分にわたる壮大な走そう馬ま灯とうが映り始めていた。

「無理して笑おうとするからよ」

「あえて言おう。馬ば鹿かめ。……そもそも、そこで大爆笑するのはマイザーに対して物凄すごく無礼ではないのか？」

　どうせ死なないのだとばかりに、シルヴィとナイルは椅い子すから微動だにしない。マイザーは立ち上がって背中をさすり、チェスは心配そうにエルマーの顔を覗のぞきこんだ。

「大丈夫？」

　チェスが右手を差し出してエルマーの頰ほおを撫なでる。そしてその掌てのひらを徐々に頭の方に移動させて行くが──エルマーは特に何も動きを見せようとしない。

「あぁ、もう大丈夫だ。ありがとな、チェス」

　その言葉にチェスは右手を離し、一言も返さずに椅い子すへと戻る。

　少年の幼い顔には、幾分かの不満げな表情が覗のぞいたようにも見えた。

「？」

　エルマーはその表情の意図が理解できず、チェスに問いただそうとしたのだが──

「さて、エルマー。今度はこっちが話してもらう番ですよ」

　マイザーの声によって意識が摑つかまれ、その疑問は頭の中から消え去ってしまった。

「俺おれの何を聞こうってのさ？　国家の機密なら幾つか知っているが話すわけには」

「そんなのはどうでもいいです」

「いいの？　ナウル共和国の機密とか本当に知ってるんだけど」

「真ま面じ目めな話です」

　エルマーは軽口で受け流そうとするが、マイザーの目は真剣そのものだ。

「この村は一体なんなのですか？　何な故ぜ貴方あなたが悪魔などといって恐れられているのですか？　実際何か村人から搾取をしているのですか？　それに、あの女の子達は一体──」

「一いつ遍ぺんに言わないでくれ！　頭がこんがらがる！　こんがらがらがらららららら」

　エルマーは両手で頭を抱かかえ、その場で激しく震えだす。

　ガクガクガクガクガクガクガガガガガガガガガガガガガァ

　動きが徐々に速くなり、頭が残像を残す程の速さになった途と端たん────

　──彼の頭が、突然ボロリとこぼれ落ちた。

『!?』

　その場に居た全員の息が止まる。黒い服の中ほどまで零こぼれ落ちた首は、そのまま自らの服にくるまるように消え──同時に、首があった辺りから激しい煙が立ち昇った。

　煙はあっという間に部屋に充満し、一時的に視界が悪い状態に陥った。

　吸い込むと肺に僅わずかな圧迫感を受けるが、毒ガスというわけでは無さそうだ。そう判断したマイザー達は、身を低くしてエルマーの状況を確認する。

　煙は直すぐに晴れ、薄もやの中に見えるものは──エルマーの纏まとっていた黒い服と、煙の発生源と思しき小さな筒が部屋の中心に転がっているだけだった。

「相変わらず器用な真ま似ねを……」

　マイザーは周囲に残った煙の動きを見るが、人が動いている様子は無い。恐らくは今の一瞬の間にどこかから抜け出してしまったのであろう。

「手品でよくやる奴やつだね。自分の服から抜け出すの」

　服の仕組みを確認しながら、チェスが無味乾燥な意見を呟つぶやいた。

　その刹せつ那な────

『ゲームだ！　ゲームをしようじゃないか！』

　客間の中に、突如としてエルマーの声が響き渡った。

　石造りの壁によって奇妙な響音を生み出しながら、透き通るような男の声は実に楽しそうに部屋中を飛び交っている。

「遊ばないでもらえると助かるのですけれど」

『これからしばらくの間、俺おれは君達から逃げながら自分の作業を続ける！　俺を捕まえる事ができたならば、褒ほう賞しようとしてさっきの質問に答えて行こう！』

「エルマー」

「無む駄だだよマイザー、エルマーがこうなったらどうにもならないのは知ってるだろ？」

　横からかけられたチェスの言葉に、マイザーも諦あきらめたように頷うなずいた。

「仕方がありませんね……」

『ＯＫ！　素す晴ばらしい！　流石さすがはマイザー話がわかる！　では改めて歓迎しよう！　歴史からも社会からも取り残された、いや、最初から別の次元として存在したこの村へようこそ！　つまりは異次元、ファンタジーだ！　諸君らの真しん摯しなロールプレイを切に願う！』

　ハハハハハハという笑い声が部屋中に響き渡り、それも次第に小さくなっていく。

　諦めたように腰を下ろしながら、マイザーはやれやれとばかりに大きく息を吐はいた。

「まあ、こんな事はＮＹニヱーヨークじゃ慣れっこでしたから」

「アイザックとミリアは、エルマーと違って天然だけどね」

「何者だそれは？」

　初めて聞く名前に、ナイルはチェスとマイザーに疑問を投げかけたのだが────

　エルマーの笑い声が完全に消えるのと同時に、部屋にノックの音が鳴り響いた。

　周囲が石壁の中で、妙な違和感を醸かもしている木製の扉。その外側から、女の子のものと思える声が弱々しく聞こえてくる。

「あの……お茶を御用意させていただきました」

「あ、すみません。どうぞ」

　本来の主が居なくなった部屋で、マイザーがとりあえず代理となって返事をした。

「失礼します」

　そう言って入ってきたのは、やはり赤い服を纏まとった少女だったのだが、先刻馬に乗っていたどの少女とも違う娘むすめだった。よく似てはいるものの、髪型や顔の微妙な造型が異なっている。

　少女はエルマーの姿が見えない事に戸と惑まどったのか、困ったような目つきで周囲をキョロキョロと見回している。

「ふむ、エルマーはああ言っていたが、あえてこの子に聞いてしまうというのもありなのではないか？」

　ナイルの提案は本当にあえて言うまでも無かった事のようで、チェスがトテトテと子供らしい足踏みで近づきながら尋ねかけた。

「ねえ、お姉ちゃん。お姉ちゃん達はエルマーお兄ちゃんとどういう関係なの？」

　子供という特権を利用したストレートな物言いに、少女もまた、ストレートに言葉を返す。

「私は────生贄です」




　　　　⇔




　この村が一体いつからここに存在するのか、村に住む普通の人間達は知る由もない。古い老人達は知っているようなそぶりを見せる事もあったが、彼らは既に天てん寿じゆをまっとうしている。

　今、この村の中心となっている世代の村人達。彼らに物心がついた時には、この村の全すべてが彼らにとっての世界であり、周囲に厚く広がる森は世界の果ての滝たき壺つぼも同様だった。

　疑問を持った人間は次々と森に挑み、そして浅はかな好奇心は一いち抹まつの希望ごと打ち砕くだかれる。

　彼らは森の木々の密生度が異常であるという事にすら気が付かない。基準というものを知らないからだ。

　異常な密度の森は、徒歩で抜けるにはあまりにも遠すぎた。何人もの人間が諦あきらめて引き返し、そして、多くの人間は二度と戻って来なかった。方向感覚を狂わす森が、幾度と無く同じ道を通らせるのだと人々は噂うわさした。唯一森の中を進む道には長いトンネルがあり、その入口は扉で厳重に閉ざされ──最近になって丘ごと全すべて崩れてしまったそうだ。

　もう一箇所だけ、森の遙はるか奥深くに通じている道があり、そこから時々行商人がやって来る。

　だが、そこは『関所』と呼ばれ、行商人と呼ばれる人間が乗る、ひとりでに動く鉄の荷車以外は通れない事になっている。かつて何人かがそのトラックに忍び、外へと向かったが──結果として、その者達は一人も戻って来なかった。

　やがて『外』の危険を知った者達は、自らの子供達へ戒いましめる。

　外は危険だと。外には何も無いと。この村が全すべてであると。

　子供達も、それが噓うそであるという事を知っている。だが、村の空気がそれを口に出させる事を恐れさせ──それ以上に、子供達は村の『外』に対して明らかな恐れを抱いだいていた。

　時折、空の遙はるか高くを飛ぶ銀色の鳥。異常な音を立てるその巨大な存在は、まるで悪魔の使者のように人々を怯おびえさせる。

　だが、その点さえ除けば、この村で暮らすのになんら不自由はない。作物の大半は自給できるし、油などの燃料の類たぐいは『行商人』が運んで来てくれる。行商人こそが『外』の世界を証明する決定的な証拠であったが、人々は無理矢理それに気付かないフリをする。行商人は外の世界について一切語らず、車から降りる事もせず、窓を開ける事すら滅めつ多たにしない。

『行商人』について詮せん索さくしない事は暗黙の了解であり、先代の村長は村の外に向かう事を禁止した。

　それは村の誰もが納得している事であり、全すべては上う手まくいっていた。

　問題もあるにはあった。こちらがどれだけ外を渇かつ望ぼうしてもそれが叶かなわぬのに対し、時折『外』から来たと称する者が訪れる事があった。彼らはみな偶然迷い込んだようで、言葉が通じない者もいた。だが──殆ほとんどの村人にとっては、『余よ所そ者もの』という概念が理解できなかった。そもそも外など無いという事になっているのだ。彼らは自分達を惑わす悪魔のようなものでしかなかった。

　事実、最初にこの地を訪れた『余所者』の言葉に惑わされ──何人かの若者が、村人の制止を振り切って余所者と共に『外』へと向かった。余所者が話す、『外の世界』の話を信じて。

　そして彼らもまた、この村に戻って来る事はなかった。

　悪魔に唆そそのかされた。誰もがそう口にする。

　それ以来、余所者が訪れてもすべて無かった事にされた。

　十数年に一度程度の割合ではあったが、彼らはすぐに村から追い出されるか────あるいは、言葉どおり世界から無かった事にしてしまった。

　彼らは外を──あるいは自分達の今の生活を否定する事を恐れて、自らこの森の中にひきこもり続けたのだ。

　過か疎そ化かの心配はあったが、誰もがそれなりに幸せに暮らし、喧けん騒そうの無い平穏な日々を送り続ける事ができる筈はずだった。




　５年前、エルマーという名の『悪魔』がやって来るまでは────







　──そして現在。

　マイザー達が村にやって来た夜。村の中心部にある会合所では、村の主だった人間達が集まって大机を取り囲んでいた。全員が神妙な顔つきをしており、何人かは恐れすら表情に浮かべているような状況だった。

　村の会合などという生なま易やさしいものではない。まるで村に山火事が迫っているかのような緊迫が、木で造られた大部屋の中を重苦しく支配している。

「どうするつもりだ、デズさん」

「ワシは見なかったが、村の噂うわさは本当なのか！」

「悪魔が増えたってのか？　どうなんだ!?」

「この村は一体どうなるんだ！　奴やつはもう何か言ってきたのか？」

　村人達の悲痛な叫びに、村長のデズ・ニビルが苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔を続けている。

「なんとかしてくれ！　四人も増えただと!?　そいつらは全員悪魔なのか!?」

　その問いには、村長の代わりに狩人姿の若者が答えた。昼間、マイザーの足に弾丸を抉えぐり込ませた男だ。

「ああ、俺おれは見た。あいつと同じだ。他ほかの三人は解わからないけど、あの眼鏡めがねの奴だけは確実に魔物の仲間だ！」

「それにあの恐ろしい仮面を被かぶった男──奇妙な言葉を口にしていた。きっと奴やつらの間だけに通じる言葉だ。呪のろいの言葉だ！」

「で、でもよ、あの別べつ嬪ぴんな姉ちゃんも魔物なのか？」

「そりゃ……そ、そうだろうよ。あ、いや、もしかしたら違うかもしんねえけど」

　シルヴィについて躊躇ためらいがちに話しているのは、昼間に彼女の姿に見とれてしまった者達だ。

「あと、直すぐに隠れちまったけど……ガキも一人いたよな」

「ああ、そいつを入れて丁ちよう度ど四人だ。ともかく、あいつらはエルマーに呼ばれてあの城に向かった。で、でもよ、あいつらの乗ってたアレ……もしかして、行商人と何か関係があるのか？」

「行商人の話は今は関係ない。問題は、これからどうするかだ！　そうだろう、村長！」

　村人達はそこで一度口を閉ざし、デズの言葉を静かに待つ。

　デズは大きな溜ため息いきをつき、まるで独り言の様に言葉を紡つむぎ出した。

「奴と接触する前に捕える事ができればと思うたが……迎えを寄越したところを見ると、奴らの到着を知っていたとみるべきだろう。だとするならば、奴らに銃じゆうを向けた我々をどうするか、それが問題だ」

「そんな事は解わかってる！　だから、どうするってんだよ！」

「どうするもこうするも！　奴の要求を待つしかあるまい！　話は全すべてそれからだ！」

　怒ど気きの籠こもった村長の言葉だったが、村人達も簡単には引き下がらない。

「そんな事言ったってよ！　あいつらが夜になって仕返しに来たらどうするんだ！」

「それに、食料だろうがなんだろうが、あいつにこれ以上要求されたら……この村のたくわえにまで手をつけるハメになっちまうぞ」

「俺達に飢え死にしろってのか！」

「無責任じゃねえか！　村長なんだからどうにかしろよ！」

「黙れ！」

　デズは眼前の机に拳こぶしをドカリと叩たたき付け、青筋を立てながら叫びをあげる。

「ならばどうしろと言うのだ！　ギャアギャア吼ほえる前にまず頭を使え！　御前達に何か案が出せるのか？　それともあの悪魔どもを殺すか追い出すかできるのか！　俺とお前らの差は村長かそうでないか、それだけだろうが！　ならば今すぐにでもこの役職をお前らの誰かに譲ってやろうか？　さぞかし立派な対策案を立てて村を導いてくれるのだろうな！」

　その怒ど声せいに、村人達は言葉を返す事ができない。皆、結局は時を待つ以外の打開策など持ち合わせてはいないのだ。

　沈黙が続くかと思われた中、若々しい声がデズの背後から聞こえて来た。

「そんな言い方は無いだろ、父さん」

「フェルトか、お前には関係ない事だ」

　部屋の入口の所に立っていたのは、まだ15～16と思える少年だった。まだ顔には幼さが残っているが、その目にはりりしい光が湛たたえられている。

「村の人達はみんな不安なんだ。僕だってそうさ。こんな時だから、みんな父さんを頼って来てるんじゃないか」

「……」

「今は揉もめてる場合じゃないよ、こんな時だからこそ、村を守る為に一つにならなきゃ」

[image: ]

　青臭くさくも取れる程にストレートな物言いだったが、村長の息子むすこである少年の言葉に対して、村人達も次第に落ち着きを取り戻していった。

「とりあえず、今は父の言う通り様子を見るのがいいと思うんです。もしかしたらその子供とか女の人は捕まっているだけなのかもしれないし──もしかしたら、奴やつらの弱点を摑つかむきっかけが得られるかもしれません。とりあえずは命令を聞くフリをして、あいつらの油断を誘いましょう」

　少年の口から発せられた意見に、村人達は互いに顔を見合わせる。

　やがて、誰とも無しに『まあ……それなら』と言った呟つぶやきが広がり始め、とりあえずは現状維持の方向で落ちついた。

「父さんも、それでいいだろ」

「勝手にしろ」

　息子むすこにお株を奪われたのが苛いら立だたしいのか、デズは苛立たしげに席を立った。

　その背中に、村人の一人が不安に満ちた表情で声をかけた。

「だが村長、本当に問題なのは、これ以上多く『生いけ贄にえ』を求められた時だぞ……」

「わかっている。……あと一人しかおらんからな。生贄が居なくなった時は、それこそ本当に村の娘を差し出さねばならんからな……」




　　　　⇔





　私が自らの寝床である納な屋やに向かう途中、村の会合所から怒ど声せいが響いて来た。デズ様の声だ。

　また、気付かぬうちに私が何か粗そ相そうをしてしまったのだろうか。

　気が重い。だが、確認しなければ。

　高床になっている会合所。その低い階段を上りながら、中に沢たく山さんの人の気配がする事に気が付いた。おそらくエルマー様の事について話しているのだろう。ならば、先刻の叫びはやはり私とは無関係なのだろうか。

　私が家のドアの前まで来た時、外開きの扉が思い切り開け放たれた。

　衝しよう撃げき。

　私の身体からだに扉が激突し、そのまま床に突き倒される形となった。

　鼻に強い痺しびれが残る。手を触れると、大量の血が流れていた。

「くそ、このドアは立て付けが悪いなぁ。ああ？」

　デズ様の声が頭上から聞こえた。そして、私の身体に鋭い痛みが繰り返して走る。

「くそッ！　くそッ！　くそッ！」

　デズ様は私をはっきりと睨にらみ付けながら、ドアを何度も開閉して私の身体に叩たたきつける。

　私はその痛みから逃れようと身を捻ひねり、何とかドアの直撃から逃れる事ができた。

　でも、立ち上がりかけた私は再びバランスを崩し──今度は開いたドアと入口の間に倒れてしまう。そして、今度は足を強く挟はさみ潰つぶされるような衝撃が走った。

「ああ、今度は扉の締まりが悪いな！」

　何度も何度も、激しい痛みが繰り返す。痛みが痛みが痛みが痛みが痛みが痛みが痛みが痛みが痛みが痛みが痛みが痛みが痛みが痛い痛い痛い痛い痛い痛痛痛痛痛──────

　私は感覚を言葉に置き換えて認識する事ができなくなり、身体は私の意思とは関係無しに小さく丸まって動かなくなった。

　衝しよう撃げきが止まり、頭上からデズ様の苛いら立だたしげな声が降り注いだ。

「ああ、入口を血で汚しやがって、どうしようもないグズだな貴様は！　夜までに全すべて洗い流しておけ！」

　苛立たしげに立ち去るデズ様の後ろから、村の人達が何人も私の上を跨またいで行った。

「気味の悪い……」

「立ち聞きしていたのか……？」

「まったく……」

　村人達は、まるで犬の死体を避けるように私の身体からだを跨またいでいく。何か汚い物でも見るように、眉まゆを顰ひそめて何か蔑さげすみの言葉を呟つぶやきながら。

　いつもの事だ。いつもと全く変わりない光景だ。なのに、どうして今日の私は一々こんな事を気にするのだろう。エルマー様のお客様達が原因だろうか。

　村人達が去った後、私が何とかして立ち上がると──目の前に、フェルト様が一人だけで残っていた。

「それ程酷ひどい怪け我がじゃないみたいだね。大丈夫？」

　フェルト様は、私を哀あわれむような目で見つめた後、こう言って去っていった。

「……次にあいつらが生いけ贄にえを要求して来たら、間違いなく君の番だ────村の為に、犠牲になって欲しい。……ごめん」

　フェルト様は、私の事を殴なぐらないし蔑みもしない。

　その代わり、助けてもくれない。

　そんな事は解わかっている。今までと何も変わりない。

　私の立場がそうであるだけなのだ。何も考える必要はない。

　何も変わりはない。問題もない。何い時つもと同じ毎日。これが毎日続く、それだけだ。




　なのに、ああ、それなのに。

　この村の『外』から来た人達は、どうしてみんな優しくしてくれるのだろう。

　私を殴らないし、蹴け飛とばさないし、ベッドに寝ても怒らないでいてくれる。

　もしかしたらエルマー様だけが特別なのかもしれない。

　そう思って今まで我慢していたのに。

　私はもう、知ってしまった。

　この村の、この森の外には、違う世界が広がっているという可能性を。

　だとするならば、どうして私はこんな目に遇あわなければならないのだろう。

　エルマー様は『ここよりいい所もあるけど、ここより何十倍も酷ひどい所だってあるさ』と言ってくれた。だが、少しでも可能性があるのならば、私はそれに縋すがりたかった。

　出たい、この村の外に、どこでもいい、殴なぐられずに済むのなら、痛い思いをせずに済むのならば、孤独を感じずに済むのならば、どこにだって、どこにだって────

　でも、それは見てはならない夢。

　絶対に叶かなわぬ望み。

　ここから出る事は、私の死を意味するのだから。

　叶わぬ夢だと最初からわかっているのならば、見ない方が見ない方が見ない方が────

　悲しい。私は、私に笑顔を、幸せを教えようとしてくれている人を、エルマー様を恨うらもうとしてしまった。

　思い出した。はっきりと思い出した。

　この感情は、憎しみ。

　村の人達よりも先にエルマー様を憎もうとしてしまった。

　それが何よりも悲しかった。

　自分が、この世に存在してはいけない存在のような気がして────






　　　　⇔




──12月23日夜　　古城




　周囲を夜が包み込む。

　凍こおりつくように透き通った闇やみが、元より寒冷な気候である森の空気を静かに震わせる。

　森の奥にたたずむ古城。屋根の大半は平坦な造りとなっており、屋上として普通に闊かつ歩ぽする事が可能だった。だが、一箇所──南側に張り出した物もの見みの塔とうの屋根だけは、円えん錐すい上の造りとなっていて普通に辿たどり着く事は出来なくなっていた。

　その円錐の側面──つまり屋根の上で、一人の男が傾斜に背をもたらせて星を眺めていた。

「エルマー」

　その呼び声を聞いて、男は静かに声のした方に振り返る。

「おッ」

　視線の先に、小こ柄がらな少年の上半身が見えた。下半身は屋根の淵ふちに隠れており、屋根の上に這はい上がろうと骨を折っているところだった。

　僅わずかな間をおいて、チェスの身体からだは完全に屋根の上へと登り切る。

　疲れたように息を吐はく少年に向かって、エルマーは素直に賞賛の声をあげた。

「よく窓の横の取っ手を見つけたなぁ、一人で来たのか」

　その問いには答えず、チェスは周囲を見渡しながら呟つぶやいた。

「やっぱり変だよ、このお城。全体的にはルクセンブルグとかの方の造りに似てるけど、この円えん錐すい形の屋根なんかはデンマークの城に多く見られる形式だし……なんだか色々な地方のお城を寄せ集めて造ったみたいだ」

「詳くわしいな。びっくりしたよ……っていうか全然気が付かなかった」

「半分はマイザーの受け売りだよ」

「ハハッ、ついでに瓦かわらとシャチホコでもつけようか？」

　エルマーの軽口にニッコリと笑うと、チェスは傾斜した屋根の上を慎しん重ちように歩き始めた。

　その初動に合わせて、エルマーは派手に跳はね起きる。一つ間違えば地上にまっさかさまの状況だが、その顔にはなんら焦あせりのようなものは見られない。

「ふふふ、追い詰めたつもりだろうがそうはいくか！　ゴットフットと呼ばれた俺おれの逃げ足に勝てるかな？」

「ここから何ど処こに逃げるのさ？」

　チェスの冷静な指摘に、エルマーは目線を上に向けながら暫しばし考えた。

「……あれ？」

　周囲に飛び移れるような屋根は見当たらず、一番落差が小さい屋上部分に飛び降りたとしても、下へ手たすれば骨折どころではない。

　いくら不ふ死しを手に入れたとは言え、痛いものは痛い。エルマーは冷や汗を流しながら、困ったようにその場に立ち止まった。

「そこはほら、君がこっちに来たら俺は円錐の反対側にって事で」

「永遠にグルグル回り続ける気？」

「どれだけ回ったらバターになれるか、科学を根本から覆くつがえす実験に付き合うつもりは？」

「無いよ、そんなの」

　チェスに呆あきれたような目つきで見つめられ、月明かりの元でエルマーは首を傾げる。

「最初に『トラをバターにする』なんて事を思いついた奴やつは天才だと思うんだが、どうか」

「ごまかさなくてもいいよ。別に捕まえに来たわけじゃない。話を聞きに来ただけ」

　それだけ言うとチェスはその場で腰を下ろし、屋根の傾斜にその小さな身体からだを預けてみせる。

「話って、だーかーらー、俺を捕まえないと……」

「その話じゃないよ。個人的な話」

「？」

　チェスの様子に興味を引かれたのか、エルマーは少しだけ少年の方に歩み寄る。

「それにしても──相変わらずだね。夜になると高い所に登る癖くせ。あの船に乗った時も、毎晩マストに登って星を眺めてたよね」

「あー、ああーああー、そうか、それで俺おれがここに居るって思ったのか。初日で見つかるとは思わなかったからびっくりしたよ」

「何日も隠れてるつもりだったの……？」

　その言葉には答えず、エルマーは片手を屋根の傾斜について身体からだを垂直に近い形で固定させる。そして、そのまま身体をチェスの方に向けて尋ね返した。

「話って？」

　──話し辛づらいのを見抜かれたな。

　ニコニコと笑うエルマーの意図に気付き、チェスはどこか気まずいような溜ため息いきを。

　そして意を決したように、エルマーに向かって愛あい想そ笑いを浮かべて見せる。ところが──いざ口を開こうとしたチェスに対して、エルマーは笑いながら淡々と言葉を被かぶせ込んだ。

「作り笑いはやめろって。似合わないぞ」

「────ッ！」

　途と端たんに、チェスの顔から表情が消える。

　そして、次の瞬間には少年の顔に大人おとなびた表情が張り付いた。それまでの口調とは全く違う雰囲気を漂ただよわせながら、チェスは眼前の男を睨にらみあげた。

「人が悪いのも相変わらずですね」

「あれ？　なんだよ急に大人っぽくなっちゃって」

「……え？」

　チェスは混乱した。てっきり自分の本性を見破った上で、あえてそれを嗜たしなめるような台詞せりふを吐はいたのだと思っていたからだ。

「私の『演技』に気が付いていたのでは？」

「いや、その、なんだ？　俺が気付いたのは作り笑いだけであって、お前のそんな──え？　あれ？　演技だったの？」

「間抜けは私だったようですね……」

　疲れたように俯うつむくチェスを見て、エルマーはようやく状況を理解する。

「あー、あー！　そうかそうか、なるほど、理解した。ＯＫ。まかせろ。そっか、そういやそうだよな。お前ってもう３００歳さいぐらいだもんな。いつまでも子供っぽい事を疑問に思うべきだったよな。うん。でも悪い、全然気付いてなかった」

　エルマーの能天気な受け答えに、チェスは星空を見上げながら溜ため息いきをつく。白い息が月明かりに照らされる中、少年の姿をした不ふ死し者は静かにその口を開き始めた。

「不思議なものですけど、マイザーもここ70年ほど何も言いませんし、シルヴィもナイルも全く気にしていないみたいです」

　子供のままである瞳には、何かに不安を抱いだくような色が浮かんでいる。

「私が聞きたいのは──貴方あなたは、我々の事をどう思っているのかという事です」

「仲間」

　間髪を入れる余よ裕ゆうなど欠片かけらも無い。チェスが口を閉じるのと全く同時に、エルマーは何の躊躇ためらいも戸と惑まどいも無く言い切った。

　その答えにチェスが目を丸くした途と端たんに、今度は一転してブツブツと答えを模索し始める。

「いやいやいやいや待て待て待て待て、ここで仲間っていうのはなんか青臭くさいっていうか俺おれが言うと寧むしろ噓うそ臭いな。チェスが相手なら友達でもありかもしれんが今のチェスは大人びてるしやっぱり３００歳さいだしなあ……なら茶飲み友達って手もありだな。いや待て、同胞、同士……朋ほう輩はいって手もＯＫか。一味……いやラテン風にアミーゴって手も……コンビ……バッテリー……チームメイト……エトセトラエトセトラ」

　──エトセトラって自分で言ってる……。

　チェスの心中の突っ込みは当然ながら届くはずも無く、エルマーは暫しばらく独り言を続けた後で、ポンと手を叩たたいて次のように述べた。

「ここは一つ東洋風に、『同じ穴のムジナ』という事で──」

「お断りです。なんですかその胡う散さん臭い括くくりは」

　チェスはまるで先刻のお返しだとばかりに、エルマーが言い終わる前に返答を告げた。

「以前、俺が田でん九く郎ろうに言われた言葉だよ。『御お主ぬしとヒューイは同じ穴の狢むじなでござろう』って」

「絶対いい意味じゃないでしょうそれ……ああ、真ま面じ目めに質問をしようとした私が馬ば鹿かでした」

「そんなマイザーみたいな物言いするなよ、もっと子供らしくしようや」

　エルマーの無神経な言葉に、チェスは苛いら立だたしげに吐はき捨てる。

「やめてくれ。中身はガキじゃないと言ってるだろう」

「そうか。そういやそうだな。でもあれだ、正直お前がその話し方は不ぶ気き味みだぞ？　お前は永遠の子供、いわば一人ネバーランドなんだからよ、子供らしく笑った方がいい。子供が素直に笑っているのを見ると、周りの皆が幸せになる。子供嫌いの奴やつまでは面倒見切れないけどね、ケハハハハハハハ」

「私の都合は無視というわけか」

「とんでもない！　寧むしろお前のためさ！　堂々と子供らしく笑える、それは大人おとなの格好じゃあ気恥ずかしくってなかなかできないことだが、お前はそれができるじゃないか。それだけでも凄すごい特典だってのに、他ほかにも映画を安く見れたりハロウィンに菓子を貰もらえたりと特典が一杯だぞ？　それに、今のチェスみたいに都合のいい時だけ大人びる事だってできるんだしさ。……それにな、いいかチェス。さっきも言ったがお前が笑うと周りのみんなが多た幸こう感に包まれる。すると皆が笑う。お前もつられてまた笑う。ほら、それだけでお前の周りには幸せが一杯だ！　うらやましいなあ畜ちく生しよう！」

　何を言っているのか理解できず、チェスは片眉まゆを歪ゆがめながらエルマーの事を見返した。

「……何だそれ。さっぱり理解できない。それに昔から思ってたが、エルマーが笑いに拘こだわる理由が解わからない。笑えば幸福が来るなんて単純にも程があるだろ」

「何言ってんだ!?　笑いってのは人間の持つあらゆる感情の中で最上位に位置するものだぞ？　笑う門かどには福来たるっていう東洋の諺ことわざを知らないのか！」

「諺は諺だろ。そもそも感情に上位だの下位だのと……何を根拠に」

「俺おれの好み」

　即座に返って来たエルマーの答えに、少年は心底呆あきれたような溜ため息いきを。

「あああ、何でこんな非論理的な奴やつが錬れん金きん術じゆつ師しなんだ」

「ハハハハハ、卑金属から金を作ろうなんて奴らが論理的なもんか」

「あああああああ言っちゃいけない事を自分の存在を否定するような事をぉぉぉぉ」

　頭を抱かかえるチェスに対し、エルマーはケラケラと笑いながらその場に腰を下ろす。

「そもそも銅や鉄に対して『卑いやしい金属』なんてのは随分とまあ傲ごう慢まんな考え方じゃないか？　今まで散々熱して伸ばして加工して、俺達が好き放題の事をしても文句一つ言わないでくれた奴らの事を『卑しい』等とどうして呼ぶことができる？」

　そしてエルマーはすっくと立ち上がると、チェスを挑発するかのようにクルクルと回り始めた。その行動に何の意味も無い事は一目瞭りよう全ぜんだったが、回っている本人は実に楽しそうだ。

「15世紀ぐらいから、錬れん金きん術じゆつ師しってのは二種類の系けい譜ふに大きく分かれた。一つは科学の元となる研究熱心な連中。もう片方は、錬金術の理念を貫き通そうとする神秘主義者達。俺達は後者になるかな。でなきゃ、マイザーの悪魔を呼び出すなんて話に賛同するもんかね。まあ、ヒューイやセラードは両方って感じだったけどな。つまり悪魔の力で不ふ老ろう不ふ死しな俺達が、今更論理的な思考を持ち出そうとするから間違いなわけよ。いいじゃん、もう自分の感覚に正直に生きれば。────というわけで笑おうよ、チェス」

「私の今の素直な感情は、あんたに対する苛いら立だたしさで満ち溢あふれているわけだが」

　半開きの目で見上げてくるチェスに向かい、エルマーは回転をピタリと止めながら──少年とは対照的に、その両目を丸く大きく見開いた。

「え、何で!?　こんな綺き麗れいな星空の下でイライラするなんて身体からだによくない。長生きできないぞ？　……ＯＫ、わかった、了解、ストップ。そんな自分の匂においを嗅かごうとしてグルグル回り続ける犬を見るような表情になるのは止やめてくれ。解わかったよ、真ま面じ目めに聞くって。今の俺は星空の元で少し浮かれ過ぎてた」

「エルマーが不ふ真ま面じ目めなのは昔からだろ……別にそれだけに苛立ってたわけじゃない。私が聞きたかった事でもあり、苛立たしい事でもあるのは、エルマーのその底抜けな能天気っぷりだ」

「ふふ、褒ほめ言葉と受け取っておこう」

「褒めてない！　欠片かけらも褒めてない！　貴方あなたはそうやってすぐに人のペースを崩そうとする。だけど、これだけは真面目に答えてくれ」

　少年の真剣な目つきに気け圧おされ、エルマーは困ったように笑い、その場に腰を下ろす。

「教えて欲しい。どうして、どうしてセラードを誰が喰ったのか聞かなかった？」

「……」

　エルマーが口を開こうとするよりも速く、少年の姿をした『不ふ死し者』は矢継ぎ早に言葉を投げかけ続ける。

「どうして私達をあんなにあっさりと受け入れる事ができた？　もしかしたらエルマーを襲いに来たのかもしれないのに！　それに、私がお前の顔に、いや、頭に右手を載のせた時も！　振り払おうともしない！　怯おびえた様子も、怪け訝げんな顔すらせずにッ！　どうして、どうしてそこまで危機感を感じないんだよ！　自分が絶対に喰われないとでも思っているのか？　私達が昔と何一つ変わっていないとでも思っているのか!?」

　徐々に語気を強めていくチェスの問いに、エルマーはただ沈黙をもって受け入れ続ける。

　そして、チェスが言葉を止めて数拍の呼吸を終えた後、エルマーは申し訳無さそうな半笑いを浮かべ、少年の瞳をまっすぐに見つめながら小さく口を開く。

「忘れてた」

「……え？」

「いやいやいや、そうか、そういうルールだったんだよなそういえば。セラードの爺じい様が死んだって事は、つまりはそういう事なんだよなあ。すっかり忘れてたよ」

「真ま面じ目めに答えろ！」

　チェスは思わず怒ど鳴なりつけてしまったが、エルマーの微笑は崩れない。

「いや、これはジョークでも何でも無くてさ、素すで忘れてたんだよね。噓うそじゃない」

　その言葉に、チェスはいよいよ呆あきれ果てた。エルマーは昔から噓つきで下らない冗じよう談だんばかり言っている男だったが、『噓じゃない』と言った場合は絶対に噓ではなかったからだ。

　彼の性せい癖へきが何一つ変わっていないのだとすれば──エルマーは本当に『共とも喰ぐい』のルールを忘れていたという事になる。それがチェスには信じられず、今までの自分の人生が否定されたかのような錯覚にすらとらわれた。

「……噓だ」

「本当だって」

「噓だ！　お前だって……エルマーだって喰われるのが怖いから逃げ続けていたんだろう？　だからこんな辺へん鄙ぴな場所に隠れ住んでるんじゃないか！」

　何かに縋すがるような叫びを聞きながらも、エルマーは無慈悲に首を横に振った。

「俺おれが世界中をうろうろしてたのは、セラードや他ほかの連中から逃げる為じゃない。それに、もし俺がそのルールを忘れてなかったとしてもさ、やっぱりお前らを同じように受け入れたよ」

「噓だ」

「噓じゃないって。お前らがそんな奴やつじゃないってのは解わかってるし。もしお前らの中にセラードを喰った奴やつがいるんだとしても、俺おれは別に拒んだりはしないさ」

「そんな言葉をどうやって信じろと────!?」

　チェスが立ち上がってエルマーを見下そうとした刹せつ那な──エルマーがチェスの細い右手首をガシリと摑つかみ、そのまま少年の掌てのひらを自分の頭にペタリと載のせて見せた。この状態でチェスが少しでも『喰いたい』と願えば、エルマーの身体からだと記憶はたちどころにチェスの右手へと吸収されてしまうだろう。
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　だが、肝きもを冷やしたのは寧むしろチェスの方だった。手首を摑む相手の手を無理矢理引き剝はがし、汗の滲にじんだ掌をエルマーの頭から慌あわてて離す。

　鼓動が倍速を刻み、呼吸が瞬時に荒くなったチェスに対して、エルマーはそれを落ち着けるような柔らかい目で微笑ほほえんだ。

「信じた？」

　不安も覚悟の欠片かけらも無いその表情を見て、チェスは暫しばらく呆ほうけた顔をして立ち竦すくんでいたが────次第に落ち着きを取り戻し、歯をギリギリと嚙かみ締めながら呪のろうような声で呟つぶやいた。しかしまだ声変わりも済ませていない身体からだの為、本来の意思の半分ほどの恨うらみも感じられない。

「……なんで……なんでそんな事ができる」

　腰を下ろしたままのエルマーに対し、チェスは悔しさと悲しみが入り混じったような目で訴えかける。

「どうしてそんな事ができるんだよ……。エルマーだけじゃない、マイザーも、ベグも、シルヴィも、再開した時から何の疑いも無く私を受け入れた。ナイルとは色々あったけど今ではやっぱり私に気を許している、いや、私にだけじゃない、お互いがお互いに気を許し合ってる、皆お互いに『喰い合う』事なんか無いって信じてる！」

　そこまで叫ぶと、チェスは目を下に伏せて首を静かに横に振った。そして、何ど処こか諦あきらめの籠こもった弱々しい口調で言葉の続きを紡つむぎ出した。

「人は変わるんだ。それは私自身が良く知っている。それに、人の本質が悪だという事も！　……そう思っていた筈はずなのに、ある時からその思いが揺らぎ始めたんだ。数十年程前、私は一人でＮＹニユーヨークに向かった。マイザーに再会する為に、そしてマイザーを喰う為に、だ。ところが、その途中で私は別の『不ふ死し者』と出会った。そこでだけじゃない、ＮＹについた後も、あの船に乗っていた仲間以外の『不死者』がわんさかといるじゃあないか！　そんな事態が信じられるか？　だが、そんな事はこの際どうでもいい。私が真に恐ろしかったのは────その全てが、どうしようもなくいい奴らだったという事だ！」

　──自分達以外にも不死者がいる。

　それはエルマーにとっても驚くべき事実であったが、その部分についてはあえて追及する事はしなかった。チェス自身も気持ちの整理がついていないのだろう、自分が今重要な事実を述べた事に気が付いていないようだ。

「いい奴やつらだったなら良かったじゃないか」

「ちっとも良くない！　……言っただろう。人の本質が悪意に満ちているというのは私自身が一番良く知っているんだ」

　チェスはその先の言葉を口にするのに一瞬躊躇ためらいを覚えたが、やがて意を決したように口を開く。

「……私は、フェルメートを喰った」

　フェルメート。その名前にエルマーは暫しばしの沈黙に落ちる。話した事はあまり無かったが、自分の記憶が確かならば──船旅を共にした錬れん金きん術じゆつ師しの仲間で、チェスの保護者だった男だ。

「フェルメートは、実験と称して私に様々な痛みと苦しみを与え続けた。それでも私はあいつの事を信じていたんだ。それなのに、あいつの与えてくる痛みは膨ふくれ上がる一方だった！」

　突然の告白に、エルマーは暫し押し黙る。エルマーの記憶の中にいるフェルメートは、弟や息子むすこのような存在であるチェスにそんな真ま似ねをするような男には思えなかったからだ。

「だが、解わかるか？　私がずっと信じていた男が、そんなにまでされても信頼していた男が、ある日私を唐突に殺そうとした！　必死にもがいている内に、気が付いたら私はフェルメートの頭に右手を載のせて────それからの地獄が解るか？　自分が信じていた人間の内部が歪ゆがんだ悪意に満ちていると知った時の気持ちが、そしてそれを己の内に抱かかえながら生きる苦しみが！　……だから私は、世界を憎んだ。自分も世界も全すべて悪意の塊かたまりだと割り切る事にしたんだ。なのに、なのに何でみんないい奴やつらなんだ！　まるで、まるで世界の中で私一人がとても卑いやしい人間であるような気がしてッ、エルマーもマイザーもアイザックもミリアもフィーロもエニスも、どうしてッ、そんな……みんなッ、みんなッ……みんな……」

　それ以上は何も言葉が出てこないようで、顔を完全に伏せて押し黙ってしまった。

　エルマーは暫しばらく沈黙を続けていたが、星空をふと見上げながら呟つぶやいた。

「うらやましいな」

　その呟きに、チェスはゆっくりと顔を上げる。

「ああ、うらやましい。あのな、チェス。人間の本質が悪だろうが善だろうが、こう考えればいいんだ。世界中に六十億人ぐらい居る人間の中で、99・９パーセントは悪人だ。しかしお前はその列車に乗ってから、残り０・１パーセントのいい人達に出会い続けて来たんだ！　こいつは凄すごい確率だ！　宝くじで二回連続同じ番号が出てどっちも自分が買ってましたってのと同じぐらいの大当たりだ！　地球に小惑星が激突するし、チンパンジーがシェイクスピアの名文を生み出すぞ？」

　マシンガンの様に飛び出すエルマーの軽口に、チェスは真ま面じ目めに話している自分が馬ば鹿か馬鹿しくなってくる。彼の言葉が気休めなどではなく、全すべて本心だというのが解るだけ余計に辛つらい。

「……私は、エルマーのそのポジティブさがうらやましい」

「ポジティブも何も、俺おれは事実しか言ってないって。ついでに言うなら、お前も充分いい奴だから、安心して生きろよ。チェス」

「気休めはいい。私はただ悔しいだけだ。他ほかのみんなが何も変わっていないというのに、私だけがどんどん嫌いやな奴になってしまった。私だけが変わってしまった。それが悔しくて仕方が無いだけなんだ」

　これ以上話す事は無いとばかりに、チェスは自分が登ってきた梯子はしご状の取っ手へと向かって歩を進める。その背中に、エルマーは不思議そうに声をかけた。

「変な奴だなあ。自分がいい奴じゃないって思ってて、それを気負うぐらいだったら──とっとと善人になればいいじゃないか」

「簡単に言うな」

「お前は変わったんじゃない。成長しただけさ、チェス。世の中のいい所と悪い所が目に見えるようになったって事さ。喜ぶべきだ。それでもお前が変わったというのなら──また、変わり直せばいい。水が凍こおっても何い時つかはまた融とけるように、人はまた変われる」

　そして、照れた様に頭を搔かきながらエルマーは笑う。

「お前がまた融けたいっていうなら、周囲の温度を感じればいい。回りの優しさに甘えはせずとも、せめて受け入れはすべきだろう？」

「よく恥ずかしげもなくそんな台詞せりふが吐はけるな……。私が変わった所で、お前に何の得がある」

「言ったろ？　お前は子供らしく笑った方が似合うって。お前だけじゃない。世の中の大半の人間は笑顔が似合うようにできてるんだよ。とにかく、俺おれはお前が笑うんだったら何でも協力してやるから。あ、でも人を殺せとか死ねとかそういうのはなるべく無しの方向で」

　その言葉にチェスは足を止め、無表情のままで振り返った。

「なら、私がここから飛び降りろと言ったら飛び降りるのか？　それなら死なないぞ」

「……」

「何でもするだなんて事を簡単に──」

　チェスの言おうとした言葉は、最後まで紡つむがれる事は無かった。

「よし解わかった。とりゃー」

「え？」

　物凄すごく気の抜ける掛け声と共に、エルマーの身体からだがチェスの視界から消えた。




　ドチャリ




　チェスが状況を理解すると同時に、地面の方から鈍い音が響き渡った。

　そして──それに続いて、マイザー達のどよめきが聞こえて来る。

『エルマー!?　しっかりしてくださいエルマー！』

『何？　なんでこんなところで墜つい落らく死ししてるの!?』

『ふむ、丁ちよう度どいい。生き返る前に縛しばり上げるとしよう……』

　眼下に流れる声を聞きながら、チェスは静かに星空を見上げた。

　月明かりに照らされ、感情の読み取れない微妙な表情のままで少年は呟つぶやいた。

「ごめん、エルマー……気持ちは嬉うれしいけど、ちっとも笑えないよ……」
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翌日　クリスマス・イヴ




　長いテーブルの置かれた古城の大食堂。城内で一番広いスペースを持つこの空間に、五人の不ふ死し者達が集結していた。テーブルの上にはこれと言った食材も無く、ただ水の入ったコップが五つ並んでいるのみだ。料理こそ無いものの、周囲にはクリスマスを意識した装飾がちりばめられており、テーブルの上に置かれた燭しよく台だいでは炎ほのおが美しく揺らめいている。




「メーリィークリスーマス！」

　テンションが高いのか、妙なイントネーションで祝いの言葉が叫ばれる。

　その言葉を発した人間は、両手足を縛しばられてテーブルの端はし──所謂いわゆる『お誕生席』と呼ばれる位置の椅い子すに括くくり付けれられていた。マイザー達四人はその周囲を取り囲むように座っている。

　夜中に捕まったこの城主は、結局一晩中縛られたままだった。その最中も、目を覚ますやいなやマイザー達に細かい指示を出し、城内をクリスマス風の装飾に変える事に従事させ続けた。

　何な故ぜ自分達がそんな事をしなければならないのか疑問ではあったが、城内の女の子達が無言で働いているのを見て、手伝わないわけにはいかないとばかりに飾り付けに骨を折る事となったのだ。

「メリークリスマスじゃないわよ、まったく」

　シルヴィが疲れたような半笑いを浮かべながら呟つぶやいた。

「チェスに見つかった途と端たんに、慌あわてて屋根から飛び降りるなんて……いくら死なないからって、無茶にも程があるわよ」

「無茶に程度など無い！　限界を超えた物は全すべて無茶なのであって────」

「あえて言おう。聞く気は無い」

「酷ひどい!?」

　エルマー達が漫才の様な会話を繰り広げている後ろで、チェスは一人押し黙っていた。エルマーは結局チェスとの会話をマイザー達に語ろうとせず、自分が勝手に落ちたという事で話を進めていた。チェスとしては自分の罪を庇かばわれている様でいたたまれない気分だったので、ナイル達には真相を伝えようか迷ったのだが、結局流されるままにこの状況へと落ち着いてしまった。

「貴方あなたがどんな理由で落ちたのか、真相はチェスと貴方だけが知っていれば良い事です」

　マイザーは二人の間に何かあった事を見抜いていた様だが、特別詮せん索さくを入れるような真ま似ねはしなかった。言われてみると、シルヴィもナイルもチェスには何があったのか聞こうとしない。

　もしかしたら、全て知った上で全員がチェスを庇っているのではなかろうか。

　──だとしたら、それこそ大きなお世話というものだ。

　だが、それを確認する気も起こらずに、チェスはただ沈黙を続けるのみだ。沈黙の中で、昨夜の事を思い返す。頭の中に浮かぶのは、エルマーの頭に添えられた自分の右手の映像のみ。

　──自分は、あそこまで人を信用できるのだろうか。

　ふと浮かんだその自問に対して、チェスは即座に首を振った。マイザーならば──あるいはＮＹニユーヨークに居る新しい友人であるアイザックとミリア、そして姉として一緒に暮らしてくれたエニス。この辺りの面子メンツならば頭に右手を載のせる事も構わない。だが、あそこまで無邪気に、しかも自分から摑つかませるなどという真似はできないだろう。

　しかも、ほぼ３００年ぶりに会った人間に対してどうしてあんな事ができるのだろうと、チェスは一晩中悩み続けていた。馬ば鹿かだからと言ってしまえばそれで済むが、エルマーの持つ空気は他ほかの人間とは違う。例えば、アイザックとミリア──ＮＹにいる間抜けなカップル、彼らならば何も考えずにチェスを信用し、笑顔を向けて右手を載せさせるだろう。

　だが、このエルマーという男はあくまで打算的なのだ。天然ではなく、確固たる目的と計算を持って人を笑わせようとする。その計算はだいぶ間違っているものの、チェスにとってはそれが不思議でならなかった。

　何が彼をそこまでさせるのだろうか、自分があの時エルマーを『喰って』しまうとは欠片かけらも思わなかったのだろうか。

　そんな疑問を渦うず巻まかせていると、不意にエルマーから声がかけられた。

「暗い顔するなよチェスっち？　今こそ笑いが世界を支配する時だぞ？　具体的に言うとその、笑ってない奴やつは死ぬ。カトゥーンとかに出てくる世界征服した魔王を見ろ、楽しそうに笑っているだろ。あれは世界を征服したから笑ってるんじゃない、笑ったから世界征服できたんだ。だからまず俺おれ達が魔王より先に笑って、世界中の飢えた人達が笑えるように食料支援を──」

　──やっぱり、理解しない方がいいかもしれない。

　チェスが呆あきれていると、ナイルが偉そうにのけぞりながら本題の話を促うながした。

「変なところから何かを受信してる場合じゃないぞエルマー。寧むしろこの村の魔王はお前だろうが。あえて言うが、約束は守って貰もらうぞ。さあ話せ」

「本当にそうですよ、エルマー……昨日きのうこの城にいる女の子達に聞いたんですが、彼女達は生いけ贄にえと称して村から攫さらってきたそうじゃないですか。それ以上は彼女達も話してくれませんでしたけれど……どういう事なんですか。どうやら乱暴などはしていない様ですが──場合によっては少し厳しい態度を取らせて戴いただきますよ」

　マイザーの顔から珍しく笑いが消えているが、エルマーはその強い視線を笑顔で受け流す。

「攫ったとは失礼な。あの子達は俺が村に生贄を要求した時に差し出されて来たんだよ」

「同じ事でしょう」

「違うんだなあ、それが……」

　エルマーは訳知り顔で首を横に振ると、大きく息を吸って語り始めた。

　この村に、一人の悪魔が誕生した時の物語を。

「さて、何ど処こから話したもんかな……そうだな、まずはこの村で俺が殺されたのが始まりだ」
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　エルマーがこの村にやって来た時、彼の前に立ったのは一人の少女だけだった。

　奇妙なまでに卑ひ屈くつな態度を取るその少女に疑問を覚えもしたが、取り合えずはその少女に村を案内して貰もらう事となった。

　村人達はエルマーの前に姿を現そうとせずに、各家の門戸は硬く閉ざされたまま動く事はなかった。ただ、物陰から自分を窺うかがう視線だけがねっとりと纏まとわりついている。

「うわやばい、ヤバイヤバイマジヤバイ。俺を狙ねらう獣けものの視線が俺の背後に集結中。参まいったね、もてる男は辛つらいって奴やつ？　それとも宇宙人が俺おれをアブダクトしようと画策中なのか……宇宙人にもてるっていうのはある意味究極のグローバルスタンダードだと見ていいのかね」

　そんな事を言いながら、少女に案内されて村の隅の納屋に辿たどり着いた。

「うわあ、ここしか無いの？　マジですか？」

　それはお世せ辞じにも良い環境とは言えず、もう少し雪が積もれば重さで崩れてしまいそうなボロ小屋だった。扉も一枚外れており、窓も破られていて寒さを凌しのげるか怪しいものだ。

「……まあ、村の人は誰も使ってないみたいだし、いや、ゴメンね我わが侭まま言っちゃって。折せつ角かく案内してくれたってのに。雨風さえ凌げばいいって言ったの俺だしな……ＯＫ、じゃあお言葉に甘えてここに泊まらせて貰もらうよ、ありがと。お礼に、明日あしたちゃんと『クリスマス』ってものを教えてあげるからさ、楽しみにしてなよ」

　そう言って少女と別れようとしたのだが、少女は何な故ぜか入口の中までついて来る。

「あれ？　あ、いいよいいよ、後はこっちで適当にやるから」

　エルマーがニッコリと笑いかけると、少女は困ったように呟つぶやいた。

「ここ、私の家……」

「へ？」

　ニコニコとした笑顔がピタリと固まって、暗い屋内をぐるりと見渡した。

　そして、エルマーの表情は次第に真剣なものと変わって行く。

　民家とは到底思えないほったて小屋の中には──数人の少女達がこちらを見つめていた。

　全員が薄汚れた格好をしており、どの顔も一様に無表情だ。誰の顔もどこか似通っていて、兄弟か何かの様な印象を受ける。

　エルマーが状況を摑つかめずに佇たたずんでいると、少女達の一人──最初にエルマーを案内した子が申し訳無さそうに口を開いた。

「あと一人なら……何とかなると思います……もし狭かったら、私は外で寝ますから……」




　　　　⇔




現在




「いやもう驚いたのなんのって。これがもっと俺好みのボンキュッボンって感じのグラマラスな女ばっかだってんならもうハーレム状態でウハウハだったんだけどさ、流石さすがにまだ15歳さいぐらいの子に手を出すわけには行かないだろ？　いやもう日本の漫画で最近流は行やってるシチュエーションらしいけど、流石に実際体験すると引くもんだね」

　椅い子すに縛しばられたままで、エルマーはベラベラと自分の過去を話し続ける。到底信じられないような話だが、マイザー達もその『顔がよく似た少女達』を目撃しているため、その部分は納得して話を聞き続ける事にした。

「それで、どうしたんですか？」

「ああ、俺おれはてっきり親を亡くした姉妹が村むら八はち分ぶにされてるのかなと思ってさ、事情を聞くのも悪いかと思って黙ってたわけよ。そんで、次の日に村を回ってみたんだ。でも、結局村の連中は俺の前に顔を出そうとしなかった。遠目に窺うかがってるのは解わかったんだけどさ、こっちから声をかけようとしたら何ど処こかに逃げちまう。だからまあ気にしないで、その子達がもっと安心して住めるような環境が無いか探したんだ。そしたら、この廃はい城じようがあるっていうじゃないか。村の連中は化ばけ物ものが出るとか言って中々近寄らないらしいけど、別に何もいなかったよ。だから俺はこの城を掃除して、みんなで住めるようにしたってわけさ」

「そこまでは納得できます。ですが、何な故ぜ今は貴方あなた自身が化物という事にされてしまっているんですか？」

　マイザーの疑問に、エルマーは楽しそうに口を歪ゆがませる。

「俺はただ、折せつ角かく雪景色の城でクリスマスを迎えるんだから、それなりに飾りつけなきゃと思ってさ。女の子達にも手伝ってもらって、頑がん張ばって一晩で色々飾り付けたよ。なんせ折り紙の一つも無いもんだから、城の回りにある木の枝とか石とかそういうもんばっか使ってな。……ところがだ、その次の日──クリスマス当日になってよ、城に村の連中がやって来やがった。ようやくコンタクトが取れた、村のみんなと親しん睦ぼくを兼ねてクリスマス・パーティーの始まりだぁひゃっほおとか思ってたらさ、なんか皆さん手に手に武器を持っちゃってて『村から出て行け』と来たもんだ！　俺は女の子達を背にして守ろうとしたが、十数本の鍬くわや鎌かまの前には圧倒的に不利な状況だった。絶体絶命の大ピンチだ！　……どう？　そろそろ手に汗握ってきた？」

「……まさか作り話を語ってるんじゃないでしょうね」

「そんな噓うそつき村の住民を見るような目で俺を見るな。いや、噓は言ってないって……まあ、ぶっちゃけた事を言うとさ、俺はそこで一回殺された」

　その言葉に、シルヴィがキョトンとしながら問いかける。

「え……どうして？」

「俺がちょっとごねたら、あのデズって村長にいきなりぶん殴なぐられてよ。それだけならまだ良かったんだけど──」

　その後を続けるように、マイザーがポツリと呟つぶやいた。

「──見られたんですね。再生するところを」

　指摘は的まとを得ていたようで、エルマーはバツが悪そうに目を逸そらしながら言葉を続けた。

「気が付いたら、心臓に杭くいを刺されてた。痛いのなんの。吸血鬼も大変だなと思ったよマジで」

「解るよ。確かに心臓の痛みは半はん端ぱじゃない」

　チェスは何かを思い出したように呟き、寒気にぶるりと身体からだを震わせた。

「いやー、何とか杭を抜いたらすぐに再生したけどさ……まあ、生きてたから良しとしようと割り切って、誤解を解こうと俺おれは村に向かったわけだ」

「え？」

「そしたら村の連中、物凄すごいビビッた顔してさ。面おも白しろいの何の。中央通りで果くだ物ものを並べてた女なんかフーって感じで気絶しちゃって……そんで俺はまた村人に囲まれて、今度は燃やし殺された。もう燃やされながら必死に逃げ出してさ、雪の積もった斜面をゴロゴロ転がってようやく消し止めたんだが、止まらなくなってそのまま雪の中に埋もれちまった。いやあ、その雪が結果として俺を隠してくれたんだけどさ」

「……」

「日はまた昇り、輝ける日光が俺を照らした。雪解けと共に目が覚めた俺は自分の下半身が凍こおりついている事に気が付いた！　城に帰るのに一日かかったが生きてたから良しとしようと割り切って、次の日に誤解を解こうと村に向かったわけだ」

「あれ？」

　エルマーの話の展開に、シルヴィが疑問の声をあげる。だが、エルマーはそれを気に留めることもなく自分の言葉を紡つむぎ続けた。

「そしたら村の連中、もっとビビッた顔してさ。面白いの何の。果物を並べてた娘むすめなんか悲鳴を上げて逃げ出しちゃって……そんで俺はまた村人に囲まれて、今度は手足を縛しばられて川に流されたわけよ。いやー、何とか下流で岸に打ち上げられた俺は、また森の中を歩いて村に戻ったわけよ。生きてたから良しとしようと割り切って、誤解を解こうと思って──」

　そこまで話して周囲の空気を感じ取ったのか、エルマーはコホンと咳せき払ばらいをしてから話の流れを変えた。

「ともかく、そんな事が何日も続いたわけだ」

「あえて言おう、馬ば鹿かめが」

「そうストレートに言うなよナイル。俺はたださ、何回殺されても笑顔で挨拶すればいずれ敵意が無い事を解ってくれるかなって思ってさ」

「俺だったらとっとと村から出るがな」

　ナイルの指摘は当然のものと思われたが、エルマーは静かに首を振る。

「俺としては、目的をまだ果たしてなかったからさ……まあ、それについては後で詳くわしく言うけど。ともあれ、根気よくやってくつもりだったんだけどさ……最初に俺を案内してくれた女の子が顔に大おお怪け我がしてるのに気が付いてね……聞いたら村長にやられたっていうじゃないか。それで俺、頭に来てさ……ちょっと村の連中を脅おどかしてやったわけだ。錬れん金きん術じゆつで詐さ欺ぎとかやる時に使った手品をちょこっと見せてやっただけなんだけどなあ。そしてたらあいつら態度を一変させて、俺を魔王扱いときたもんんだ」

　それを聞いて、それまで黙っていたシルヴィが静かに声をあげる。

「うん……やっぱり村人の方も異常よね。何も危害を加えてないのに、そんなに執しつ拗ように……」

「いやあ、こんなもんでしょ。魔女狩りの頃のヨーロッパはもっと酷ひどかったって言うし。金目当ての審問官、自分のサディスティックな欲望を満たす為に魔女をでっち上げた審問官、そんな奴やつらがゴロゴロいた中だが、群集心理に煽あおられた民衆ってのも恐ろしいもんだよ」

　エルマーはケラケラと笑いながら、全く笑顔とはかけ離れた内容の言葉を紡つむぐ。

「お前らは普通の奴の怖さを知らない。名も無き『村人Ａ』の怖さを知らなすぎる」

　自分が受けた仕打ちを思い出しながら、尚なおも皮肉げに笑いながら語り続ける。

「人が暴力に走るのは欲望に駆かられた時。だが、大抵の奴はそれを自制できる。それがまあ、『普通の奴』って事さ。では、普通の奴らが欲望以上に暴力衝しよう動どうに駆られるのはどういう時か。一体何が原因なのか。それは──恐怖だよ」

「ふむ、完全にではないが理解できる話だ」

　仮面の男が頷うなずくのを見て、エルマーも静かに頷き返した。

「人は恐怖を免めん罪ざい符ふとして力を行使する。己を護まもる為に。同じ恐怖を味わう群集の中でなら、誰からも許される行為だよ。覚えも無くやられる側は堪たまったもんじゃないけどね、ハハハ」

　そこで一いつ旦たん息をつくと、口調と雰囲気を変えて話の続きを紡つむぎ出した。

「で、話を戻すけどさ。『年に一度生いけ贄にえを出せ』、俺おれは村の連中に冗じよう談だんでそう言ったわけ。でもあいつらったらそれを本気にしてさ、本当に女の子が来ちゃったわけよ。で、しょうがないからあの子の分の食料だけ要求したよ。それぐらいは大目に見てくれよ、村人に馬車馬みたいに働かされてたんだ。彼女にはそのくらいの権利はあると思っただけだからさ」

「……食料はともかく、やはり問題はありますよ。貴方あなたの悪ふざけはまだよしとしましょう。ただ、あの女の子達は何者なのか、それを我々は聞きたいわけで──」

　マイザーが更に突っ込んだ事を聞こうとすると、彼の体から突然『ゴキリ』という音が立て続けに響き渡った。

　突然の音に目を丸くしていると──突然、

「まあ、こういう手品とかもやったわけよワハハハハハハハハハハ」

　笑い声と共に、エルマーの体から煙幕が噴出する。

　そのままエルマーはガタリと後ろに倒れこんで、煙幕の中に自分から突っ込む形で姿を消した。慌あわててナイルが椅い子すを確認するが、そこには解けた縄なわと、発煙筒を仕込んだ椅子が転がっているのみだった。

「さっきの音、もしかして──」

「ああ、関節を外していったようだ。むう……何て奴だ」

　四人の事を嘲あざ笑わらうかのように──エルマーの声が天てん井じようの辺りから響き渡った。

「安心しろって、もし俺を捕まえられなくても────２月だ！　２月になったら、絶対に全部解わかるからさ……」
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２００１年　12月26日　午前　古城




　空はどこまでも高く晴れ渡り、冷えた空気が肌を一いつ斉せいに突き刺してくる。

　外観はそれ程広く感じなかったこの城だが、いざ内部を装飾するとなると相当な面積を誇っている事が実感できる。シルヴィは正月用の飾りを手にしながら、周囲の広さに対して溜ため息いきをついた。

「２月に一体何があるっていうのかしら」

　残り35日程の期間をこの城で過ごす。それは文明の利器に慣れきってしまった自分にとってはとても辛つらいものだった。シャワーもテレビも雑誌も無い、そんな環境は一体何年ぶりであろうか。

　そもそも、車でこの森に入ってから奇妙な事だらけだ。隔かく離りされた村。馬に乗って現れた少女達。奇妙な造形の城。そこに魔物として君臨するかつての仲間。そして、そんなエルマーを必要異常に恐れる村人達。

　つい１年前には21世紀の到来を喜んだばかりだというのに、この村はまるで小説や映画に出てくるファンタジー世界そのものだ。

「本当に……この村はまるで１００年前、いえ、もっと古い時代に取り残されてるみたいね」

　誰ともなく呟つぶやきながら、シルヴィは自らの手にした飾りを見つめる。

　エルマーの用意した飾りはとても器用に造られていて、世界各国で使われる正月用の行事の飾りが見事に再現されている。それを城の少女達の指示に従って飾り付けていくのだが──少女達はどこかでエルマーから指示を受けているようで、彼女達の言葉はエルマーの言葉も同然だった。

　だが、彼女達は自分達の事はあまり語ろうとしない。最初にこの城に来た夜、マイザーが『なんだったら村に戻ってもいいんですよ。エルマーには私から言っておきますから』と伝えたのだが、彼女達は小さく首を横に振っただけだった。

　そもそも、自分達はまだ彼女達の名前すら知らないのだ。

　シルヴィは１ヶ月も共に暮らすのにそれもおかしな話だと思って、彼女達ともっと親しん睦ぼくを深めようと考えていた。何とか今日の内にはコンタクトを取って、彼女達と仲良くなろうと思っていたのだが──中々そのチャンスは訪れない。

　奇妙な喪失感のようなものに包まれながら、まもなく正午を迎えようとしていたその時──機会は、唐とう突とつに訪れた。




「あの……エルマー様が、川の水を沸かしたものでよければ風呂を用意できると……」

　シルヴィが入口に飾ってあった『カドマツ』という奇妙なオブジェを眺めていると、後ろから唐とう突とつに声をかけられた。振り返るとそこには『生いけ贄にえ』の少女の一人が立っており、窓から入り込む光の中でどこかオドオドとした表情を浮かべている。

「そのぐらい自分で言いに来いって言っておいてよ」

「は、はい、申し訳御座いません……」

「あなたが謝る事じゃないわよ。それと、わざわざエルマーなんかに様づけする必要なんか無いわ。勿もち論ろん他ほかの皆にもね」

　シルヴィは柔にゆう和わな笑みを浮かべて少女の前に行くと、少し前屈かがみになって視線の高さをあわせる。そして、少し小首を傾げながら少女に向かって尋ねかけた。

「私の名前はシルヴィ。シルヴィ・リュミエール。もし良かったら、貴方あなたの名前を教えてもらってもいいかな？」

　その言葉に少女は少し戸と惑まどいを見せたが、シルヴィの微笑ほほえみに安心したのか、おずおずと口を開き始めた。

「あの……私は、フィルと申します……」

「そう、ありがとうフィル！　でも、敬語なんて使う必要は無いわよ。私の事もシルヴィでいいからね」

　そこまで言って、シルヴィはある事に気が付いた。本来なら最初の時点で気が付くべきだったのだが、この村全体の奇妙な雰囲気に注意を奪われてしまっていたようだ。

「貴方──英語、喋しやべれるの？」

「は、はい。エルマー様が、この先必要になるかもしれないからと──」

　確かによく聞いてみると発音が少し拙つたないところも多いが、会話をする分にはなんの問題も感じられない。それを踏まえて考えると、エルマーはハッキリとした目的を持って彼女に言葉を教えているという事だ。

「まさか、この村から攫さらっていく気じゃないでしょうね……」

　だが、昨日きのうのエルマーの話が本当だとするならば、彼女達はこの村で何らかの差別を受けている可能性が高い。そう考えると、村から連れ出すという判断はあながち間違いだとも言えないかもしれない。

「まあ、最後は貴方達が決める事よね」

「え？」

「あ、ううん、独り言だから気にしないで」

　シルヴィは静かに首を振ると、そのまま静かにフィルの様子を窺うかがった。

　一方的に見つめられた少女は、暫しばらく困ったように目を泳がせていたが──一瞬の間を置いて、「失礼します」とその場を立ち去ろうとした。だが、シルヴィはそんな彼女についていくかのように、ゆっくりと歩調をあわせて歩み始めた。

「あの……何か……」

「あのね、折せつ角かくだからもっと色々貴方あなたの事を聞きたいと思ったの。暫しばらく一緒に中庭でも歩かない？」

　そう尋ねると少女は足を止め、暫くの間沈黙を続ける。迷っているとしては少し不自然な間の沈黙ではあったが、やがてゆっくりと顔を上げて、無表情のままでシルヴィに答えた。

「解わかりました。今、エルマー様にお許し戴けましたので────」

　──今？

　シルヴィは、眼前の少女が発した言葉の意味が解らずに困こん惑わくした。だが、きっとまだ完全ではない英語の為に何か文法を間違えたのだろうと、その時点では特に気にしない事にした。

　今の妙な言葉が彼女の本質を表していたとは、欠片かけらも気付かぬまま──
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数刻前──村　村長宅




「それじゃあ行ってくるよ、父さん」

　村の南側に日が照り始めた頃、村長の息子むすこであるフェルトが真剣な面おも持もちで言い放つ。

「勝手にしろ」

　それに対し、村長のデズは無ぶ愛あい想そうな返事を返したのみだ。彼の前には朝食時から全く片付けられていない食器類と、水がなみなみと注がれたコップだけが置かれている。

　村長の家の中には、父子おやこの他ほかに数人の人間が集まっていた。先日の会合の時に集まっていた村の顔役達だ。顔役と言ってもこの小さな村で何か特別な役職があるわけでもなく、ただ単に他の村人達よりも発言権があるという程度の存在だ。

　その村人達は村長とは対照的に、家の玄関に向かうフェルトに向かって心配そうな目を向けている。そして、ドアノブに手をかけた少年に対し、この室内では最年長と思われる男が声をかけた。

「本当に行くつもりかね」

「多人数で行っても警戒されるだけですから。それに、様子を探るだけなら少人数の方が効率もいいですよ」

「だからと言って、別に村長の息子であるフェルト君がいかんでも……」

「仕方がありませんよ、他に誰もやりたがる人なんていないんですから……それに僕なら、もし見つかった時にあいつらと交渉できるかもしれませんから」

「……確かに、我々が行くよりは君の方が肝きもも据すわっておるが──」

　未だ不安そうな村人達に対し、奥のテーブルに座っていたデズから苛いら立だたしげな声がかけられる。

「放っておけ」

「村長、そんな言い方は無いだろう！」

「あんたが不ふ甲が斐いないから、息子むすこが代わりに──」

　室内に居た村人達は口々に村長を批難するが、デズは取り付くしまも無く吐はき捨てる。

「だったら、お前らが行ってみるか？」

「う……」

「やめろよ、父さん……」

　フェルトはそれだけ言うと村人達に一礼し、あとは無言で寒空の下へと足を踏み出した。

　村人達もそれに続くように出口に向かい、誰もが『息子はいい子なのに……』『女房を亡くしてからすっかりやる気を無くしやがって』『息子が居なきゃ食器も洗えねえくせによ』『あれじゃフェルトがかわいそうだ』などと口走りながら村長を睨にらみつけて行った。

「ふん」

　村長は気にも留めぬと言った雰囲気で水をあおり──部屋に誰も居なくなった事を確認してから、静かに笑う。虚こ空くうを見つめて、ただ笑う。

　その表情は笑っているのに感情の欠片も感じさせず、見るものが居ればその恐ろしさに等しく凍こおりつくか、あるいは嫌悪を覚えたことだろう。

　ただ一人、化ばけ物ものと呼ばれた笑い中毒者スマイルジヤンキーを除いては。
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　朝。

　今日は一日大変になる。

　それは予あらかじめ解わかっている事だった。

　クリスマスの飾りを片付けなければいけないし、新年を祝う祭りの準備を始めなければ。

　しかし、今年は今までと違う。人が増えた。

　この森の『外』からやって来た人達。エルマー様の古くからの友人らしい。

　私に優しく接してくれる。最初はそれが苦痛で仕方がなかった。

　でも、今は少し違う。もしかしたら、ずっと一緒に居てくれるかもしれない。そう考える事にしたからだ。

　恐らくは裏切られる想いだろう。だけど、少なくともそれまでは夢を見ていられるから。

　辛つらい事になど、もう慣れきってしまっているのだから。彼らがこの森から去ってしまったとしても、元に戻るだけなのだ。最初の日々、変わらない日々。夢も希望も無く、ただ忘ぼう却きやくを繰り返し、次第に何も考えなくなって────

　嫌いやな気分になったので、私はそれ以上考えるのを止やめた。

　私はただ黙々と、『お正月』とやらの準備にいそしむ事にした。

　去年も使用したこの『カドマツ』という飾り──本当は『竹』と『松』という木を使うらしい。だが、この土地にそんな木は生はえていない。エルマー様は「いつか本物を見せてやる」と言ってくれたけれど──それは恐らく無理な事だろう。




　私の脳裏に、一番古い記憶が蘇よみがえる。

　ここではない何ど処こかの場所──恐らくは私が何い時つも『生まれ変わる』場所の近く。

　石でも木でもない材質の床や壁に取り囲まれた、その白い部屋で──その人は私の頭をなでながらこう言った。

　────あの森の中が、お前達の硝子瓶であり、そしてフラスコだ。外に出て生きる事はできない。それが御前達なんだ────




　ああ、今ならあの言葉の意味が痛いほど良く解わかる。

　どれだけ夢を見ようとしても、どれだけ希望を持とうとしても、所しよ詮せん私達は──────




「やあ」

　声をかけられて、私はその場で振り返った。

　村の外れの納屋の前で、フェルト様が私の前に立っていた。

「あ……」

「これから、城に向かうよ」

　フェルト様はそう言うと、無表情のままで私の目を見つめて来た。

「どうなんだろう。君達にとって、あの悪魔の仲間達は──」

　言葉を途中で切って、フェルト様はそのまま目を伏せた。

「ごめん、何でもない」

　私が困惑しているのを見てとったのか、フェルト様は困ったように顔を手で覆おおい、目を逸そらしながら私に向かって言葉をくれる。

「大丈夫、一昨日おとといはああ言ったけど──君が生いけ贄にえにならなくても済むようにしてあげるから」

「え……」

　私はますます困惑した。一体フェルト様は何を言っているのだろう。

「今まではただあの悪魔の言いなりになってきたけれど────君が生贄になる２月までに──あの城の悪魔達をこの森から絶対に追い出してみせる。そしたら──今までは父さんが怖くて何もできなかったけど、悪魔達を追い出せば、僕も勇気が持てると思うんだ。だから、君がもう村の皆から苛いじめられないようにできるだけ努力するよ」

　力強く頷うなずくフェルト様。私はいよいよどうしたらいいのか解わからなくなった。

　悪魔というのは勿もち論ろんエルマー様達の事だろう。それを追い出すという事は──早速先刻の私の望みが砕くだかれるという事だ。しかし、今フェルト様が言った事は、その夢の代わりになるものとして充分なものだった。

「じゃあね」

　その言葉と共にフェルト様は去って行った。

　──私は、どうするべきなのだろう。このまま周囲の状況に流されて、ただ結果を待つだけでいいのだろうか。それとも、自分で何か動くべきなのだろうか。動くのだとすれば、自分は何を成す為に動けばいいのか。

　ああ、迷いが私の頭をもたげさせる。せめて、せめて今──フェルト様が少しでも笑ってくれれば、エルマー様のように何の負い目も無く笑ってくれれば、この村にも何かの希望を見る事ができたかもしれないのに。

　そんな下らない事を言い訳にして、結局また流される道を選んでいる。

　本当は私だって──笑いたいのに。

　しかし、今の私では心から笑う事ができない。作り笑いをする事はエルマー様に対する冒ぼう瀆とくのような気がして、自分を偽いつわる事すらままならなかった。

　私は再び考えるのを止やめ──城の入口のカドマツの形を整える事に専念した。






　　　　⇔




正午　古城──庭園




　シルヴィと少女の一人──フィルの二人は、青空の下で庭園の散歩に興じていた。日差しが強いと言ってもやはり冷え込みが厳しく、歩調に合わせて白い息が空気中に振り撒まかれる。

　エルマーが手入れしたのだろうか、庭園は全くの荒れ放題というわけではなく、正門から城内に続く通りを中心にそれなりの体てい裁さいは整えられている。

　そんな庭園を歩きながら、シルヴィはフィルに対して様々な言葉を投げかけた。少しでも彼女の事を、そしてエルマーの目的を知ろうとしたのだが、その悉ことごとくは空回りに終わる事となる。フィルは自分自身の事をあまり語りたがらないようで、何を聞いても困ったような顔をしてうつむいたり、『すみません、私にもよく解わからないんです』と答えるばかりだ。答えたくないと言うよりも、本当に自分が何者なのか解らない──そんな雰囲気だった。

　質問一方になっても悪いので、適度に彼女にも話を合わせようとするが、フィルはそもそも自分から話しかけるという事をしなかった。

　しかし、一つだけ。最後に少女は気になる事を言った。

　それは、シルヴィが城にいる他ほかの少女達について言及した時だった。

「そういえば、他の女の子達……みんな貴方あなたと顔が似てるけど、姉妹か何かなの？」

　何気ない問いかけに、フィルは今までの中で一番困ったような顔を見せた。そして、何か言葉を選ぶように考え込んだ後、首を傾げながら静かにその口を開く。

「あの……自分でも良く解わからないのですが──この城には、私しかいません」

「え？」

　一体どういう意味なのか、不思議に思って尋ねようとしたのだが──その行為は中断を余よ儀ぎなくされる事となった。

　シルヴィの視界の隅で、庭園の隅に蠢うごめく小柄な人影を見つけてしまったからだ。

　しかし彼女はすぐにそちらを振り向く事はせずに、少女に変わらぬ微笑を向けたままでささやいた。

「ねえフィル。風も出てきたし、そろそろ中に入ろっか」

「はい」

　少女は人影に気が付かなかったようで、シルヴィの言葉に何の疑いも無く頷うなずいた。

　そして庭園を振り返りもせずに、二人は城の中へと消えて行った。

　後に残された人影だけが、冷たい風の中で。
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「ふむ、こんな所に地下道の入口があったとはな」

「どうやら抜け道のようですね。この城にこんなものは無いと思っていたんですけれど」

　ナイルとマイザーの二人は城の中を入念に探索し、城の書庫らしき場所から下る階段を発見していた。書庫と言っても本棚が狭い個室に並んでいるだけで、肝心の蔵書は殆ほとんど朽くち果ててしまっていた。だからこそ、簡単に本棚が動く仕掛けを発見する事が出来たのだが。

「下りてみるか」

「待ってください、その前にここにある本を確認しておきましょう」

　はやるナイルを制しながら、マイザーは僅わずかに残ったその資料を手に取った。やはりその書物も風化しかけていたが、何とか文字が判別できるところを確認しながら────マイザーとナイルは互いに顔を見合わせた。

「……見覚えがある資料ですね」

「あえて言おう。俺おれもだ」

　手に取った本がたまたま──というわけでは無いらしい。他に転がっている本の表紙に書かれた文字列などを見て、マイザーは確信を持って断言した。

「ここの本の大半は──錬れん金きん術じゆつに関する書物ですね。その中でも、特に──」

　マイザーの出した結論に、ナイルは仮面の奥の目を静かに細めていった。
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　──気付かれたのだろうか。

　フェルトは掌てのひらに汗を滲にじませながら、庭園内の低てい樹じゆの影に身を潜ひそめて息を殺していた。

　無用心にも門は開かれたままで、庭園までは誰にも見つからずに入り込む事ができた。だが、その直後に生いけ贄にえとなって差し出された筈はずの少女と──先日村にやって来た余よ所そ者ものの一人の女が連れ立って庭園に出て来たではないか。

　暫しばらくは門柱の側の木に隠れて様子を見ていたが、二人は何かを話しながらこちらに近づいて来る。このままでは見つかると判断したフェルトは、二人が反対側を向いた隙に庭園の隅の方にある木々の影まで移動した。

　ところが、再び様子を窺うかがった時には二人ともその場に立ち止まっており、何か言葉を交わしあった後に、クルリと身を翻ひるがえして城内に戻って行ってしまったではないか。

　自分の存在に気付き、仲間を呼ぶ為に戻って行ったのだろうか。

　フェルトは緊張しながら動きを止め、暫くその場で様子を窺う事にした。

「それにしても──去年よりまた派手になってるなあ……」

　木陰から城の外観を観察し、自らの心中をぼそりと溢こぼす。

　窓という窓には奇妙な装飾品が並んでおり、全体的に赤と白のコントラストを中心としたイメージで彩られている。その色はこの石造りの城に全く調和しておらず、そのアンバランスさが一層城に滑こつ稽けいな印象を与えていた。だが、村人達にとってはこの滑稽さがかえって恐ろしい印象として身体からだの内に染しみ込んでくる事だろう。

　入口には、森に生はえる木から作られた奇妙なオブジェが二つ建てられている。斜めに切られた木の棒が地面に対して垂直に立てられており、その根元には針葉樹の葉を束ねた物が巻きついている。見ようによっては武器や罠わな、呪じゆ術じゆつ的な偶像の類たぐいのようにも受け取れ、フェルトの心は奇妙な不安に包まれた。




　自分ひとりの中で張り詰めさせた緊張の極限で、フェルトがゴクリと唾つばを飲んだその刹せつ那な。

「ねえ」

　背後からかけられた声に、少年の背中に冷たい電撃が走った。

　掌に搔かいていた汗が一瞬で乾き、後ろに振り向くどころか、呼吸さえもが時間の流れから脱却してしまったような感覚に陥った。意識は爆発しそうなほどに激しく揺れ動いたのに、身体はそれについていこうとしない。余りに心が急激に動揺したため、肉体の神経との接続が乖かい離りしてしまったかの様にも思える。

　身動きが全く取れなくなったフェルトの背に、その金かな縛しばりを解くべく優しい言葉がかけられる。それは透き通るような女性の声で、少年の背中を温かく包み込んだ。

「そんな所じゃ寒いでしょう？　中に入って、一緒にお茶でも飲みましょうよ」

　フェルトはその声でようやく落ち着きを取り戻し、首の上から順にゆっくりと背後に振り返った。

　そこで見たものは──先刻庭園から中に入っていったはずの、怪しい美しさを湛たたえた一人の女の姿と──彼女の表情に浮かぶ、屈くつ託たくの無い柔らかい微笑ほほえみだった。
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　城内の客間。

　暖炉には炎ほのおが赤々と灯ともり、困惑したフェルトの顔をボンヤリと照らし出している。

　フェルトが座る椅い子すの向かいには、テーブルを挟はさんでシルヴィとチェスが座っている。本当はナイルやマイザーも呼ぼうと思ったのだが、何ど処こを探しても見当たらない。もう少し探そうかと思ったが、四人で取り囲んでも少年が怯おびえるだけだろうと判断して、結局シルヴィとチェスの二人だけで少年の話を聞く事にした。

「ええっと、どこから話そうかな。私はシルヴィでこっちの子はチェス。よろしくね？」

「あ、あ……はい、僕はフェルト・ニビルと言います」

　全く予想外の展開に戸と惑まどいながらも、フェルトは正直に自分の名前を名乗る事にした。最悪の場合は交渉が上う手まくいかず囚とらわれてしまうのではないかと思っていたが、まさか客間に呼ばれてこうもフレンドリーな挨拶を受けるとは思わなかった。

「僕達の事を見張りに来たの？」

　シルヴィの横にいる少年が、フェルトに向かって皮肉げな笑いを向ける。図ず星ぼしだけに反論のしようもなく、フェルトは沈黙と共に目を伏せてしまう。

「こーらー、チェス。そんな風に言わないの！　折せつ角かく私達の誘いを受けてくれたんだから」

「だって」

「もう、そんなふくれっ面つらしないの。可愛かわいい顔が台無しだよ？」

「……ッ！」

　楽しそうに笑うシルヴィに対して、チェスは顔を真まっ赤かにして押し黙ってしまう。今の会話は英語で行われた為に、フェルトには何の事か解わからなかったのだが。

「ごめんなさいね。気にしなくていいのよ？　ああ、私達の中で貴方あなた達の言葉がわからないのはナイル……あの仮面の人だけだから、気を楽にして話していいわ」

　シルヴィはそう言うが、フェルトは一体何から話すべきか迷っていた。いきなり『村から出て行け』というわけにもいかないし、『生いけ贄にえ』についての交渉に入るような空気でもない。そもそも肝かん心じんのエルマーという悪魔が居ないのでは話にならない。

　そこまで考えて、フェルトはふと気が付いた。この二人も──エルマーと同じような『化ばけ物もの』なのだろうかと。

　そしてその疑問は徐々に深まり、初めて会話の主導権を握る為に声をあげた。

「あの……貴方あなた達は、エルマーという男と……どういう関係なんですか？」

　かなり遠まわしな問いかけだったが、シルヴィは即座にフェルトの意図を理解したようだ。少しだけ悪戯いたずらっぽく笑って見せると、事実だけを淡々と述べ始めた。

「私もその子も後の二人も、基本的にはエルマーと同じよ。どんなに傷つけてもすぐに直っちゃう不ふ死じ身みの身体からだ──って言ったら解わかるかな？」

　あまりにもあっさりと出された結論に、フェルトの頭はどう反応するべきか即座に判断できなかった。最も恐れていた結論であるにも関わらず、相手の口ぶりがあまりにも朗ろう々ろうとしていた為に、そこまで重要な問題だとは思わせなかったのだ。

「不死身って……じゃあやっぱり、貴方達は……魔物……なんですか？」

　徐々に湧わき上がってくる興奮を押さえつけながら、フェルトの口は恐る恐る質問の続きを紡つむぎ出した。それに対し、シルヴィの口はやはりあっさりと答えを紡ぎ返す。

「魔物じゃないわ。ちゃんとした人間だし、悪魔でもない。ただ、悪魔って呼ばれてる奴やつの手助けは受けたけれどね。そうだなあ、折せつ角かくフェルト君とお友達になれたんだから、その辺を詳くわしく話してあげようかな」

「ちょっと、そんなこと話しちゃっていいの？」

　チェスが驚いたように制止しようとするが、シルヴィはニッコリと笑ったままで頷うなずいた。

「いいのいいの、どうせ話したところで何の損も無いんだし、信じるも信じないもこの子の勝手なんだから。ああ、でも『魔物』を信じてるぐらいだから、この話も簡単に信じてくれるかもしれないわね」

　その言葉を聞くと、フェルトは何かに気が付いたように声をあげた。

「そうだ……この城の『魔物』は──エルマーが来る前から居たっていう魔物はどうしたんですか？」

　目を大きく広げてハッキリと告げられたその問いに、シルヴィとチェスは不思議そうに顔を見合わせた。

「魔物って？」

「え？　その……知らないんですか？　十数年前からこの城に住み着いてたっていう」

「魔物なんて、エルマーの奴やつは一言も言ってなかったし……それらしいのは見た事も無いけど」

「……」

　フェルトは暫しばらくシルヴィの瞳を見つめていたが、やがてどこか安心したように息をついた。

「そうですか……やっぱりあれはただの噂うわさだったのか……」

　後半は独り言の様に呟つぶやいて、フェルトは安心したように目を伏せる。

「変なことを言ってしまってすみませんでした。あの……私も聞かせて欲しいです。貴方あなた達が何者なのか……」

　話題を変えるように鮮明に声を出すフェルト。その声色からは、先刻までの恐れや不安が大分薄らいでいる事を感じさせる。シルヴィもそれに少し安心したようで、優しい笑みを浮かべながら村の少年に語り始めた。

「そうね、どこから話したらいいのかしら。もう３００年以上も前の事だからなあ……」

　シルヴィの口から紡つむがれる過去を受けて、部屋の中にいる二人の少年の脳裏に映像が浮かびあがる。外の世界を見た事が無いフェルトはその光景を鮮明に見る事は出来なかったが──チェスの前には、懐かしい映像が音声を伴って蘇よみがえる。

　その光景はとても美しく、そして悲しく、どこまでもどこまでも広がって────
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「あえて言おう。何も見えん」

「あえて言う必要なんかありませんよ。今ライトを点つけますから──」

　書庫の階段から地下に下りたナイルとマイザーだったが、当然ながらそこには明かりが存在しなかった。城の探索の為に車から持ち出してあったライトを手に、マイザーがおもむろに通路の奥を照らし出した。

　それは入口から一直線に伸びる狭い通路で、10メートル程先で石壁の部分が途切れ、土のようなもので押し固められた更に狭い通路へと変へん貌ぼうしてる。

　マイザーとナイルは互いに頷うなずいた後、通路の奥に向かってその足をゆっくりと踏み出した。




　冷えた空気が纏まとわりつく中を歩きながら、二人はこの村について整理しなおす事にした。

「まったく、この森はどうなっている？　隔かく離りされた村、奇妙な城、生いけ贄にえの娘むすめ達、そしてあの書物の数々だ。……私有地なのは間違い無いんだな？」

「ええ、この国の資産家が所有しているという形になっていますが……チェス達には既に話しましたが、その資産家とは直接連絡を取る事ができませんでした。先祖代々の資産を受け継いでいるようで、これといった事業は行っていないようです」

「遺産を食い潰つぶしてるボンボンというわけか。これだけ広い土地を持っているんだ、あと三代は安定して生きていけるだろうな。四代目は悲惨な事になるだろうが」

　ナイルが淡々と他人の人生を推察している一方で、マイザーは村の様子を思い返しながら真剣に首を傾げていた。

「しかし……エルマーの用意している装飾品もそうですが、村の様子を見ても、明らかにこの土地では生産できないものがあったりするんですよね……」

「ふむ。どういう事だ？」

「それに……あの村長、私に『行商人の仲間ではないな』って言ったんですよ。そう考えると、最低限の油や生活用品はその行商人とやらから入手していると考えられるのですが……本当にそんな行商人が存在するんだとしたら、一体何ど処こから来るというのですか？」

「なるほど……確かに妙な話だな」

　マイザーの関心はそれにとどまらなかったようで、ナイルに対して更に疑問を吐はき続けた。

「そもそも、おかしいんですよね。この城といいあの村といい……あの村の規模だったら、広範囲観測ならともかく、詳しよう細さい解かい析せき用の衛星にだったらハッキリと捉えられるはずなんですけれど……それに、今は航空写真だっていくらでも撮っているわけですから。どこかの公な機関は確実にこの私有地の土地利用の様子を把握している筈はずなんですけれどね」

「ふむ、そういうものなのか？」

「ええ、特にこれだけ広い土地を個人で所有している事自体が異常ですからね。公の目は厳しいと思いますよ」

　土壁の辺りに差し掛かり、長身の二人は僅わずかに身を屈かがめながら進み続ける。湿った赤土のようで、今にも天てん井じようから雫しずくが垂れ落ちてくるかのような湿気を放っている。しかし二人は特に服が汚れるのを気にしようともせず、会話の続きに夢中となってしまっていた。

「つまり、そういう方面に圧力が掛かっているという事か」

「それは圧力も掛けたくなるでしょうねえ。この21世紀に、外界から隔かく離りされた村ですからねえ。どんな事情にせよ、人権団体やマスコミの攻撃は恐ろしい勢いを持つでしょうから」

「３００年前なら、割と良くある話だったんだがな」

「今だって変わりませんよ。状況が違うだけで、異常な話というのは時代に合わせて生まれては消えていくものですから」

「そうか。そうだな。そういえばマイザー、お前インターネットは使えるか？」

「私はあまり使っていません。というかこの30年程の間は一箇所にとどまることをしませんでしたから。それに──恥ずかしい話ですが、我々が３００年かけて蓄積した情報や経験が、僅わずか一日で世界中を闊かつ歩ぽするという環境が少し恐ろしくて……この間電話で連絡を取ったら、うちの組の何人かはのめり込んでるらしいですけれど」

「俺おれ達の間だったら、ヒューイは確実に使いこなしているだろう」

「多分この村から外に出たら、エルマーも嬉き々きとしてパソコンを買うでしょうね」

　下らない話をしている間に、二人は通路の突き当たりへと辿たどり着いていた。

　何い時つの間にか土の壁から再び石造りの通路に変化しており、最さい奥おう部の左側の壁には石が梯子はしご状に突き出していた。天てん井じようにライトを向けると、四角い穴の上に何か石のようなもので蓋ふたがしてある事が確認できた。

「上に登れという事らしいですね」

「あえて賭かけるか────墓地だな。こういう物は大抵墓地に通じると相場が決まっている」

「じゃあ私は、城の裏手にあった井戸の横で」

　二人で楽しそうに自分の予想を告げあった後、ナイルが垂直の石梯子ばしごを上り、その石蓋ぶたを慎しん重ちように押し上げた。土ぼこりが雨のように降り注ぎ、下に居たマイザーは思わず両手を上に翳かざす。

　それと同時に石蓋が開き始め、マイザーの指の間から僅わずかに明かりが溢こぼれ出した。

　顔の上半分だけを石の隙すき間まから覗のぞかせて、ナイルは暫しばらく周囲の様子を窺うかがっていたが──やがて完全に石を押しのけ、日光の下に満足げな声を響かせる。

「あえて言おう。俺おれの勝ちだな」




　そこは周囲を厚い森で囲まれた墓地であり、密集した木々の隙間から、城の裏側の姿が遠目に見える。大した距離を歩いたつもりは無かったが、城からの距離は予想以上に離れているようだった。

「私の負けのようですね」

　マイザーは残念そうに呟つぶやきながら、這はい出た先の風景をぐるりと見渡した。

　そこは小さな墓地で、特にこの場所に通じる道も周囲を囲う柵も見あたらない。５、６基の墓石が木々の間に埋もれるように存在しており、普通に周辺を散策したのではまず見つかる事は無いだろう。

　墓石の殆ほとんどに銘めいはなく、唯一ナイルが押し上げた石の手前にあったものにだけ、奇妙な文章が掘り込んであった。それはこの国の古風な言葉使いで、村人達が使っている言葉を文字に直したという印象だった。

『人になりきれなかったモノ、この地下に眠ねむる』

　墓石の状態と比べて、刻まれた碑ひ文ぶんはそれほど激しく侵食されてはいないようだ。恐らく、古くともここ数十年の間に掘り込まれたものだろう。

　マイザーはその文章の意味が気になったが、文章が全く読めないナイルは別の事がずっと喉のどに引っかかっていたようだ。持ち上げた石蓋ぶたを綺き麗れいに戻すと、何かを確認するようにマイザーに問いかけた。

「あえて問おう、マイザー。お前も気付いたか」

　その問いにマイザーは一瞬戸と惑まどったものの、すぐに意図を悟さとって頷うなずいた。

「やはり──私の気のせいではなかったようですね」

「ふむ……」

　地下道を歩いている間、二人はずっと違和感を感じていた。

　何も無い直線の通路。石と土以外は何も無いはずの通路で────

　────彼らは、自分達以外の何かの気配を感じていた。

　モグラや蝙こう蝠もりの類たぐいでもなければ、人間のものとも少し違う。姿は全く予測できなかったが、周囲の空気の感覚から、彼らは本能的に『ナニかがいる』という事を感じ取っていたのだ。

　まるで、重々しい視線が前後左右から圧のし掛かってくるような感覚。それを感じていたからこそ、二人は会話を途切れさせないようにしながら通路を進みきったのだ。

「あえて言おう、あの時、確かに我々の側に『何か』がいた」

「……魔物、ですか」

「まさかな」

「まあ、気のせいでしょう」

「ふむ。あえてそういう事にしておこう」

　二人は暫しばらく顔を見合わせていたが、やがて互いに自じ嘲ちよう的な笑いを漏もらし、そのまま城の方へと向かい木々を搔かき分け始めた。

　閉じた石蓋ぶたの下に、何か不ぶ気き味みな存在を感じながら。
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「それじゃあ……シルヴィさんはその為だけに錬れん金きん術じゆつ師しに？」

「ううん、そういうわけじゃ無かったんだけどね」

　古城の客間の中で、シルヴィ達の談笑が続く。最初はおっかなびっくりで聞き入っていたフェルトだが、話が進むに連れて徐々に彼女が語る『過去』の中にのめり込んでいった。より正確に言うならば、彼女の話す『外』の世界の全すべてにだ。所々意味の解わからない単語が出てきたが、それらが全て『外』にあるものだと気付くと、自分の腹の奥底から何か強い好奇心が湧わき上がってくるのが解わかった。

　そんな少年の心に気が付いているのかいないのか、シルヴィは相変わらず蠱こ惑わく的な眼まな差ざしで微笑ほほえみかけてくるのみだ。

「私が『永遠の美しさ』なんて御お伽とぎ噺ばなしに興味を持ったのは、子供の頃に聞いた童話だったな。大抵そういうのを手に入れようとするのは魔女とか悪いお妃きさき様とかそんな人ばっかり。でもね、思ったの。世の中に一人ぐらいは、そういう御伽噺を実現させてもいいんじゃないかって」

　そこまで話して、シルヴィの目の色が僅わずかに変化した。ほんの少しだけ、その瞳に悲しみの色が浮かんだことに気付いたのは、彼女の過去を知っているチェスだけだった。

「私の好きだった人にこの話をした時、その人は『人間は外見じゃないよ』なんて事を言ってくれたんだ。それに、今のままでも充分可愛かわいいって言ってくれた。それで──お互いに不ふ死しの身体からだを得たら結婚してずっとずっと一緒に居ようって。でもね、だからこそ私は思ったの。世界で一番綺き麗れいになって、それからあの人と一緒になって──あの人が自分の家族は世界で一番綺き麗れいなんだぞって自慢できるようにしてあげようって思ったの。馬ば鹿かみたいでしょう？　だから私は──あの時不ふ死しの酒を飲まなかったの」

　そこまで言うと、シルヴィは何かを懐なつかしむように虚こ空くうを見上げた。

　彼女の様子を見て何かを感じたのか、フェルトはどこか聞き辛づらそうに呟つぶやいた。

「あの……その人は」

「眼鏡めがねの人が居たでしょう？　マイザーっていうんだけどね」

　それを聞いて少年は安心した。彼女はその願いを叶かなえて、今でも無事に一緒に暮らしているという事だ。だが──彼女の言葉には続きがあったのだ。

「あの人のね、弟だったの。さっき、セラードっていう奴やつの話はしたでしょう。そいつに、一番最初に喰べられちゃったんだって」

「あ……」

　どこか物悲しい微笑ほほえみを浮かべたシルヴィに対し、フェルトは何も言えなくなる。

　その様子を察したのか、シルヴィはすぐに魅力的な笑顔を取り戻し、手をヒラヒラと振りながらフェルトに言った。

「ああ、ごめんなさい、気にしないで。そうね、何か違う話をしましょうか」

　シルヴィの言葉に、フェルトは暫しばらく迷ってからゆっくりと答えた。

「こんな事を聞くのなんて、おかしいかもしれませんけれど……」

　少しだけ恥ずかしそうに目を逸そらしながら、フェルトは自分の望みを言葉に変えて紡つむぎ出した。その声色には、先刻までのようなシルヴィ達に対する恐れは欠片かけらも無く、少年の持つ好奇心だけが満ち溢あふれていた。

「教えてください──外が、外がどんなところなのか──もっと、もっと……知りたいんです」
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　扉の影から、シルヴィ様とフェルト様の会話を聞き続けた。

　悪い事だと解わかっていたが、どうしても気になってしまったのだ。

　そして私は、再び『もしかしたら』と思う。

　最初はシルヴィ様達の事を警戒していたようだが、今のフェルト様はとても、楽しそうだ。もともとフェルト様は他ほかの村人よりも私やエルマー様に対する嫌悪の薄い方だったけれども、今のフェルト様の声を聞くと、シルヴィ様達に対する嫌悪は何一つ無くなっている様に思える。

　私は──一つの結末を思い描いた。そんな無む駄だな事をするのは何十年ぶりだろうか。今まで何度も自分の望む未来を描いては裏切られて来た。

　でも、今度こそは、今度こそは叶かなう気がする。

　昨日きのうまでは、未来を描こうとする度に痛みがそれを妨さまたげた。

　デズ様の振るう暴力が、直接的な痛みを思い出させていた。

　だが、今は違う。どういうわけかは解わからないが──デズ様の息子むすこであるフェルト様の顔を浮かべると、デズ様の痛みを思い出さずに済むからだ。

　フェルト様が村の皆を説得してくれて、エルマー様が村の人達から恐こわがられないようになって、もう誰も傷つかずに済んで、そして──

　──この村が、外の世界と繫つながれば────

　それはどれだけ素す晴ばらしい事だろう。

　私はこの村から出る事はできない。でも、外からもっと、エルマー様のような人達が来て、村がどんどん発展していってくれれば私はそれで充分だ。

　私は硝子ガラス瓶びんの中で生まれ、この森というフラスコの中でしか生きられないのだ。

　それでも私は願う。ほんの些さ細さいな事でもいい。この村と私に幸せが訪れる事があればいい。

　私には、この村しか生きる場所は無いのだから────

　まだ、幸せを望む事ができる。

　ああ、思い出した。今はっきりと思い出した。この感情は喜びだ。

　この想いが消え去ってしまわないように、私にも何かできる事は何か無いだろうか──

　きっと、きっとこの喜びが現実のものとなれば、

　私も、エルマー様のように笑う事ができるのだろうから。
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同時刻──村長宅




　村に住む、顔のよく似た五人の少女達。

　彼女達が何者であり、一体何ど処こから湧いて出てくるのか──村人の中で正確に把握している者は誰一人居なかった。

　彼女達は現在の村人達に物心がついた頃から存在しており、当たり前の様に村の空気に溶け込んでいた。村の年長者達は何かを知っているようなそぶりも見せていたが、誰も何も語る事は無く死んでいった。

　彼女達の数は常に一定であり、年齢も特に成長をするというそぶりを見せない。数年に一度、彼女達のうち一人の体力が明らかに衰え出し──数日後には、新しい少女と入れ替わっている。

　まるでオカルト映画の様な存在であったが、村人達に強い恐怖を与えてはいない。

　自分達と比べて明らかに異質な存在だったが、幼い頃からその存在に慣れてしまっている者達からすれば、『そういうもの』として完全に割り切られてしまっていた。

　つまり、彼女達の存在は『外』と同じような扱いだった。

　彼女達自身に尋ねても明確な答えが返って来るわけではなく、彼女達が『入れ替わる瞬間』を見ようとした人間は過去に何人か存在したが──『外』を目指した者達同様、ついに戻ってくる事は無かったのである。

　そんな事が何度か続く内に、村人達は次第に彼女達を疎うとむようになっていった。

　そしてそれは──現在の村長、デズ・ニビルの手によって加速することとなった。

　デズは徹底的に彼女達を酷こく使しし、罵ば倒とうし、時には暴力を与えていく。しかし彼女達は反抗する様子を全く見せず、最低限の食料を与えればどんな酷ひどい仕事でも文句一つ言わずにこなしていった。

　村人の彼女達に対する態度は、次第にデズに感化されはじめ──現在では、彼女達の個性や意思などを気にする者など殆ほとんど居ない。

　彼女達が、全員同じ名前を使用していることさえも────







　彼女達が村人から虐しいたげられる原因である男、デズ・ニビル。

　自らの息子むすこがシルヴィに『外』の世界の話を聞いていた頃、彼自身は自らの家で木製の椅い子すに座り、背もたれに上半身をぐったりと預けていた。

　村の中で一番大きいこの家は、妻を亡くした男にとっては些いささか広すぎるものだった。

「ふん」

　誰も居ない部屋の中で、口髭ひげを生はやした男はただ虚こ空くうを見つめている。

　そして誰も居ない部屋の中、天てん井じように向かって静かに呟つぶやいた。

「──潮しお時どきだな、この村も……この俺おれも」

　デズは感情の無い笑いを顔面一杯に貼り付けて、後はただ沈黙を続けるのみだった。

　窓から外を見ると、青空だった筈はずの空に雲がぽつりぽつりと浮かび始めていた。

「そして、あいつらも──」

　もうすぐ雪が降り始める。その確信を胸に秘めながら、デズはただ静かに笑い続けた。

　その無表情な笑いは沈黙と共に現れ──次第に静寂の中へとうずもれて行った。




　　　　⇔




夕刻──城門前




「あの、今日は、その……ありがとうございました」

　フェルトがドギマギしながら礼を言うと、シルヴィも柔らかく微笑ほほえみ返した。

「いいのよ。もし機会があったら、また来るといいわ」

「はい！　でも、これから雪が酷ひどくなる時期ですから……いつになるかは解わかりませんけれど」

　フェルトはまだ名残なごり惜しいようだったが、このまま城にとどまるわけにもいかないのだろう。何度もシルヴィに礼を言うと、最後にこう付け加えて帰ろうとした。

「皆さんの事は、村の人達に伝えます。どうしてエルマーさんという人が生いけ贄にえなんかを求めたのかは解りませんでしたけれど、シルヴィさん達がとてもいい人達だという事は解りました！」

「それはそのまま伝えない方がいいよ」

　城に背を向けようとしていたフェルトを引き止めたのは、それまで静かに様子を窺うかがっていたチェスだった。

「村の人達の疑い方は尋常じゃなかったからね。もし安あん易いに僕達を庇かばえば、君が『悪魔に身体からだを乗っ取られた』って事になりかねないよ。だから『何か企んでるのかもしれないけど、とりあえず危害は加えられなかった』ぐらいに言っておくといいよ」

　その言葉にフェルトは目をキョトンとさせたが、少し考えた後で力強く頷うなずいた。

「それもそうですね。でも、極力本当の事が伝えられるように頑がん張ばります。……それじゃあ、本当にありがとうございました！」

　フェルトは再度別れの挨拶を告げると、今度こそ自分の村へと向かって帰って行った。

「へえ、チェスがああいう事を言うなんて珍しいわね」

「うるさいなぁ。なんだっていいよ」

　──自分達のせいで魔女狩りみたいな事になったら後あと味あじが悪いだろう。

　チェスは単純にそう考えただけなのだが、フェルトという少年に対して悪い印象を抱いだかなかったという事もある。やはり自分は子供には弱い。そう思いながら、過去にも似たような事があった事を思い出した。

　今から70年前、ある列車で出合った少女の事を回想して────同時に、その列車で起こった事件の記憶がまざまざと蘇よみがえった。閉へい塞そくした空間の中で目に焼き付けられた恐怖体験に、チェスは思わず身震いした。閉塞した空間という点では、この村とて同じ事だ。少年の姿をした不ふ死し者の中に言い様の無い不安がよぎるが、所しよ詮せんは思い過ごしだという事で流す事にした。

　──そうさ、この村にはあの『線路の影をなぞる者レイルトレイサー』のような怪物はいないんだ。

　胸中で自分自身の臆おく病びようを叱しつ咤たしながら、チェスは無言のままで城の中へと戻って行った。




　　　　⇔




「るんるんるんたた、るるたたるるるん……ッと」

　奇妙な鼻歌を口ずさみながら、城の屋上を飾り付けている一人の男。

　その男が不意に鼻歌を止めて、腕に嵌はめた手巻き時計に目をやりながら声をあげた。

「なあ、他ほかの皆はどうしてる？」

　楽しそうに手染めの紅白幕を広げているエルマーの問いに、傍かたわらに居た少女が淡々と答える。

「はい……全員客間に揃って、エルマー様を探す相談をしていらっしゃいます」

「アハハ、そっかそっか、じゃあまだ暫しばらくここにいても大丈夫だなっと」

　それだけ言うと、エルマーは再び鼻歌混じりの作業に戻って行った。




　さらに数分後、紅白幕をたらす準備を終えたエルマーが、再び傍らの少女に声をかけた。

「まだあいつらは客間に居る？」

「……はい」

　先刻から一歩も動いていなかった少女が、離れた場所の様子をはっきりと告げた。

「そっか、じゃあ今のうちに移動するかな。紅白幕は31日の夜に隙を見て垂らそう」

　エルマーは上機嫌のままで背を伸ばすと、そのまま階下に通じる階段へと向かって行った。

　そのまま階段のある塔とうの屋内に足を踏み入れたその瞬間──

「るるらーるら、るらららる……ら、ら、ららぁ？」

　楽しそうだった音程が、突然驚きよう愕がくの感情を表すものに変化する。

　扉の無い入口から屋内に入り込んだ瞬間、その物陰からマイザーとナイルが飛び出して、あっという間にエルマーの両腕を抱かかえ込んだからだ。

「あ、あれ？　噓うそ？　だって客間に居る筈はずじゃ」

　状況が摑つかめないという顔のエルマーだったが、やがて驚いたように声を荒げた。

「ま、まさかお前らの中に時間を止める能力者がッ!?」

「何を馬ば鹿かな事を言っているんですか」

「じゃあどうして……まさか」

　エルマーはハッと気が付いて、両腕を押さえられたままで無理矢理背後を振り返った。

「フィル」

　先刻からエルマーに付き従っていた、フィルに良く似た顔立ちの少女。彼女もやはり『フィル』と呼ばれており、エルマーと目が合った途と端たんにビクリと身体からだを震わせた。

「も、申し訳ございませんエルマー様！」

「あら、謝ることなんかないわよ」

　透き通るような声と共に、階段の下からシルヴィとチェスが現れた。

「シルヴィ……お前、人に『噓をつくこと』を教えるなんて！」

「人聞きの悪い事を言わないで。私はただ、『世の中にはついていい噓と悪い噓がある』っていうのを教えてあげただけよ。貴方あなたに対しての実践込みでね」

　シルヴィの後ろでは、もう一人の『フィル』が申し訳無さそうな顔でエルマーの方に目を向けている。その様子を見て、エルマーは諦あきらめたように息を吐はいた。

「なるほど。気付いたわけだな。まさかこんな早くバレるとは思ってなかったけどさ」

　そして何ど処こか悲しげに笑いながら、結論だけを端たん的てきに告げた。

「フィルが、全て同一人物だって事に」




　　　　⇔




「人造人間ホムンクルス。そうでしょう」

　城の食堂まで移動したマイザー達は、そこで再びエルマーを椅い子すに座らせた。もう逃げないと約束したので、今回は縄なわで縛しばりつけるような事はしていない。

「御名答」

　マイザーの言葉に、エルマーは驚くほどあっさりと結論を出した。

「どこで気が付いた？」

「要素はいくらでもありました。ただ、先程皆で集まった時に互いの情報を確認しあいまして。その上で導き出した結論です」

　そう言って、マイザーは食堂の反対側に目を向ける。そこには城にいる四人の少女が揃っており、四人ともが全く同じ心配そうな表情で、こちらの様子を静かに窺うかがい続けている。

「彼女達の意識が一つのものであるという事は、シルヴィが気付きました。村の子供から彼女達の事を聞いた上で、彼女達の持つ矛盾に気が付いたんですよ。さらにチェスが暫しばらく彼女達を観察していたそうですが──彼女達は常に貴方あなたからの伝言などを我々に伝えていましたが、貴方と接触する様子が全く見られない。さらに、貴方は一箇所に隠れているわけではなく、常にこの城内で何らかの作業を行い続けていた。監視カメラも無いのにどうやって我々から身を隠し続ける事ができたのか？　それは、彼女達がその代わりを為していたからです」

「おお、凄すごいね。まるで名探偵みたいな物言いだ」

「茶化さないでください」

　マイザーは真剣な顔つきでエルマーの軽口を諌いさめると、自らの見たものについて話し始めた。

「この城の書庫で、錬れん金きん術じゆつに関する研究書を見つけました。それも──ホムンクルスの製造に関するものばかり、正統派から邪じや道どうの書まで、それこそ無造作に。ですが、あれは貴方が集めたものだとは思えません。そもそも、貴方の話を信じるならば、貴方がこの村についた時には既に彼女達は存在していたわけですからね」

「……」

「今度こそ話してもらいますよ。彼女達の正体だけではありません。この村の秘密についても」

　マイザーの真剣な物言いに、エルマーもようやく真剣な目つきになって口を開いた。

「それは、２月に話す」

「エルマー」

「違うって。２月になれば、俺おれが話すよりもずっと核心に近い事を語れる奴やつが来る」

「誰？」

　一体この隔かく離りされた土地に誰が来るのかと、シルヴィが好奇心混じりで話の先を促うながした。

「行商人さ」

　その言葉に、マイザー達は半分意外そうに、半分はやはりといった微妙な表情で顔を見合わせた。その様子に満足したのか、エルマーはニッコリと笑いながら、自分の気になっていた事をマイザーに尋ね返した。

「しっかしマイザー、よくもそんな冷静でいられたもんだね。確かに正式なものとは違うとは言え、今流行の遺伝子工学よりも先に造られたホムンクルスを見たっていうのにさ」

　その問いに対しては、今度はマイザーの方が悪戯いたずら小こ僧ぞうの様にニヤリと笑った。

「ええ、良く似た知り合いがＮＹにいますから」

　マイザーの言葉にチェスだけが小さな苦笑を見せ、エルマーは何かに気付いたような表情で沈黙する。ナイルとシルヴィは何の事かさっぱり解わからず、ただ不思議そうにマイザーの顔を眺めるばかりだった。

　窓の外には、小粒の雪が大量に降り始めている。

　森に周囲を閉ざされた土地に蓋ふたを閉ざすかのように、白い塊かたまりは沈黙と共に舞い降りていく。
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　それからは、何事も無い日々が続いた。

　本当に何も起こらなかった。

　マイザー様達はそれ以上はエルマー様を追及しようとせず、今では周囲の森の生態を観測したり、城の中の探索を行ったり、毎日催される『祭り』の準備にいそしんだりの毎日だった。




　エルマー様がこの森にやって来てから、私の為に様々な『祭り』を教え続けてきてくれた。四季を通して様々な種類の催しについて話し、実際にそれの真ま似ね事ごとを城の中で行ってくれる。話を聞くと、『外』は『国』という幾つもの大きな共同体に分かれていて、それぞれの『国』や土地にあわせて実に様々な祭りがあるとの事だった。

　雪が厚く積もり始めるこの季節でも、エルマー様は本当に楽しそうに動きまわった。

　クランプスという鬼おにの格好をして村の人を脅おどかしたり、その次の冬にはナマハゲという鬼の格好をして同じような事をやっていた。秋にはハロウィンというお祭りをやると言って、私にも奇妙な格好をさせた。私がその服を着てうろうろしているだけで、何な故ぜかエルマー様はお菓か子しをくれた。不思議な行事だと思った。エルマー様も奇妙な格好をして村まで行き、そこでまた人々を驚かせては楽しんでいるようだった。そんな事が積み重なって、エルマー様は村人からますます気味悪がられるようになっていった。

　他ほかにも、夏げ至しと呼ばれる日が近づくと、葉のついた木の枝を組み合わせて緑色の大きなオブジェを造ったりもした。これはこの森のすぐ外の国などで行われているお祭りで、太陽の永遠の輝きを祈る祭りなのだそうだ。しかし──太陽が一番高く昇る日に飾られたあの大きなオブジェを見て、村人達が悪魔の儀式だと騒いでいた事をエルマー様は知っているのだろうか。

　城の庭で飼かっている鶏にわとりが生む卵。食べた後に殻からを大事に取っておいては、派手な彩色に塗りたくって春頃に飾り付ける。誰かの復活を讃たたえた祭りだそうで、正確には一週間前から肉料理を断ったり、卵は赤く塗らなければならなかったりするとの事だ。しかしエルマー様はそれらの風習を説明した後で『まあ、信者ってわけじゃないから堅苦しい事無し。他国の祭りの形だけを楽しむ日本人ジヤパニーズスタイルでいこうじゃないのさ』と言いながら笑い続けていた。それでカラフルな卵や装飾品で城を飾り込んでいたのだが──鶏の卵のオブジェを遠くから覗のぞき見て、村人達はやはり不ぶ気き味みな儀式を想像したようだ。雛ひなを生いけ贄にえにして何かの呪のろいをかけている。そう騒ぐ声が私の耳にまで聞こえて来た。だが、私にはそれを否定する勇気が持てずに、ただ小さくうつむく事しかできなかった。




　そして、毎年必ず行うのが『クリスマス』だ。本当は『サンタクロース』という人がやって来て、世界中の人に幸せを配ろうとするのだそうだ。じゃあ、世界中の人は幸せなのかと聞いたら、エルマー様は笑いながら答えた『一晩で配れるわけないだろ』と。それもそうだと私は納得した。ただ、その後にエルマー様は『だから、俺おれはその代わり』と言う。そんな事を言いながら、私に毎年何かをプレゼントしてくれる。

　それは紙で作った飾りであったり、エルマー様が自分で作った料理であったり、木を加工して造った細さい工く玩具おもちやだったりと様々だった。私はそれを貰もらって、嬉うれしいと言うよりも申し訳ないという気持ちで一杯になってしまう。どうしてエルマー様は私にここまでしてくれるのだろう。それを聞いた時のエルマー様の答えは、実に淡白なものだった。

「簡単だよ。君がこの村で一番笑ってないからさ」

　私はそれを聞いてますます申し訳ない気持ちになる。それではいけないと解わかりながらも、私は心から笑う事ができなかった。形だけでも無理に笑おうとしたら、エルマー様は『無理するのは良くない。作り笑いを続けると、本当に笑いたい時に笑顔が歪ゆがむ』と言って首を振る。

　そんな中、今年のクリスマスの訪れ──エルマー様は何い時つもよりも忙しそうだった。あの人達から隠れながら、城中の装飾を用意したり晩ばん餐さんにクラッカーを鳴らしたりと笑いながら右往左往していた。

　私がどうすればいいのか解わからずにいると、エルマー様は何かを思い付いたように、ケラケラと笑いながら私に向かって言った。

「今年のプレゼントは、あの四人だよ」

　どういう事なのか解らずに首を傾げていると、エルマー様は笑い声を止めて、今度は優しく微笑ほほえみながら────

「仲良くしてやってくれ。お前を心から笑わせるかもしれない連中だからさ」




　そして、何事も無く毎日が過ぎる。私は相変わらず笑えないままだ。だが、今の私は何かが違う。自分でもそれは感じている。あの四人の人達が来て──一度は憎しみに囚とらわれかけたけれど、それも徐々に薄らいでいった。『希望』が見え始めたからだ。

　今の時期は『新年』というらしく、新しい周期の始まりを皆で祝うのだそうだ。去年はどこか東の方の風習だという事で、エルマー様が『バクチク』という物を行商人さんから大量に仕入れ、森の中に轟ごう音おんを響き渡らせた。勿もち論ろん、それも村人との溝みぞを深める一因となった。エルマー様もそれは確実に理解していたようだが、いつも通りニコニコと笑いながら、まるで状況を楽しんでいるかのようであった。

　今日もやはり東洋の風習で、七種類の草を煮込んで食す祭りだという事だ。エルマー様とシルヴィ様が、その準備の為に城内で湯を煮立てている。ナイル様は寝てばかりで、たまに起きては城の厩きゆう舎しやで三頭の馬と戯たわむれており、チェス様は城の書庫に残った本を読み続けるような毎日だった。マイザー様は良く私の元に来て色々と尋ねてくれるけれど、悲しい事に私は私自身の事はよく解らないのだ。記憶の根源のあたりに残るものを途切れ途切れに話すことしかできなかったが、その一言一言をマイザー様は真剣に聞いてくれた。そして、私の拙つたない話の為にいつもお礼を言ってくれる。

　もっと皆の役に立ちたいのに、私は殆ほとんど過去を思い出す事ができない。思い出せるのは、村の人達に虐しいたげられていた日々。そんな思い出ばかりだったが、その記憶すらも現在は塗りつぶされつつある。

　エルマー様が来てから、そしてマイザー様達がやって来てからの毎日の記憶が上書きされて。

　ああ、そうだ。これが楽しいという感情なのだろう。

　私は笑おうとしたが、村の様子だけが気がかりだった。

　この時期になると、村人達も外に出る機会が滅めつ多たに少なくなる。

　フェルト様が城に行った後、村の人達がどういう事を考えているのかは解らない。私に教えてくれる事など無いし、何かを計画していたとしてもこの雪の中では無理だろう。




　──２月。

　２月になれば。

　エルマー様が『２月』と呼ぶあの季節になれば。

　森の『外』から行商人がやって来る。

　雪の時期の行商人が帰った後には、『生いけ贄にえ』が差し出される筈はずだ。

　それは今年も私の筈だ。そうすれば、５年ぶりに私が一つの場所に揃う事になる。

　私は唐とう突とつにある事を思い付いた。

　そうだ、その時に笑おう。ニッコリと、エルマー様やシルヴィ様のように笑うんだ。私が急に笑ったら、きっとエルマー様もびっくりしてくれる。それで、その後にきっと笑ってくれるだろう。

　どうしよう。今から笑う練習をしておかなければ。

　エルマー様に見つからないように、こっそりと、こっそりと────




　そして、再び時は流れ──
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２月──古城




　月が変わり、暫しばらく快晴の日々が続いたある日──その行商人はやって来た。

　外界の文明レベルから大きく隔かく離りされたこの村に現れた『それ』は、ここが過去ではなく21世紀の現代だと思い出させるには充分なものであった。

「これは……」

　太陽が黄道の頂点に達しようかというその頃、マイザー達は突然響き渡った轟ごう音おんに驚き、わらわらと城の正門に向かう事となる。

　そこで彼らが見た物は──トラックをベースとした形状の、巨大な雪上運行車であった。

「どういう事？」

　城の前に停車したその巨大な車を前に、チェスやシルヴィはまず運転席を確認しようとした。しかし窓ガラスには特殊な加工がしてあり、政治家が乗る車のようにサイドガラスは黒い光を反射するのみだった。

　正面に回ると、薄っすらと車内の様子を窺うかがう事ができたが──そこに居た人間を見て、チェス達はなんとも不ぶ気き味みな感覚に囚とらわれた。

　その中にいたのは確かに人間のようだったが、顔中を被おおう黒いアンダーマスクを被かぶり、その上から軍用と思しきヘルメットを装着している。目にはゴーグルの様な物を装着していて瞳の様子を窺い知る事はできないが──顔面をピタリとこちらに向けて、まるで自分達の事を観察しているかのような印象を受けた。

「や、びっくりしたかい？　それとも外界が懐なつかしくなっちゃったか？」

　マイザー達がトラックの様子を窺うかがっていると、後ろから相変わらずの軽口が聞こえて来た。

「彼が『行商人』さ。……っつっても、運転席から外に出てきやしないけどね」

　何から尋ねるべきか迷っているマイザー達を余よ所そに、エルマーは運転席に向かって声を張り上げた。後ろにいる仲間の事を手を広げて示しながら──

「事情は飲み込めるなー？　帰りに乗っけて行ってくれよー」

「え……」

　どういう事か尋ねようとする前に、トラックのエンジンが轟ごう音おんを上げてチェスの声を搔かき消した。車輪の後部で激しい雪飛沫しぶきを撒まき散らせながら、トラックは雪の積もる山道を走り去って行く。森の道は車幅より僅わずかに広い程度で、対抗車が来たら擦すれ違う事は不可能だろう。もっとも、絶対に対向車に出会わないと確信できるからこその所業だろうが。

「じゃ、１時間後ぐらいにまた来ると思うからさ」

　エルマーはそれだけ言うと、呆ぼう然ぜんとしている四人を残して城の中へと戻って行ってしまった。

　後に残されたのは、頭上に疑問符を浮かべるマイザー達の姿と──これが夢ではないという事を証明する、雪上に残された大きな轍わだちのみであった。
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　村に、行商人がやって来た。

　村の人達は一様に荷車の周囲に集まって、村で取れた作物や冬場に製作した細さい工く物ものと引き換えに、油や布など様々な物資を交換している。しかし荷車の御ぎよ者しや台から人が降りてくる事は無く、皆荷台に書かれたレートを基に、自分達の手で交換を行っていた。

　中には品物をただで持ち逃げする人もいたかもしれないけれど、行商人さんはいつも鉄の荷車の御者台に乗ったままだ。

　シルヴィ様に教えて貰もらったが、あれは正確には荷車ではなく、『自動車』と呼ぶらしい。マイザー様達が乗ってきたものと同じ仕組みらしいが、こちらの方がずっと重々しく、力に満ち溢あふれているように感じられる。

　ともあれ、私はこの物々交換の風景は嫌いではなかった。遠目に見ている分には私に蔑さげすみの目を向ける人もいないし、誰もが活気に満ち溢れた表情をしているからだ。

　もっとも、今までは本当に『嫌いではない』という程度のものでしかなかったが、今ならば好きだと言ってもいいように感じられる。

　もちろん、村の人達も心の底では『行商人さん』の事を不ぶ気き味みに思っているようだ。『行商人さん』だって『外』からやって来る人間であり、自分達が否定したがっている事の存在を示す人物には違い無いからだ。だが、『行商人さん』は『余よ所そ者もの』とは違ってこちらに干渉して来ないから。村人達にとっては生まれた時から存在しているものだったし、大人おとな達は行商人さんに対して『黙殺』という態度を取り続けているから、子供達も自然とそれに倣ならっていった。

　私も本当はそうなる筈はずだったのだろう。だが、デズ様が村長になってからその風習は崩れ去った。デズ様は何な故ぜか露ろ骨こつに私を目の仇かたきにし、村の人達もそれに牽けん引いんされるように────

　やめよう。その時期が長く続いた為に、私の記憶は混こん沌とんの奥に埋もれてしまったのだ。あの日々を強く思い出せば、私の前に光る何かが闇やみの奥底に沈んで行ってしまうような気がする。

　ああ、少しずつだけれど、その光が強くなっていくのが解わかる。

　エルマー様やシルヴィ様達、それにフェルト様の御お蔭かげかもしれない。私が闇の奥底から再び光を見る事ができたのは────

　フェルト様について『蔑みもしないが、助けてもくれない』と考えた事は訂正しよう。フェルト様は私を助けてくれた。蔑まずに私に声をかけてくれた。私を私として扱ってくれた。それは既に、充分な救いではないか。厳密には違うのかもしれないが、少なくとも私はそう信じる事にした。




　目の前に希望が近づいたからだろうか。

　気のせいか、空がいつもより高く青く見える。

　村の人々の動きを眺めていると、後ろから声がかかった。エルマー様の声だ。

　私は売買の様子を眺めながる一方でエルマー様の顔を見る。エルマー様の顔は何い時つもどおりの笑顔だ。

「フィル。今日、行商人が帰る時に、俺おれとマイザーの二人で『外』にまで乗せていって貰もらうんだけど──正確には、お前が生まれたところまで」

「え？」

「もしお前にその気があるのなら──君の真実を教えてやりたいと思ってる。もしかしたらそれはショックな出来事かもしれないし、疑問が晴れてすっきりするかもしれない。だから、君が自分で決めればいい」

　断る理由は無かった。

　正直な話、不安もある。自分の全すべてを知る事によって、今までの人生が壊こわれてしまうのではないかと。この森が、私のフラスコが割れてしまうのではないかと。

　でも、今なら、今なら全てを受け入れる事ができそうな気がする。

　それに、私が本当に心の底から笑うには──きっとそれは乗り越えなければならない試練のようなものだろう。なんとなくそんな気がしてならない。

「行きます」

　私は、今までで一番ハッキリとした声で返事をした。

「私も、自分が何者なのか────知りたいです」




　城の中で私がそう言うのと同時に、村の私はデズ様の姿を見つけていた。

　喧けん騒そうに包まれたトラックの側で、私の方を凝ぎよう視ししている。

　自分でも気が付かない内に、また何かやってしまったのだろうか？

　殴なぐられた時の痛みを思い、私は思わず身を竦すくめたが────

　デズ様は何も言わず、そのまま去って行ってしまった。

　それが、私の中に奇妙な不安を湧わき上がらせる。

　デズ様のその行動は私の中に強いわだかまりとして残ったが、今はエルマー様の話に集中したかったので、そのまま心の奥底に押さえつける事にした。

　私の記憶が確かならば、デズ様は村長になってから初めて──私に向かって、笑いかけてくれたのだ。

　しかしそれはエルマー様の笑顔とは全く異質のもので、中身が何も無いような──

　──物凄すごく温度の低い、人を凍こおりつかせるような冷たい笑顔だった。
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午後　森の道




「荷台に揺られるなんて、随分と久しぶりの経験ですよ」

「売られていく子牛の気分だろ？」

　トラック型の雪上運行者の後部──つまり荷台の上に乗って、マイザー、エルマー、フィル（の内の一人）がガタゴトと揺られて行く。雪を搔かき分けながら進む雪上車はとても力強く、振動の一つ一つが重低音となって体の中に響いてくるかのようだ。

　フィルは先刻まで興奮しているように目を見開いていたが、疲れてしまったのか、現在は村人達が行商人に差し出した小麦袋を枕にして眠ねむっている始末だ。

「ところでさ、マイザー」

「どうしました？」

　エルマーが突然改まった声を出したので、マイザーは大きく伸びをして眠りに落ちかけていた意識を覚かく醒せいさせた。

「ナイルってさ、なんで仮面被かぶってんの？」

「……何を今更」

「いや、だってさ！　最初の日にあんなゴタゴタしたから、ついつい聞きそびれててさ！　後から改めて聞くのってなんか、こう、違うじゃん。それに、あいつが自分から説明しないって事はさ、あいつが自分でも隠してるって事かもしれないし。『お前空気読めてないなあ』って奴やつだと思われるだけならまだしも、ナイルの奴本気で怒りそうだからさ」

「確かに、ナイルは一度怒ると手がつけられませんからね」

　マイザーは仮面の男の激情を思い浮かべて、苦笑しながら同意する。

「彼の仮面は──まあ、保険だそうです」

「保険？」

「私達の右手が彼の頭に載のった時──頭に何か被かぶっていれば大丈夫かもしれないと。つまり、掌てのひらと頭の間に何か障害物があれば、それで『共とも喰ぐい』を防げるのではないかという事です」

「あー、そうか……なんだ、結構心配性だな、あいつも」

　──なんだ、チェスと言ってる事が違うな。

　エルマーがそう思っていると、マイザーが小さく笑いながら付け加えた。

「いえ、ナイルが我々を信用していないとかじゃないんですよ。彼が言うには────」




『もし俺おれとお前が野宿したとしよう。寝ぼけた夢の中でお前は上う手まそうなメロンを鷲わし摑づかみにする。そして夢の中で「喰いたい！」と思ったメロンが俺の頭だったとしてみろ。俺は寝ている間にあの世行きだ。あえて言おう。俺は別にお前らに喰われるならまだましだと思っているが、そんな展開で死ぬのは許せん。それだけだ』




「ハハ、何だよ、結局心配性って事じゃん！」

　ケラケラと笑うエルマーに対して、マイザーは静かに微笑ほほえんだまま呟つぶやいた。

「まあ、彼はそう言っていますけどね。本当は違うんじゃないかと思っています」

「へえ？」

「ナイルは──この３００年ほどの間、ずっと世界中の戦場という戦場を回っていたそうです。それも、激戦区といわれる場所の最前線ばかりに」

「……」

「何を知ろうとしてそんな場所ばかりに出向いたのか、そしてそこで何を見たのかは知りませんが──もしかしたら、何かもっと思うところがあって、あの仮面をつけているのかもしれませんね。もっとも、単なる推測に過ぎませんが──」

　何かを悟さとったような表情で古い仲間の事を語るマイザー。その表情を暫しばらく見つめていたエルマーだったが、ふと、安心したように微笑んだ。

「マイザー。お前さ、きっといい奴らに巡り合えたんだろうな」

「何です突然」

「いや、お前の笑いがさ、３００年前よりも明るくなってるからよ」

　突然妙な事を言い出したエルマーに、マイザーは苦笑しながら言葉を返す。

「そんな風に見えますか？」

「ああ、チェスもちょっと素直になりゃ、多分そういう風に笑えるんだろうけど」

　エルマーは城の屋根の上での会話と、少年の悲しそうな表情を思い出しながら呟つぶやいた。

「？　チェスがどうかしたんですか？」

「いや、こっちの話」

　そこで一いつ旦たん会話が途切れかけたが、エルマーは一言だけ付け加えた。

「ところでさ、『悪魔』は元気か？　お前の仲間になってるだろ？」

「──────」

　その言葉にマイザーは一瞬言葉を失って、悪戯いたずら小こ僧ぞうの様なエルマーの笑いを凝ぎよう視しする。

「びっくりした？」

「どうしてそれを」

「あいつとは昔色々あってね」

　冷静なマイザーが驚いた事が余程嬉うれしいのか、エルマーは心の底から楽しそうに、荷台の中に笑い声を響かせた。

　マイザーは不思議そうな顔で首を傾げていたが、聞いても簡単には教えてくれないだろうと判断し、この場でそれ以上追及するような事はしなかった。

「ま、それで思い出したけどさ。お前らの内、誰かまだ錬れん金きん術じゆつやってるのか？」

「──チェスが暫しばらく前まではやっていましたけれど、私はもう手を切ってますよ。シルヴィやナイルも同じです。『不ふ老ろう不ふ死し』という一つの究極目標を果たしてしまたわけですから、あとは研究自体が趣味でもない限りは無理でしょう。……そうですね、可能性があるとすれば──ヒューイぐらいでしょうか」

　古い仲間の名前に、エルマーはどこか懐なつかしそうに虚こ空くうを仰あおぐ。

「ああ、そうか、そうだな。錬金術じゃないにしても、少なくともあいつは何かの実験はしてるだろうなぁ」

「不死の力で国を転てん覆ぷくさせられるかを実験するような人ですからね」

「あー、久しぶりに会いたいな。田でん九く郎ろうともベグともヴィクターとも」

　どこか哀愁を漂ただよわせるエルマーの笑顔を見て、マイザーも古い仲間達の顔を思い浮かべる。

「会いに行けばいいじゃないですか。この村から離れてね」

「ああ、行くさ。その為にお前の協力が必要なんだよ、マイザー」

「？　それはどういう──おや」

　マイザーが尋ねるよりも先に、トラックが急激に減速し始めた。

　徐行するトラックの前方から、何か金属の軋きしむような音が聞こえる。荷台から前方の状況は窺うかがい知れないが、恐らく何か門のようなものが開いているのだろう。

　数秒後、トラックのスピードが徐々に上がり始め、周囲が唐とう突とつに暗くら闇やみに包まれた。

「……トンネルですか」

「もう着くよ」

　トンネルはすぐに終わり、荷台の周囲に光が降り注ぐ。しかしそれはマイザーは荷台の後ろから見える景色に注目していたが──それは予想よりも遙はるかに寂さびれた光景だった。

　詳くわしく観察する暇いとまも無くトラックは再び急減速し、そのまま停車してしまった。

「突然都会にでもなってると思った？　それは残念賞」




　彼らが辿たどり着いた場所は、まるで何かの研究所のような所だった。

　エルマーがケタケタと笑うのを余よ所そに、マイザーは荷台から顔だけを出して周囲の様子を窺うかがった。そこは大きな倉庫の中であり──まるで、トンネルを覆おおい隠すように建てられているような感覚だ。軍ぐん艦かんを建造するドッグのような物の規模を小さくして、無理矢理地上に陸揚げしたような印象を受ける。倉庫の中には数人の人影が見えるが、警備員の格好で腰のホルスターに銃じゆうを納めており、森の中で見かけた人々とは１８０度方向性が違うのは明らかだった。

　コンクリートの地面と警備員達の姿を見て、マイザーの感覚が一気に違う次元に引っ張り上げられた。つい10分前までは森の外でまるでファンタジー世界に迷い込んでいたような気分でチューニングされていた脳髄に、21世紀の地球という現実が唐突にぶちまけられたのだ。マイザーは見慣れていた筈はずの文明に軽度のカルチャーショックを起こし、そんな自分に気が付いて照れくさそうに苦笑いを浮かべている。

　警備員の一人がマイザーに気付いたようで、ホルスターに手を添えながらこちらに向かって近づいて来た。仲間に合図をしたりしていない事からみて、どうやら専門に訓練された軍人の類たぐいではなさそうだ。

「さて、我々はどうなるんですか？」

　こんな状況は慣れっこだとばかりに、マイザーが冷静に問いかける。

「大丈夫だって。すぐに撃ったりはしないよ」

　エルマーはまだ荷台の中に座り込んだままで、眠ねむるフィルの頭を撫なでながら微笑ほほえんだ。

「だから、ナイフはまだ仕し舞まっといてくれ」

「了解しました」

　マイザーは腰から手を話し、警備員と思しき男の行動を待った。ところがその数秒後に、車の前方からドアの開く音がする。警備員はドアの方に暫しばし目を移し──何事も無かったかのように背後に振り返った。

　そのまま離れていく警備員と入れ替わりに、疲労を詰め込んで煮詰めたような、暗く重々しい声が聞こえて来る。

「あんたが──エルマーのお仲間かね」

　マイザーが声の方に目を向けると、そこには大柄な老人が立っていた。手には外したばかりと思しきゴーグルとマスクが握られており、どうやらこの車を運転していた人間だという事は窺うかがえた。

　老人は荷台の奥に目を移し──笑いながら手を挙げるエルマーと、その横で眠ねむる少女の姿を確認する。フィルの安心したような寝顔を見て、老人は複雑な表情で大きく息を吐はいた。

　それからマイザーに向かって己の名を名乗ったのだが──

　老人の名前を聞いて、マイザーの表情は急激に温度を下げる事となる。

「私はビルト・クェーツ。この森の責任者だ。もっとも、戸籍上は別の名を名乗っているがね」
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　周囲が騒がしくなったのを感じ、エルマー様と同行していた私の目が覚めた。

　本来睡眠をとる時間ではなかったのだが、興奮して体が疲れたのか、それとも揺れる荷台に体を揺られたのが原因だろうか、私はすっかりと眠りこんでしまっていたようだ。

　まだそこは荷台の中で、後ろの方に見覚えのある景色が見える。

　ここにははっきりと記憶がある。私が死ぬ時にいつも来る場所だ。

　ああ、マイザー様の前にクェーツ様が立っている。会うのは一体何年ぶりだろう。私を殺して、生き返らせてくれる人。それ以外は私に何も伝えないし、私も何も聞く気にはなれなかった。でも、今の気分なら色々と話をすることができるかもしれない。

　今日はとても気分が良かったし、なによりエルマー様とマイザー様も一緒なのだ。

　それにしても──

　どうしてマイザー様は、こんなに厳しい顔をしているのだろう。

　マイザー様のこんな顔は初めて見た。

　何かよくない事が起こるのかと思い、私の心の中に僅わずかな不安が渦うず巻まき始めた。

　ああ、今ならわかる気がする──エルマー様が『笑顔』に拘こだわる理由が。

　マイザー様があのような表情をしていると、なんだか私まで不安になるような気がした。

　笑ってください、マイザー様、笑ってください────






　　　　⇔




「ぶっちゃけた話さ、あの人はセラードの爺じい様の子孫だよ。面識は無いらしいけど」

　倉庫の中を歩きながら、エルマーが淡々と説明をする。

「顔も似てるだろ？　いやー。俺おれが最初にトラックに忍び込んでここに来た時はビックリしたよ。まあ、警備員に袋ふくろ叩だたきにされた事も充分にビックリしたわけだけど」

「……」

　何い時つもならば愛あい想そ笑いで受け流されるエルマーの軽口も、今のマイザーの耳には届いていないようだ。ただ、神妙な顔つきになって老人の後についていく。

　しかしエルマーは少しも怯ひるまず、先刻以上に軽くなった舌をベラベラと動かし続けた。

「そんな怖い顔したら駄だ目めだっての、マイザー。この爺じいさんは……まあ爺さんっても俺達の方が年上なわけだけどね。まあ、とにかくこの人はもうセラードとは関係無いんだって。親の意志をついで、自分の望んだわけでも無い作業に一生を捧ささげてる殊しゆ勝しような男じゃないか」

「作業？」

　マイザーの口に、普段ならば決して現れない厳しさが迸ほとばしった。

「……何も知らない人達を森の中に隔かく離りしている事がですか？」

「落ち着けよ。フィルが怖がる」

　マイザーがハッとして己の視野を広げると、エルマーの背中に隠れるようについてきていたフィルの、どこかしら怯おびえたような表情が目に入った。

「……すみません」

「謝るなよ。謝るぐらいならいつもみたいにニコニコっと笑ってやれっての。そうすればフィルも安心するからさ」

　エルマーがニカリと笑いながら少女の背中を叩たたくのを見て、マイザーも何とか落ち着きを取り戻したようだ。どこかぎこちない、少し困ったような微笑ほほえみを浮かべた。

　それに呼応するかの様に、ビルトと名乗った老人が口を開き始める。

「──どこから話したものかの」




　ビルト・クェーツ。かつてマイザーと共に不ふ死しの肉体を得て、その船上で多くの仲間を『喰った』男、セラード・クェーツの子孫にあたる男だ。

　彼の祖そ父ふはセラードの子孫であると同時に、その優秀な助手でもあった。

　セラードは不死の肉体だけでは飽き足らず、自らの知識欲を満たす為にホムンクルスの製造に着手していた。

　完全なるホムンクルスは、フラスコの中で育つ小こ人びとであり、宇宙の全すべての知識を会え得とくしている代わりに、フラスコの中でしか生きる事ができないと言われている。

　セラードは自らが『喰った』知識の中にホムンクルスに関するものがあると気付き、『完全なる知識』を求めて更に研究を深めていった。

　しかし、いくら永遠の時間があるとはいえ、セラード一人で研究を続けるにはあまりにも効率が悪い。そこで彼は、自らの子孫やその他の有能な弟子達にそれぞれ研究を進めさせる。

　それでいて自らの『不ふ死し』に関する研究は決して錬れん金きん術じゆつ師しには行わせなかった。酒の調合も錬金術の知識の無い薬剤師を使い、自らの子孫にさえも携たずさわらせようとしなかった。

　そんな疑り深い男の下で働いていたビルトの祖そ父ふだったが、ある時、セラードから与えられたある理論に基づき、ある種のホムンクルスを造り出す事に成功した。それは不死であるセラードの細胞を触しよく媒ばいとするものであり、そのホムンクルスも不死の属性を持つというものであったが──肝かん心じんの『完全な知識』とはかけ離れた存在だった。




「それから何体かそういうのを造っては始末して──セラードの爺じい様は、最後にエニスだかエリスだかっていう女のホムンクルスを造ったらしい。最後っていうのは──それから暫しばらくして、音おと沙さ汰たが一切なくなったんだとよ」

「私の祖父は元々米国で研究を続けていたが──それを期に、クェーツ家のあるこの国に戻って来た。そして、セラードのコネとクェーツ家に残っている遺産──まあ、この土地になるかのう。私の祖父はそれを利用して、この土地に移り住んで独自に研究を進めていった」

「そして──ある計画の為に、資財を投げ打って森の中に開発にとりくんだ。それがホムンクルスの実験さ」




　彼らは完全なるホムンクルスと不死、その双そう方ほうに辿たどり着く為の研究を行っていた。

　その為に造ったホムンクルスは二種類──どちらも『出来損ない』と呼ばれる溶液を基本として作成された。

　それは不完全な不死──老化を止める事ができないという、出来損ないの不死薬だった。

　そこに、彼らの造るホムンクルスのヒントがあった。このクスリによる不死とは──細胞に自分たちとは別の次元の『何か』を融合──魔術的に言うならば、無限に再生を続ける群生のような何かを『憑ひよう依い』させる事によって不死と成す。セラードはそう理解し、研究を進めていた。異世界──それが多元宇宙なのか、それとも全く別の要素なのかは解わからない。『悪魔』と呼ばれる存在が関わっていたらしい事から、それは魔界であるなどといった突飛な説まで飛び出した。

　しかし──それが解ったところでホムンクルスの研究は進まず、セラードが居なくなってからは完全に研究に行き詰まってしまった。だが、独自に研究を進める内に彼らはある事に気が付いた。不死の肉体の根幹となる『ここではない何ど処こか』。そこに存在する『知性体』の意識を、こちら側で複数の肉体に憑依させる事は可能なのだろうかと。

　そして研究を進めた結果、彼らは二種類の不完全なホムンクルスを完成させた。

　一方は男性型で、人間と同じように成長するタイプ。もう一方は女性型で、成長しない代わりに寿命が短いタイプ。研究の末にある程度の年ねん齢れい以降の老化を止める事には成功したのだが、それはあくまで外見の話だけだった。引き換えに寿命自体が大幅に減少してしまい──その欠点を補う為に、常に五体の体を常時『起動』させている。




「つまり、それがフィルって事」

　エルマーは実に垢あか抜けた口調で、まるでクイズの答えでも言うかの様に事実を告げる。

　ビルトはある扉の前に辿たどり着き、入口横の電子キーに暗証番号を入力し始めた。それを待つ間にも、エルマーは淡々と自分の理論を加えながら説明を続けていった。

「一体が『老化』して──っつっても外見は変わらないんだけどさ、まあ兎とに角かく体力が落ちて死にそうになると、フィルはこの研究所までやってくる事になってたんだ。研こ究つ所ちでも大体の時期は予測しているらしいけどね」

　マイザーはそれを確認するかの様にフィルの方を見るが、彼女は特に何の感情も浮かべないまま、こくりと小さく頷うなずいただけだった。

　エルマーは彼女の頭を軽く撫なでながら、言葉の続きを語り始めた。

「テレビゲーム、やった事あるか？　あれで例えるとな、一人でコントローラーを二つ持つ、つまり一人二役をこなすって事さ。それで、片方が死んだらとりあえずもう片方のキャラクターを動かしながら、その間に『コンティニュー』をするってわけ。例えば──地下鉄の入口は地上に点在してるけど、地下じゃ繫つながってるだろ？　この場合、地上に見える入口がこの子の肉体って事、そして、地下──つまり異世界では、この子の意識は一つに繫がってるって事」

　エルマーの言葉が終わると同時に、四人の眼前にある扉がモーター音と共に開かれる。

　そして、そこでマイザー達が見たものは────

「……こんな物があるのは、映画や漫画の中だけかと思ってましたよ」

　マイザーの眼前に、人間一人が楽に入れるかという巨大な水すい槽そうが幾つも並んでいた。その殆ほとんどは空となっていたが──何らかの水溶液が満たされた幾つかのものの中に、何かの塊かたまりが浮いている事にマイザーは気が付いた。

「これは……」

　それは、人間の子供の形をしたモノだった。身体からだを丸く蹲うずくまらせて、母ぼ胎たいの中の胎たい児じのような格好をしている。臍へそから伸びた肉の管は、そのまま水槽の下に伸び────何か赤黒い泥のようなものの中へと繫がっていた。

　その物体の姿をマジマジと観察し────半分予想していた事とは言え、マイザーは僅わずかに顔を曇らせた。

　水槽の中に浮かぶ少女の顔は、フィルに良く似たものだったからだ。

「クローンとは違うからね、同じ顔になるってわけじゃない。それでも環境や触しよく媒ばいにした人間の細胞とかの関係で、姉妹程度には似た顔立ちになるみたいだけど。ともかく、一度死んでしまった身体はこの水槽の中で特殊な処理をされて──底に溜まってるような肉にく塊かいになる。人間に対してこんな言葉は使いたくないけど、いわゆるリサイクルって奴やつだね」

　エルマーがそこまで説明したところで、ビルトが小さな硝子ガラス瓶びんを持ち出した。

「これが──彼女たちの『意思』を繫つなぎとめるための触媒である『水』だ」
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　その硝子瓶の中には透明な液体が入っており、見た目では殆ほとんど普通の水と区別がつかない。

「……ただの水みたいに見えますが」

「俺おれらをこんな身体からだにしたのだって、ただの酒みたいだったじゃん。出来損ないとはいえ、あれを元にして造ったんだから当然っちゃ当然だろ？」

「それもそうですね」

　マイザー達の会話が一区切りついたのを確認し、ビルトは話の続きを口にする。

「空の肉体にこの水を吸収させる事によって、『憑ひよう依い』は完了する。たとえ一滴でもな。つまり、この中に彼女達の記憶や経験が蓄積されていくわけだ。そういう意味ではこの水は彼女達の『本体』だと言っても良いかもしれん」

「本体？　では、この『水』にも意思があると？」

　マイザーの疑問については、エルマーが横から口を出してきた。自分も何か喋しやべりたくて仕方が無いのだろう、彼の目はいつもに増して活き活きとしているような状態だった。

「意思はその水には無いさ。考える為の脳も、何かを感じる為の神経も肉も口も耳も目も無いんだからな。さっきみたいにゲームで例えれば、その水は『セーブデータ』ってところかな。肉体っていうキャラクターに情報を注ぎ込んで始めて動き出す。何かを感じ、考える事ができるようになるって事さ。人間の脳があれば、人間と同程度の思考能力が生まれるわけだね」

　その事実が意味する事を考え、マイザーは少し黙り込んだ。何かを考えてるマイザーを見て、それを見透かすようにエルマーが語りかける。

「おそらく俺おれ達から見ればよっぽど頭のいい知性体なんだろうな。人間の脳味噌を五個、あるいはそれ以上の数を同時に使いこなしちまうんだからさ。こっちの制約から外れて、向こう側にある本来の姿になればどうなっちまうんだろうな。俺達とは全く違う思考形態か──もしかしたら実は知性なんてものは無くて、そこらにいる虫みたいに生存プログラムだけで生きてるような存在かもしれない。生存する為だけに、人の言葉を覚え、喋しやべる。そんな可能性もあったわけだけど──」

　そこまで言って、エルマーは後ろで黙って聞いていたフィルの肩を叩たたく。会話の内容に完全について来ているわけでは無いらしく、所々で首を傾げていたようだ。恐らく、ゲームに例えたあたりで理解が困難になったのであろう。テレビゲームを全く知らない彼女にとって、今の会話から理解しろという方が無理な話であったのだが。

　エルマーは彼女に向かって優しく微笑ほほえむと、マイザーに向き直りながら続きを語る。

「俺は、そうじゃないと──いや、ぶっちゃけどっちでもいいと思ってる。たとえこの子が『向こう側』でどんな存在だったとしても、この子はこの子さ。少し生きるのに不器用だけど、根っこじゃ何い時つでも人の事を考えてる優しい子だ。そうだろ、マイザー？」

　その問いかけに対し、マイザーもフィルの目を見て笑ってみせた。

「同感です」




　マイザーは暫しばらく水すい槽そうの様子等を観察していたが、やがて真剣な顔をしてビルトに尋ねかける。

「さて……これを見せて、私に何をしろと？」

　その問いについては、エルマーが答えて見せた。

「単純な話でね、爺じいさんがもう余命いくばくも無いわけよ。いや、まあ俺らから見たらの話だけどさ。とにかく爺さんが死んだらこの実験はお終しまいだ。後を引き継ぐ奴やつがいないし、爺さんも終わりにしたがってる。そうなれば、混乱こそあれ村人は解放されて終わりだが──その前に、せめてフィルを救ってやりたいって事さ」

　その後を引き継ぐように、ビルトは自分達の事について後ろめたそうに話し始める。

「私はずっと不安だったよ。祖そ父ふや父が何の躊躇ためらいも無く、こんな恐ろしい研究に身を投じているという事が……いや、フィルの事が恐ろしいと言っているのではない。二組のホムンクルスを造ったのは、やはり『完全なる知識』の為だったという。肉体を変えながら永遠に生きさせれば、経験と知識を積み上げ、やがて本当の意味でのホムンクルスに近い存在になるのではないかと。それを元に、本物のホムンクルスを創造しようとしたのだ。その為に、私の祖父や父は、豊富な資産や先祖──セラードが政府の内部に作っていたコネを背景に、恐ろしい実験を開始したのだ」

　まるで自分自身の罪に怯おびえるように、ビルトの体がカタカタと震え始めた。

「多額の借金等と引き換えに、数多くの人間達を『買った』のだ。生まれたばかりの子らを連れた者も数多くな！　そして、彼らにこの隔かく離りされた空間の『住人』になれと強要したのさ。金以外にももっと直接的な方法を使ったりもしたようだが……私はその現場には居合わせていない。私もまだこの村ができた時には物心もついていなかったのでな」

　老人の長い告白を、マイザーはただ沈黙を持って受け入れ続ける。だが、老人が一度言葉を切ったのを見て、重く静かな口調で尋ねかけた。

「……何の為に、わざわざあの村を作って……」

「シミュレーションだよ」

　暗い表情をしたマイザーの問いに対し、エルマーはあっさりとした表情で答えを返す。

「自分達の造ったホムンクルスを、いきなり世界に放り込むには抵抗があったんだろうな。まずは自分達で完全に管理できる箱庭である程度の知識を身に付けさせて、人と交わった場合の成長過程の研究を進めようとしたんだろうなあ」

「そんな事で？　わざわざ村を一つ作らなくても……人身売買なんかしなくても充分可能な事じゃないですか」

「不安だったんだろうなあ、独り占めしたかったんだろうなあ。ああ、研究の過程で『不ふ死しの薬』が関わっていなきゃぁもっと違った形になってたと思うけどさ、まあ、不死ってもんに関わった人間は皆どこか狂っちまうらしい。早い話が──この爺じいさんの祖そ父ふと親おや父じは不死の薬に関する情報が漏もれるのを嫌った、つまりこの研究に関わった奴やつを一人も外に出すつもりは無かったって事さ」

　エルマーの自じ虐ぎやく的な笑いを余よ所そに、ビルトはさらに沈痛な表情となって独白を再開する。

「こんな事は終わりにするべきだ、ずっとそう思っていたのだが──私は怖くてそれができなかった！　祖父も父も死んだ今、この恐ろしい罪を私一人で償つぐなわねばならぬのかと思うと……。だが、５年前……このエルマー殿が私のトラックに忍び込んで来た時まで……彼に村の様子を聞くまで、まさかフィル達が村でそんな目に遇あっているだなどと！　寿じゆ命みようが尽きる時にここを訪れた際も、私はそんな事には何一つ気が付かなかった……聞けば答えてくれたのかもしれんが、私はそれすらしなかった。私は自分のしている事への後ろめたさから、意図的にこの子を避けてしまっていたのだ……こんな私が今更何を言っても無む駄だかもしれんが、せめて、せめてこの子に幸せになって欲しい……せめてそれを償いたかった」




　元々は古城に見立てて設計した研究所を拠点としていた彼らだったが、村を造り、フィル達の成長を観察する事を決めた時点で──彼らは周囲からこの地域を断絶させた。周囲の木々に『出来損ない』の不死薬を注入し、寿命以外の要因では絶対に枯れない森を造り上げた。

　村が出来た後も、行商人として錬れん金きん術じゆつ師し達は村人の様子を観察した。時折部外者が森に紛まぎれ込むというハプニングもあったが、どうやら村人達が自ら排除しているという事が解わかった。

　トラックに忍び込んで来た若者が居た事もあったが────彼らは皆『外』の世界に驚き、感動し──そのまま村に戻ろうとはしなかった。元々あるか無いかもわからない『外』に憧れていたような人間である。森を踏とう破はして外に辿たどり着いた者達も含めて、恐らくは家族や故郷への未練よりも『外』の世界の魅力が上回ったのだろう。

　もっとも、時折戻ろうとする者が居ても、研究者達は彼らを再び森に入れるような真ま似ねはしなかったのだが。




　老人の告白を聞いていたマイザーは、無表情のままで静かに口を開く。

「償つぐなうというならば、村の人達に対してもその気持ちは持つべきでしょう」

「それは重々承知の上だ。だが──この先、開放された村人達に行く当てやそれまで築いた家族の関係があったとしても、フィルには……この村しか無い。特に、寿じゆ命みようが短いこの子にとってはな」

「でもさ、俺おれは約束しちゃったわけよ。フィルに『広い世界を見せてやる』って。足あし枷かせを外して、自由にしてやるってさ」

　ビルトの言葉に続いて、エルマーが目を逸そらしながらマイザーに話しかける。遠まわしな物言いだったが、マイザーは彼の意図を即座に理解して尋ね返す。

「つまり──私にフィルたちの『寿命』を伸ばせと？」

「ほんっとマイザーって話しが早くて助かる！」

「……予あらかじめ言っておきますが、不ふ死し薬は作りませんよ」

「それも解ってるさ。だが、お前の知識は研究の役に立つだろ？　それに……３００年以上生きてる錬れん金きん術じゆつ師しが五人も揃ったんだ。そりゃ強制はできないけどさ、皆で研究すれば何かの方法を見つけ出せると思うわけだ」

　沈黙に落ちるマイザーの横では、フィルがビルトの横に行って何かを話しかけている。

「あの……私にはどうしてビルト様が罪の意識を抱いだいているのか解りません。村の人は解りませんけど、私なら大丈夫ですから……そんな暗い顔をしないでください、笑ってください──」

　ビルトを心配している様子の彼女を見て、マイザーは暫しばらく複雑な表情で考え込んでいたが────やがて大きな溜ため息いきをついて頷うなずいた。

「研究資料を見せてください」







　マイザーが研究資料を見始めて数時間後──エルマーがぽつりと呟つぶやいた。

「俺がここに来たのは──ここがセラードの関係者の施設だっていうのを知ったからさ。森の中に、古城を使った錬金術の施設があるとかいう噂うわさをね。もしかしたら、セラードが戻って来るかもしれないだろ？　そしたらあの爺じいさんを説得できるかもしれない、そう思ったんだ」

「エルマー……貴方あなたはまだそんな事を」

「まあ、もう死んじまったんじゃしょうがないけどさ」

　ケラケラと笑うエルマーの顔を見ながら、マイザーはある事に気が付いた。

「エルマー……貴方がここにいるという情報を流したのは──貴方自身ですね？」

「あ、解わかった？　いや、俺おれはさ、ここからヴィクターに連絡をとって、マイザーに繫つながらないかなーと思っただけなんだけどさ。そしたら、なんか『情報屋に相談する』とか言っくれたから、俺はあいつの好意に甘あまえさせて貰もらったってわけ。お前の事だからてっきり一人で来ると思ってたんだけど、四人で来ちゃうんだもんなあ……」

「本気で驚いてましたよね」

「フィルに『村に四人の家族連れが来た』って聞いた時は、まさかお前とは思わなかったさ。御お蔭かげでちゃんとした歓迎ができなくなって随分と間抜けな姿を晒さらしちまったもんだ」

　マイザー達が城にやって来た時の事を思い出し、エルマーは一人でクックと笑い続けた。

　一方のマイザーは、判明した事実から一つの仮説を組み上げ、それを確かめる為にエルマーに問いかけた。

「……私の知識を利用して、この研究を完成させようと？」

「まあね」

　悪びれた様子も見せず、エルマーはあっさりとその事実を認めてみせる。

「いざとなれば、また悪魔でも召しよう還かんしてもらおうとか思ってた」

「軽く言いますね……」

　マイザーは呆あきれたように顔を被おおいながらも、どこか諦あきらめたように笑っていた。

「そういう貴方は、もう錬れん金きん術じゆつとは縁を切ったんですか？」

　何気ない問いかけに、エルマーは暫しばらく言葉を途切れさせた。暫く虚こ空くうを見つめていたかと思うと、何かを懐なつかしむように声をあげる。

「俺が錬金術師を目指したのはさ、金きんだよ。単純に金が欲しかったんだ」

「意外ですね」

「俺はさ、錬金術師になって山ほどの金を作ってさ、貧乏な人にそれをジャンジャン配ってやろうと思ってたんだ。勿もち論ろん、自分の分もちゃんと取っておいてさ。そうすれば、皆幸せになれるじゃないかって思ったわけよ」

　どこか照れたような表情になって、エルマーは恥ずかしそうにはにかんだ。

「馬ば鹿かだろ？　経済学も社会学も基本的なところからペケだったからさ、金が値崩れするとか生産が止まるとか、そういう事は欠片かけらも考えなかったんだよねー。まあ、長生きしてるうちにそれも理解できたし、人間の幸せってのはそんな単純なもんでもないってのが解ったからさ、今は特別錬れん金きん術じゆつには拘こだわってない」

　そこまで言ったところで、フィルとビルトが部屋に入って来た。それを見て、エルマーは話題を変えるように声をあげた。

「ああ、ところでさ、ビルト。前から気になってたんだけど……その男のホムンクルスはどうしてるんだっけ？　フィルに聞いても直接会った事が無いっていうからさ」

　老人はその問いに一瞬だけ意外そうな顔をした後、やがて何かに納得したように頷うなずいた。

「そうか……あいつは完全に村に溶け込んでおる筈はずだから、恐らくは会っているのに気が付いていないだけだろう」

　ビルトは複雑な表情になって、一人の男──いや、一体のホムンクルスの事を思い出す。

「恐らく自分が実験体である事に気付き、苦しんだのだろうな。奴やつは……わしが決意するよりも先に、自ら実験を放ほう棄きしたよ。15年ほど前かな。ここに忍び込んで、自分の肉体が入っている培養液を破壊して去っていった。触しよく媒ばいである『水』も持ち出してな。それ以来ここには来ていない。もっとも、来た所で『水』がなければどうにもならんのだが」

　老人はまるで息子むすこを懐なつかしむような表情で、懐ふところから一枚の写真を取り出した。

「今のあいつは確か二体目の体で、年ねん齢れいは50前後のはずだが……今頃は村の一員として、天てん寿じゆをまっとうしようと暮らしておるのだろう」

　まるで息子の幸せを願うかのような顔で、ビルトはその写真をマイザーに見せる。

「ほれ、この男だ。もしも会う事があったら宜よろしく伝えておいてくれ」

　ビルドから見せられた写真には、一人の若者の写真が写されていた。瘦やせた男で、鋭い目つきが特徴の男だった。

「はて。なんだか、どこかで見覚えが──」

　マイザーも少し気になったようで、写真の男を凝ぎよう視ししている。

「あれ？　……こうすると──」

　エルマーが何かに気が付いたようで、近くにあった消しゴムを軽く机にすり、出てきた消しゴムのカスを写真の男の口に載のせてみた。

　フィルが後ろからそれを覗のぞき込んで、思わず名前を叫んでしまった。

「────デズ様！」
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　まさか。

　まさかそんな。でも間違いはない。

　ビルト様の見せた古い写真。

　そこに写っていたのは、間違い無くデズ様だ。

　デズ様が私と同じ──造られた人間だとするならば、果たしてデズ様は私の事を知っていたのだろうか。同じ場所で生まれた存在だと知っていたのに、どうして私をあそこまで憎むのだろう。

　それとも──同じだからこそ憎んでいるのだろうか。

　私は写真を見つめて立ち竦む一方で、村長の家に向かって駆け出していた。

　夜も深ふけ始めて、まだ雪が深く積もる村は人通りが少ない。

　私が駆かけているのを見て、擦すれ違う人達は皆怪け訝げんな顔をする。この事が口実となって、後でまた殴なぐられる事になるかもしれない。それでも、確認せずにはいられなかったのだ。

　私とは違い、たった一人で、成長を続けながら暮らしていたのだとすれば──結婚していたとしても、子供を生んでいたとしても、そして村長となっていたとしてもおかしくはない。




「む……どうした。そんな強こわ張ばった顔をして」

　城の厩きゆう舎しやの中で、ナイル様が珍しく声をかけてくれた。




「大丈夫？　顔色が悪いみたいだけど……後は私がやるから、休んでていいわよ」

　城の厨ちゆう房ぼうで、シルヴィ様が優しく微笑ほほえんでくれた。




「マイザー達、遅いなあ。ねえ、そっちはどんな様子なの？」

　チェス様は城の外に立ったままで、マイザー様の帰りを待っている。




　しかし、どの言葉にもまともに答える余よ裕ゆうは無い。

　今はただ、この村を走る私の体に全すべての意識を集中したかった。

　所々で雪に足を取られながらも、私はただひたすらに村長の家を目指した。




　村長の家に辿たどり着くと同時に、私はそのドアを強くノックした。今までで一番力を籠こめたのではないかと思えるほどの力で。拳こぶしに激しい痛みを感じたが、今はそんな事を気にしている場合ではない。

　扉が開くまでの時間が、まるで永遠のように長く感じられた。

　そして、扉が開き──

「あれ、フィル……どうしたの？　そんなに慌あわてて」

　ドアの向こうから現れたのは、デズ様ではなくフェルト様だった。

「あ、あのッ！　デズ様は、デズ様は今何ど処こに！」

「父さんなら、井戸に水を汲くみに行ったけど──」

「ありがとうございます！」

　フェルト様は不思議そうな顔をするが、今は説明している暇はない。

　昼にデズ様が私に見せた冷たい笑顔──そのわだかまりが今、大きな不安となって私の内で暴れ狂っている。

　走る、走る、走る──自らの中で暴れ狂う、その不安から逃れるかのように。あるいは、その元げん凶きようを追い詰める為に──




「おい、フィル──村長に問い詰めるなんて事は考えるなよ」

　エルマー様の声が聞こえる。その前に立っている私は、小声で『ハイ』と呟つぶやいたが──村にいる私にとっては────もう遅かった。
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　村のはずれにある小さな井戸。深く掘られたその井戸は余程の事が無い限り完全に凍こおる事は無く、表面に張る凍りは桶おけを落とせば簡単に割れるようになっている。川が遠いこの村にとっては、生活の中心となっている重要な貯水池であった。

　その前に立つ一人の男。偉そうな口髭ひげを蓄えた男は、井戸の前に立って静かに水面を見下ろし続ける。

　まるで誰かを待っているかのように、井戸の前から微動だにしない。

　そして今──その待ち人が現れた。

「デズ様」

　少女の声に村長が振り返ると、そこには息を切らせた少女の姿があった。

「待っていたよ。思ったより遅かったな」

　村長はまるで待ちわびて居たかの様にフィルの顔を見つめ──そして呟つぶやいた。

「ようやく知ったようだな。いや、思い出したというべきか？」

　ニヤニヤと笑う村長。その右手には、一つの小こ瓶びんが収まっている。

「行商人について『外』に向かったのだろう？　我々のゆりかごであり、同時に墓場でもあるあの場所へ」

「……その瓶は……」

「そう、俺おれと御前達のゆりかごだった硝子ガラス瓶びんだ。俺とお前の違いは、二種類あった硝子瓶の内、どちら側で生まれたか──たったそれだけの違いだなあ」

　デズは何ど処こか自じ虐ぎやく的な口調で、掌てのひらの中の小瓶をフィルに向かって見せ付ける。

「つまりこれは『私』だよ。ビルトの爺じじいから聞いていないか？　私の本体であり、私を増やす為の触しよく媒ばいであり、私の魂たましいでもある」

　デズが一体何をしようとしているのか、フィルには全く想像がつかなかった。その様子を察したのか、デズが例の冷たい笑顔を浮かべながら、瓶びんの蓋ふたをゆっくりと捻ひねり始めた。

「例えば、だ」

　まるで科学の実験の講釈を垂れるかのように、必要以上に説明がかった台詞せりふでフィルに語りかける。

「本来空からの器である肉体に、私の『意思』であるこの水を注入して、『私』が出来上がるわけだが────。この水を井戸に落として、既に生きている村人達に摂せつ取しゆさせたらどうなると思うね？」

「……！」

　今までに意思を持った『水』を摂取させてきたのは、培養液の中で生み出された『空』である肉体のみだ。それを、通常の人間が摂取したら──一体どうなるというのか。

「以前に一度だけ、寿じゆ命みようで死にかけた義父──つまり前の村長で試した事がある。正解は『せめぎ合う』だ。お互いの意識が、肉体の主導権を握ろうとしてな。面おも白しろいだろう？　この世界にしっかりと物質として存在している筈はずの脳味噌が、俺おれ達の様な『異次元』の意識と真っ向から戦う事になるわけだ。もはやこれは錬れん金きん術じゆつではなく、霊れい媒ばいや魔術の範はん疇ちゆうだ。そうは思わないか？　主導権を握った意思は、相手の知識や経験を全すべて我が物とする事ができる。これはあの城にいる『不ふ死し者』どもの共とも喰ぐいのシステムに良く似ていると思わないか？」

　どうしてデズがそれを知っているのか。フィルは疑問に思ったが、考えてみればその辺りの話はシルヴィがフェルトに全すべて伝えているのだ。父親であるデズが聞き及んでいるとしても何もおかしい事ではない。

「そして俺は、悪いがこの村の連中のように、ただ周りに流されているような連中に負けるようなつもりは全く無い。ま、一種の賭かけではあるがね」

　それを聞いて、フィルはようやくこの男がやろうとしている事に気が付いた。

「まさか」

「私はもう、こんなちんけな村を納める事に飽あきたのだよ。このまま何も知らずに生き続ければ良かったのかもしれんが、あの余よ所そ者ものの悪魔どもの御お蔭かげで、少しだけ希望が持てたよ。この森の外には確実に『世界』が広がっている！」

　狂気に満ちた瞳を血走らせながら、村長は、村長だった男は静かに叫び続ける。

「私は考えたよ。世界に出るには、私一人の命など実に心もとないものだ。だが、この村に住む76人の人間が、全て『私』になったとすれば──────それは、外の世界でも充分通用する『力』だとは思わんかね？」

　少女はデズの真意にショックを受けたような表情をしていたが、すぐに気を強く持ち直して、ゆっくりと、力強く言い放った。

「──させない」

「ほお？　お前のようなクズが、私に何をさせないというのだ？」

　楽しそうに語るデズに向かって、少女ははっきりと己の意思を告げる。

「村の人達の意識を奪うなんて……そんな事は──させません」

　半分怯おびえながらも、双そう眸ぼうには強い決意を秘めて、フィルは一歩前へと踏み出した。

「そうか。それは良かったな」

　デズはそれを気にする様子も無く、なんの躊躇ためらいも無く瓶びんの蓋ふたを開けようとする。

「──やめてぇッ！」

　半分悲鳴の様な声をあげながらフィルはデズのもとへと駆かけ込んだ。右手に持った瓶を奪う為に、自分の持てる全すべての力を両足に集中させて跳躍する。

　対するデズはそれを待ち受けていたかの様に、左手を懐ふところに入れ──銀色に輝く刃物を取り出し、フィルの腕を斜めに斬きりつける。

　一いつ閃せん。フィルの顔が熱い違和感に歪ゆがみ、一瞬遅れて痛みによる歪みへと変へん貌ぼうする。

「クズめ」

　憎しみの込められた目で睨にらむデズの顔に、赤い飛沫しぶきが数滴撥はね落ちた。

「うああああぁぁぁ──っ」

　しかしフィルは止まらない。勢いを殺さないままで、体ごとデズの身体からだに突っ込ませる。

「ぬぅ!?」

　体重の軽い少女の何という事の無い体当たりの筈はずだったが、井戸の周りの凍こおりついた地面がデズの足を滑すべらせる。

　二人揃って井戸の横に倒れこみ、そのまま激しいもみ合いになる。

　理性的に動く余よ裕ゆうなど無く、少女はまるで獣けものの様に吼ほえ────







　──数分後。

　騒ぎを聞きつけて現れた村人達が見たものは────

　自分達が蔑さげすみ続けた、自分達より劣ると信じている『魔女』の姿だった。

　彼女の身体からだは赤い何かで斑まだら模様になっており──彼女が馬乗りの状態になって倒れているのは──首筋に銀色の刃やいばを突き立てられた、村長、デズ・ニビルの残ざん骸がいであった。
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　私は村人達を救おうとしたわけではない。

　寧むしろ大嫌いだ。

　だけど、それ以上に──この世界を失うのは嫌いやだ。

　だから、だから村長を殺した。デズ様を──いや、デズを殺した！

　後悔はない。後悔などして堪たまるか。

　折せつ角かく思い出した感情。

　これは怒りという感情。そして、恐れという感情。

　私はその感情に従って行動した。

　この世界を、私の世界を壊こわさせはしない。

　私にはこの村しか、この森の中にしか居場所がないのだ。

　解わかっている。理解している。全すべては自分の意思でやった事なのだから。

「ひ……ヒィッ！」

　だから、後悔はしない。

「そ、村長がッ！」

「デズ！」

「大変だ！」

　後悔して堪るものか。

「フィルが、フィルが、この糞くそガキが村長を殺しやがったッ！」

　解っていた、全て理解している。

「糞、やっぱりこいつらは最初から悪魔の手先だったんだ！」

「従順なフリをしてあたし達を騙だましてたってのかい！」

　こうなる事は解っていた。

「人殺し」

　こう呼ばれる事も

「悪魔」

　こう呼ばれる事も

「魔女め……」

　こう呼ばれる事も

「今までの恩を忘れやがってぇッ！」

　解っていた

「とうとう本性を表したねぇ！」

　解っているのだ。

「もう我慢できねえッ！」

　────解っている、解ってる、解ってる、解ってる！　だから、だからもういい、解っているから、解っているからもう何も言わないで！

　何も言わないで何も言わないで何も言わないで何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何も何何何何何何何何何何何なななにににいにになななににもも────────




　感情を言葉に表す事ができなくなりかけたその時──誰かが私を抱だきしめた。

「大丈夫だよ、大丈夫だから」

　チェス様だ。ああ、これは村人に取り囲まれている私ではない。城の前の森で、マイザー様の帰りを待っている私だ。

「どうして……？」

　何な故ぜ、チェス様が私を？　チェス様はあっちの私の様子は知らない筈はずだ。

「あ……ごめん。なんだか凄すごく怖がってるみたいだったし、呼んでも全然返事をしなかったし──そしたら、突然泣き始めるからさぁ」

「え……」

　そう言われて、私は自分の瞳から涙が流れている事に気が付いた。

「あの……これは──」

　自分の状況をなんとか整理してチェス様に伝えようとしたその刹せつ那な────

　チェス様の後ろに大柄な村人が立ち、手にした棍こん棒ぼうで思い切りチェス様を殴なぐりつけた。

「がッ……」

　私が声をあげる暇いとまも無く、チェス様の意識が途切れ────そして、私の後頭部にも激しい衝しよう撃げきが走り、そのまま意識が途切れてしまった。




　同じ頃、村人達に囲まれた私のもとに、聞き馴な染じみのある声がかけられた。

「父さん……フィル……」

　あ……

「死んでる……の？　────どうして」

　違う、これは違う。

「どうして君が父さんを──」

　フェルト様は始めは呆ぼう然ぜんとした表情をしていたが、次第にその顔が感情の色に染まっていく。

「返して」

　それは怒りなのか、それとも悲しみなのか。

「返してよ」

　フェルト様は半分笑ったように顔をゆがめ、私に一歩近づいた。

「父さんを返してよ」

　更に一歩近づきながら、フェルト様は私に向かって叫んだ。

「信じてたのに、どうしてッ！」

　その叫びを聞いた瞬間──私の中で何かが壊こわれていくのが解わかった。

　ああ、やはり私は夢など見てはいけなかったのだろうか。希望など持ってはいけなかったのだろうか。最初からそんなものを持たなければ、今、こんなに悲しい思いをしなくて済んだのに。

　私はフェルト様に何か言おうとしたが──村人の投げた石が私の側頭部に直撃し、村にいる私の意識はそこで暗く途切れてしまった。




「ごめんな」

　それと同時に、私にかけられる声があった。

　エルマー様の声だ。私は気が付くと鉄の荷車の御ぎよ者しや台に乗せられていて、右側ではエルマー様が私の頭を撫なでていてくれて、左側ではマイザー様が丸い輪っかのような物を握っている。

　ガタゴトという振動が体を揺らしており、前面にある大きな硝子ガラスの前には森の中の雪道が広がっている。とっくに日が暮れている筈はずなのに、荷車の前面だけが昼間のように明るく照らされている。

　その時、膝ひざにおいた私の手に何かの液体が垂れ落ちた。

　気が付くと、私の頰ほおには涙が伝っている。先刻のチェス様の時もそうだったが、どうやら個体ごとの感情の整理がうまくつけられていないようだ。

「本当にごめんな。お前に最初に流させる涙は、嬉うれし涙か笑いすぎが原因にさせてやろうって決めてたのに……」

　エルマー様の顔を見た途と端たん、言葉の代わりに涙だけがとめどなく溢あふれてくる。

　このままずっと泣き続けていたかったが、そういうわけにも行かない。今の私には、どうしても伝えなければならない事があるのだから。

「……ぅぁ……ス……様が……」

「大丈夫だよ、落ち着いて」

　エルマー様が優しく微笑ほほえんでくれる。それが今の私には逆に辛つらい。

　息が詰まりそうになる。息を吐はこうとする度に嗚お咽えつが止まらない。それでも、伝えなければ。私の息が──たとえ心臓が止まろうが、これだけは伝えなければ────

「ぁッ……チェスッ、様がッ……ぅ……チェス様がッ！　村の……ッ人達に……」

　本当に断片的な事しか伝えれらなかったが、エルマー様達はそれで理解してくれたようだ。

　マイザー様の口元が引き締められて、荷車の速度が今までの倍ぐらいに膨ふくれ上がった。私は背中を椅い子すに押し付けられながら、一番伝えたかった事が伝わった事に安あん堵どを覚えようとした。だが、それはまだ許されない事だと思いとどまり、涙を溢あふれさせる自分の心を必死に押さえつけようとする。

　泣くのも笑うのも、まずはチェス様を助けてからだと自分に言い聞かせて──

　────私は顔を拭ぬぐい、今はただ、前だけを見つめる事にした。






　　　　⇔




　何かが弾けるような音を聞いて、チェスの意識はゆっくりと覚かく醒せいしていった。

　どうやら手を背中で縛しばり上げられているようで、腕を全く動かす事ができない。その状態で床に転がされているようで、背中の方になにやら温かい熱を感じる。

　周囲では数人の人間達がざわめく声が聞こえる。チェスは迂う闊かつに目を覚ますのはまずいと思い、まずは薄目を開けて周囲の状況を確認する事にした。

　そこに見えたものは、何ど処こかの家の広間の様な場所だった。木製の壁にはランプの明かりの他ほかに、赤い輝きが激しく揺らめいている。どうやら先刻から耳に響く破は裂れつ音は、チェスの背後の暖だん炉ろで薪まきが燃えている音の様だ。

　チェスの前には、他ほかに二人の人影が倒れている。

　それは、五人のフィルの内の二人だった。一人はチェスと一緒にいたフィル。もう一人は、恐らく村に一人だけ残っていたフィルだろう。

　──一体何が起こったのだろう。この一ヶ月、村とは特別何の諍いさかいも起こらなかった筈はずだったし、そもそもフェルトはどうしているのだろう。

「おい、気が付いたみたいだぞ」

　村人の一人が、チェスの薄目に気が付いたようだ。つかつかと歩み寄って来たかと思うと、チェスの脇腹に爪つま先さきから蹴けりを叩たたき込んだ。突き刺さるような衝しよう撃げきに、チェスは呼吸を一瞬詰まらせた。

「がッ……」

「気分はどうだ、魔物のガキめ」

　咳せき込むチェスを見下すように、大柄な男が吐はき捨てた。

「正直、お前を攫さらった時はまだ半信半疑だったけどよぉ、村に戻ってみて確信したぜ。まさか村の井戸に毒を流そうとはな」

　──何の話なんだ。チェスは混乱したが、下へ手たに反論して蹴けられるのも馬ば鹿からしいので、とりあえずこの村人の話を黙って聞く事にした。

「おまけに、それを止めようとした村長を刺し殺すとはな……このクズどもも、今まで村においてやった恩をあっさり忘れやがって」

　そう言って、男は今度はフィルの腹を蹴りつけた。彼女は完全に気絶しているようで、小さな体が鈍く跳はね上がるのみだった。

「やめてよ」

　チェスは思わず声を出してから、ああ、馬鹿をやったと後悔する。

「うるせえ！」

　再びチェスの腹に蹴けりが飛ぶ。今度は事前に来る事が判わかっていたので、先刻程のダメージは感じられ無かった。

　男の背後にはまだ十人程の村人達が佇たたずんでいたが、皆なにか恐ろしい物を見るような目でチェスを眺めるばかりで、誰も男の凶きよう行こうを止めようとはしない。

　二人のフィルはまだ目を覚ましていないようで、その場にぐったりと横たわっている。微かすかに肩が上下しているところを見ると、まだ死んではいないようだ。その点に関してだけは、とりあえず安心する事ができた。

　しかし、いつまでもこのままでいるわけには行かない。状況を整理する為に、チェスは村人達に声をかける事にした。

「……どうして僕を攫さらって来たの。その毒が云うん々ぬんっていうのが解わかったのは、僕をここに連れて来てからなんでしょ？」

　外見と違たがわぬ子供らしい声に、村人の何人かは顔を見合わせて戸と惑まどいの表情を見せていたが──最初に蹴りを入れた男が、ニヤリと笑いながらチェスに語りかけた。

「ガキのフリなんかするなよ。お前が３００歳さいの爺じじいだって事も、死なないって以外は本当にガキの力しかないってのもわかってるんだからよ」

　その言葉にチェスは溜ため息いきをつき、フェルトの顔を思い浮かべる。

　──馬ば鹿か正直にそんな事まで喋しやべったのか、仕方の無い奴やつだなぁ。

「……そうですか、じゃあ、ここからは普通に喋しやべるとしましょう」

　急に大人おとなびた口調と表情になったチェスを見て、村人達の間にざわめきが広がった。

「けッ、本性を現しやがったな」

　口では強がっているが、蹴りの男も流石さすがに『不ぶ気き味みな物を見た』という表情が浮かんでいる。そんな様子を窺うかがいながら、チェスは淡々と知りたい事だけを尋ねる事にした。

「これは『お願い』ですが……一体誰が、どうして私を攫うような計画を立てたのですか」

　蹴りを入れた村人は後ろを向いて他ほかの村人達の様子を窺うが、誰も止めるものはいない様だ。

「ああ、お前が一番弱そうだって事でな……油断した隙を窺って、まずはお前を搔かっ攫って、手前てめえを人ひと質じちにあの化ばけ物ものどもを一いち網もう打だ尽じんにしようってわけさ」

「……死なないと解っていて人質とは、どういう事です？」

　当然の疑問を口にするが、蹴り男はなんの戸惑いも見せずに答えを返す。

「やりようはいくらでもあるさ。例えば村の鍛か冶じ場ばに連れてって、鎔かした鉄と手前を混ぜ合わせちまって、そのまま井戸に沈めるとかな」

　その様子を想像して、チェスは少し気が滅め入いった。海の底に沈められるのならばともかく、その程度ならばまだマイザー達が助けてくれるだろう。だが、鎔とけた鉄と混ぜ合わされて、果たして完全に元に戻る事ができるのだろうか。その点だけが心配だった。

　チェスの心中を余よ所そに、蹴り男は精一杯の凄すごみを利かせながらチェスを脅おどしつけようとする。後ろにいる村人達と比べて明らかに体格も違う男だが、恐らく彼は大抵の共同体に一人はいる『無法者』という奴やつなのだろう。

「それに──死なねえって言っても痛みは感じるんだろう？」

　男はそう言って、懐ふところからペンチのようなものを取り出した。

「う……」

　拷ごう問もん──その単語が脳内を過よぎると、チェスの心に恐怖が巻き起こった。

　70年前、とある列車の中で受けた地獄、それをはっきりと思い出してしまったからだ。

　チェスの表情に曇りを感じ取った蹴けり男は、満足そうにニヤついてからペンチをカチカチと嚙かみあわさせる。

　その様子を見て、チェスは手に汗を搔かきながら慌あわてて言葉を紡つむぎ出した。

「待ってください。その前に、この計画を立てた人間は誰なのか……それが知りたい」

　チェスとしては、『デズ』という答えが返って来るものと１００パーセント確信していた質問であり、恐怖を紛まぎらわせる為の質問に過ぎなかった筈はずだったのだが──

　結果として、その答えはチェスの心に冷水を浴びせかけることとなった。

　それは、チェスとしてはまずありえないと思っていた人物の名前だったからだ。

「フェルトだよ」

　チェスは思わず顔を上げて、背後にいる村人達の方を見渡した。

　しかし村人達の様子を見るに、どうやら男の言っている事に噓うそは無さそうだ。

「あいつは村の為に、何日も前から今回の計画を立ててな。しかし流石さすがはフェルトだぜ！　お前らをまんまと油断させる事にも成功したんだからなぁ。デズのおっさんはどうしようもない奴やつだったが、あいつが村長の後を継ぐんだったら安心だぜ」

　──なんてこった。

　チェスは自分の愚かさに呆あきれ果てた。確かに論理的には充分ありえる話だ。寧むしろ冷静に考えればデズよりも可能性が高いかもしれない。それにも関わらず、チェスは今の今まで彼の事を信じきっていたのだ。それも、僅わずか一日話をしただけの人間を。

「まいったなあ」

　チェスは自分がどうしようもなくぬるくなっていた事を感じながら、照れた様に溜ため息いきをつく。

「裏切られるのなんてもう慣れてたと思ったけど……こんなのよりもずっとずっとキツい奴を昔何度も体験してたはずなのになあ」

　困ったように首を振りながらも、自分の心がかえって冷静になっている事に気が付いた。口調は自然と子供特有のものに戻っており、周囲の景色も音も実に鮮明に感じる事ができるように感じられた。

「久しぶりに体験して思い出したよ。これが、こんなに辛つらいことだったってね」

「な、なんだぁ？」

　男はチェスの様子に戸と惑まどいながらも、まずはペンチで爪つめを剝はがしてやろうとしたのだが──

　チェスはその顔を見た。そして、その後ろにいる村人達の顔を見た。どこかで見た表情だ。彼らの顔の奥に浮かぶ感情は──恐怖。それを押し隠すように、今自分に対して暴力を行使しようとしている者達の目だ。

　──違う。あの化ばけ物ものとは全然違う。

　チェスは70年前の怪物を思い出し、目の前にいる人間たちと照らし合わせて見たが、この村人達には何の恐怖も感じない。それよりも寧むしろ、この人間達の目が──かつて恐怖ゆえに自分を殺そうとした不ふ死し者と同じだという事に気が付いた。




「アッハハハハハハッ！　アハハハハハハハハハハハハハハッ！」

　それが解わかった瞬間。チェスの口からは盛大な笑い声が漏もれ出していた。

　突然の笑い声に、村人達の動きが止まる。その声で二人のフィルも目を覚ましたようだ。小さな唸うなり声と共に、彼女達の体が大きく揺れ動く。

「なんだ……なんだぁ、結局同じだったんだ。ああ、同じだ、フェルメートもこの村の人も同じだった。同じだったんだよ。そうだよね、それが普通なんだよ、そうなんだよ」

　チェスは状況に全くそぐわない笑顔のままで、膝ひざだけを使って器用に立ち上がった。この状況を笑っているわけではなく、過去の自分自身を嘲あざ笑わらうように。

　村人達は突然の事に激しい動揺を見せるが、所しよ詮せん両手はふさがれたままだし、この人数相手に何ができるというのだという思いが彼らをその場に踏みとどまらせる。

　だが──次の瞬間、チェスは村人達の誰も予測しなかった動きを見せる。

「そうか、やっぱりエルマーの言った通りだったんだ。僕はなんていう確率の魔法の中で生きていたんだろう！　そんな幸せにも気が付かなかったなんて、なんて滑こつ稽けいなんだ、今までの幸せな人生を自分の手でドブに捨てて来たようなものじゃないか！」

　その長い言葉を叫びきると──

　チェスは背後に飛び──燃え盛る暖炉の中に身を躍らせた。

　これには村人達の誰もがおののき、思わず身を後ろに仰のけ反ぞらせる。チェスの上半身がみるみる内に炎ほのおに包まれ──彼を縛しばり付けていた縄なわが燃え尽き、両手が自由になった。

　それを確認すると、チェスは上半身に火を纏まとったままで起き上がった。全身が燃えているわけではないが、上に羽は織おっていた服は半分以上焼け落ち、未だに火がついている状態だ。

　顔面の半分が焼けただれているが、村人達の前で即座に皮膚が回復していく様を見せ付ける。

　いくら不死者とは言え、熱さを通り越した激しい痛みを感じている筈はずだ。だが、チェスはその状況にも関わらず、力強い笑みさえ浮かべてみせた。
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「どいてよ」

　一言だけ呟つぶやいて、蹴けり男の横を通り過ぎる。蹴り男は『ヒィィ』と情け無い悲鳴を上げて、あっという間に他ほかの村人達の中へと下がって行ってしまった。

　チェスの右腕に巻かれていた包帯が焼け落ち、その下から銀色に輝く長メスが現れる。少年はそれを手にとって、目の前に倒れている二人の少女の縄なわを切ってやった。

　上半身がまだ所々燃えているのにも構わず、チェスは笑いながら村人達に告げる。

「どいてって言ってるんだ。僕はこれからエルマーの所に行かなきゃいけないんだ」

　火を上げる上着を毟むしり取りながら、一歩一歩前へと歩を進めていった。

「エルマーに笑ってやらなきゃいけないんだ、今まで笑い損ねた分も笑うんだ。それをエルマーに見てもらうんだ。だから──どけよ」

　そう言って、チェスは燃え続ける上着を部屋の反対側、村人達が密集している辺りに投げ込んだ。それを皮切りに村人達の間に激しい悲鳴が巻き起こる。

　その様子を確認する事も無く、チェスは何とか自力で立ち上がる少女たちの方を向き直った。

「さあ、行こう」

「あ……は、はい！」

　村人達が逃げ惑まどう間を闊かつ歩ぽするように、チェスは二人のフィルを連れて外に出ていった。




　だが──村の入口に来たところでその歩みは止められる。

　騒ぎを聞きつけた村人達が大通りにあったその家の前に集まっており、何人かは銃じゆうをこちらに向けて構えている。村人達の目は敵意よりも恐怖の方が上回っており、チェスはどこかぼんやりとしながら「ああ、あの村長って人望無かったんだなあ」などと考えていた。

　そもそも、本当にフィルが村長を殺したのだろうか。それも確認したかったが、この状況では脱出するのにも骨が折れそうだ。

　自分はともかく、フィルは銃で撃たれたらアウトだ。もっとも、彼女が二人とも動かなくなったところでフィルが死ぬわけではない。少なくとも誰か一人が生き残っていればよいのだ。

「どうしたもんかな」

　チェスはドアの陰に隠れながら、長メスをクルクル回して考え込む。

　自分達以外の村人は全すべて外に逃げ出してしまっている。家の裏口を探すか、それとも誰かが踏み込んで来たところにメスを突きつけて人ひと質じちに取るか────




　そんな事を考えながら足を止めていると、どこからか馬の鳴き声が聞こえて来た。

「あ……」

　フィルのうちの一人が、何かを思い出したように声をあげる。彼女は思い出したのだ。マイザーとエルマーにチェスの事を叫んだ後に、思わず城に残った二つの体でも同じ事を叫んでいたのだという事を。

　意識が混乱してその後の事はよく解わからなくなっていたが、どうやらその内の一人が──城の馬に乗ってやって来たようだ。

「チェ─────ス！」

　村人達が松たい明まつやランプを掲げ、銃じゆう声せいさえも轟とどろきはじめる騒ぎの中を駆かけ抜けながら──

　仮面の男は村中に響き渡るような雄叫おたけびを上げた。




「仲間だ！　仲間が来たぞ！」

「くそ！　早すぎる！」

「撃て、撃て！」

「だ、だめだ、やっぱり逃げよう」

「逃げるな！　もう後には退ひけないんだろうが！」

　村人達の怒ど声せいを搔かき分けて、馬に乗ったナイルが村の大通りを疾しつ走そうする。雪上に馬を器用に走らせ、そのまま人の中心となっている家を見定め、そこの入口を一直線に目指す。

　何発か銃声が響き渡るが、馬上のナイルにはかすりもしない。馬を狙ねらえばよかったのだろうが、混乱した状況の中でそれを実践する者はだれもいなかった。猟師と言えども馬上の人間を撃つような経験はなく、思うようには行かないようだ。そもそもこの小さな村で、猟師がどのような動物を狩っているのか怪しいものだった。

　逃げ惑う人間たちを嘲あざ笑わらうかのように、ナイルはその猛たけ々だけしい仮面を輝かせ──チェス達の隠れるドアの前で馬上から派手に飛び降りて見せた。

「ナイル！」

　チェスは思わず歓喜の声をあげるが、それに対するナイルの言葉は不機嫌そのものだった。

「あえて言おう。俺おれは今、怒りの頂点だ」

「え？」

　自分が何かしてしまったのかと思い、チェスは頭に疑問符を浮かべたのだが──

「たとえどんな理由があろうが、俺の仲間に火をかけるとはな。皆殺しは決定済みだ」

　どうやらドアの影に隠れるチェスの格好を見て、村人達に火あぶりを受けたものと勘かん違いをしたらしい。

「違うよ、これは自分で──」

　チェスが状況を説明するよりも早く、ナイルは既に村人の中へと踊りこんでいた。村人同士が一番密集している場所に踊りこんだ為に、銃じゆうを持った人間達も迂う闊かつに発砲する事はできなかった。

「う、うわあ」

「やっちまえ！　相手はどうせ丸腰じゃねえか！」

　恐怖と敵意が渦うず巻まく中、一人の強気な村人がナイルの身体からだに鋤くわを突き刺した。

「ぐむ……」

「死ねぇ！」

　そのまま更に深く抉えぐりこもうとするが、不意にその鋤がぴくりとも動かなくなった。

「あれ？」

　鋤の柄えはナイルの手によってしっかりと握り閉められており、腹に先端が突き刺さったままで大きく身体を捻ひねって見せた。

「うぁあ！」

　村人はあまりの勢いに思わず鋤を離してしまい、ナイルはそのまま自らの腹から鋤を引き抜いた。今の一連の行動には物凄すごい痛みが伴ったはずだが、仮面の奥からは一言たりとも呻うめき声が聞こえて来る事はなかった。

　ナイルはそのまま鋤を自らの得え物ものとし、まるで京劇さながらの勢いで凄すさまじい鋤術を見せ付ける。激しく回転する大きな鋤。それに触れれば無事ではすまない事は誰の目にも明らかだった。ナイルはとりあえず、鋤の持ち主であった男に狙いを定め、鋤を高々と持ち上げる。

　無む駄だな事この上ない動きだったが、最初の一人を派手に殺して敵全体の戦意をそぐつもりなのだろう。

「あえて言おう。俺はエルマーとは違う。己の怒りを封じる術すべを知らん、そしてお前らは……この村は俺おれを怒らせた。だから、死ね。己の不明を恥じながら、己の行いを後悔しながら、己の罪を嘆きながら──永遠に広がる血の海に沈み落ちろ」

　言葉が通じないと理解しながらも、ナイルは自らの怒りを口から静かに放つ。そして、鋤くわを振り下ろさんと両腕に力を籠こめ始めた。

「待って！　ナイル！」

　流石さすがに殺すのはまずいと思い、チェスは慌あわててとめようとするが──

　チェスの声が届くよりも先に、ナイルは鋤の動きをピタリと止めた。

　村の大通りの向こうから、激しいクラクションの音が聞こえたからだ。

「む、戻ったか」

　ナイルは僅わずかに冷静さを取り戻し、そのまま大通りの入口の方に目を向けた。

　村人達もその轟ごう音おんに顔を向け──そして、一目散に逃げ惑い始めた。

　目線の先、大通りの入口に現れたのは──時速80キロメートル程の猛もうスピードで疾しつ走そうする、巨大なトラックの姿だった。

　普段見慣れている行商人の荷車だったが、夜の中で、ライトをつけながら猛スピードで疾走してくるその存在は、村人達にとってまさしく『恐怖』の具現化以外の何物でもなかった。

　絶叫の中で村人達が逃げ惑い、それを踏み潰つぶさんという勢いでトラックが大通りを蹂じゆう躙りんしていく。ナイルだけはその場から一歩も動かずに、そのトラックに乗っているであろうマイザー達に向かって手を挙げた。




　ドゴッ




　そして、そのまま跳はね飛ばされる。

　減速は始めていたものの、ブレーキを踏んだ距離が短すぎたようだ。ナイルの立っている場所までに止まりきれず、そのまま激突してしまった。

「大丈夫ですか！　ナイル！」

　運転席からマイザーが飛び降りて、チェス達の横に落下したナイルの方に駆かけ寄った。

　ナイルは全身から流れていた血が体内に引っ込むと同時に、ノーモーションで飛び起きてマイザーの襟えり首くびを摑つかみ挙げた。

「言い訳があるなら聞こうか、マイザー……」

「すみません！　避よけるかと思ってたんですよ！　全然動かないもので慌あわててブレーキを踏んだんですが……」

「言い訳は聞かん」

　ナイルが怒りのテラトンパンチを繰り出そうとしたところに、助手席からエルマーの叫び声が放たれた。

「いいから早く乗っちゃえって！」

　本音としては『やりとりの続きを見ていたかった』というような名残なごり惜しい顔をしているが、流石さすがに今は状況を優先させたようだ。

「ぬう、話は後だ。まずは離脱するとしよう──村人どもを皆殺しにするのはそれからだ」

　ナイルは即座に冷静さを取り戻すと、非常に物ぶつ騒そうな事を言いながら荷台に乗り込んだ。

　停車しているトラックに対して何発か銃じゆう声せいが放たれたが、軍用車を改造したトラックに旧式の銃じゆう弾だんが通じる事は無かった。

「飛ばしますよ！」

　マイザーの叫びと共にエンジンが咆ほう哮こうをあげ、夜の大通りをまるで砲ほう弾だんのように飛び出した。




　　　　⇔




10分後




　夜の山道を、四人の不ふ死し者と四体のホムンクルスが歩く。

　上着を失ったチェスは寒さで意識を失っており、ナイルに背負われている状況だ。

　暫しばらく続いた沈黙を破るように、エルマーが相変わらずの軽口を叩たたき始めた。

「ガス欠とはね。これは笑えるオチだと思うんだがどうだろう。みんなで笑うってのは」

「あえて言おう。俺おれに殴なぐられる前に口を塞ふさげエルマー」

　城までの道の半ばでエンジンが急に止まり、エルマーはガス欠のランプが点てん灯とうしている事に気が付いた。マイザーはもともと気付いていたようだが、チェス達を助ける事を最優先とさせていた為にあえて気付かないふりをしていた。

　もっとも、気付いていたところでエルマーもチェスの救出を優先させていただろうが。

「とりあえず、早く城に戻ってシルヴィとフィルを連れ出しましょう」

「ふむ、しかしあの四よん駆くに全員乗れるのか？」

「いざとなれば20人はいけると思います。どこかの国で、難民がワゴン車の中に何十人も詰まっていたという実例もありますから。それに、村の人達が追いかけてくる前にガソリンをトラックに移し変えるという手もありますから」

　マイザーが一通りの事情を説明し終えた後、そんな会話を延々と続けていたのだが──城まであとわずかというところで、不意にフィル達がその場に立ち止まった。

「どうしました？」

　四人のフィルは暫く沈黙した後、意を決したように呟つぶやいた。

「……私は、村に戻ります」

「え、何言ってんの？」

　エルマーは心底不思議そうな顔をするが、四人の少女は目を伏せながら言葉を続ける。

「どんな理由があっても、村長を殺したのは私です──その償つぐないはしないといけません」

「必要無い」

　即座に言い切ったのは、仮面の男。

「行ったところで奴やつらは何も聞き入れはすまい。お前は村人を毒殺しようとした悪人として嬲なぶり殺しにされるだろう」

「……それは、覚かく悟ごの上です。私ならいいんです。誤解されたままでも、それで村の人達の──親を殺されたフェルト様の気が少しでも救われるのなら────」

　言葉を最後まで言い終える事ができぬまま、フィルの一人がナイルに襟えり首くびを摑つかみあげられた。月明かりだけに照らされる雪道の中、ナイルの仮面は沈黙の表情で少女の顔を睨にらみ付けている。

「あえて言おう。俺おれは怒っている。怒りに満ちている。憤ふん怒ぬと言ってもいい。御前達が死ぬにあたり、御前達は言った。『私達はいいんです』と。だが、言おう。あえて言おう！　御前達が自分で納得できるかどうかなど、どうでもいい！　俺は、理り不ふ尽じんな理由で御前達が虐しいたげられている上に、あいつらはお前らを誤解したまま殺そうとしている！　あえて、あえて言おう！　俺は御前達に掛けられた嫌疑が誤解だと知っている。なのに俺達が丸く収まるからとお前らが犠牲になり、村人達はのうのうと生きるのか？　それはお前らが許しても俺が個人的に許せん」

　ナイルが静かに怒りの言葉を紡つむぐ間、フィルは泣きそうな顔で話に聞き入っていた。

「はっきりと言っておくぞ。御前達のたった一人だろうが、血が一滴でもあいつらの手によって流されたならば」

　ゆっくりと少女の体を下ろしながら、ナイルは静かに言葉を締めくくる。

「あえて言おう。皆殺しだ。お前の『力』では、俺を止める事はできまい」

　ナイルはそれだけ言って、城に向かい歩き始めようとしたのだが────

　──その背中から、緊張感の欠片かけらも無い声が浴びせかけられた。

「駄だ目めだよ、それは。全然駄目」

　その声にナイルは再び歩みを止め、軽口を叩たたいた男の方に顔を向ける。

　しかし、この時のエルマーは意外と真剣な表情をしており、少女達とナイルと顔を交互に見ながら声をあげた。

「それじゃあ、村人達が幸せになれない。殺しちゃだめだよ。あ、もちろんフィルが戻るっていうのはもっと×ね。それはもう、何ていうか赤点満点だから、ダメダメだから」

「何を甘あまい事を言ってる。別にフィルが戻らなくても、俺はこの村をナパーム弾で焼き払いたいぐらいの気分なんだぞ。そもそも、奴やつらの幸せなんぞ考えてられるか。お前はセラードの時もそうやって──」

　くどくどと説教を始めようとするナイルを遮さえぎるかのように、エルマーもまた力強く声を放つ。

「村人だけじゃない。俺も、お前も、この子達も幸せになれない」

　その言葉に、仮面は表情の通り沈黙を始める。しかし無視をするというわけでもなく、エルマーに向かって『続きを話せ』といったような事を暗に伝えているようだ。

　その仕し草ぐさに促うながされるように、エルマーは静かに語り始めた。

「ナイルが村人達を全員殺したとしよう。身勝手な彼らはこう思うはずだ。『ああ、自分達は悪魔に殺された。真ま面じ目めに生きて来た俺おれ達が、何も悪い事をしていない私達がどうしてこんな目に──やはり、やはりあの女達は悪魔に魂たましいを売っていたんだ』──だろ？　そんなの納得できるか、許せるか？　許せないよなあ。俺達としては、村人達に思い知らせてやりたいわけだよ。デズはともかく、一緒に凶きよう行こうに加わったり、意味も無く虐しいたげて来た連中に──自分達の行いを後悔させてやりたいわけだよ。そうだろう？」

　自分の言葉と同じくらい長かったエルマーの話を聞いて、ナイルは暫しばらく沈黙を続けていたが、不意にくるりと前を向いて、城に向かいながら言葉を紡つむぎ出した。

「俺だって、できる事ならば奴やつらに思い知らせてやりたい。だが、そんな事は不可能だろう」

　それに同意するかのように、マイザーが悲しそうに声をあげた。

「気持ちはわかりますが──ここまでこじれては、村の人達の誤解を解くなんて不可能に近いと思いますよ」

　少し歩いた後、ナイルが継ぎ足すように吐はき捨てる。

「くそ、この物語には『魔王』がいない。元げん凶きようの男はもう70年以上も前に喰われて死んでしまっているんだからな！　どう転んでも後味が悪い結末にしかならないではないか！」

　半分諦あきらめの籠こもったような言葉に、エルマーは呟つぶやくように反論した。

「それは違うよ。世の中そんな上う手まく行かないのはわかってる。当たり前だ。でも、チャンスがある限りは俺は諦めたりしない」

　そこから先は、独り言のように呟いた。

「笑顔は俺を裏切らない。だから──俺も笑顔を裏切る事はできない」

「３００年も生きて出した結論がそれか！　浅はかだな、それこそ笑いが止まらないぞ」

「３００年じゃないさ。不ふ死じ身みになる前にとっくに出していた結論だ。ただ、面めん倒どう臭くさいから結論をいちいち訂正していないだけさ」

　エルマーの何の迷いも無い答えに、ナイルは諦めたように頭を振った。

「俺はな、戦場とかを行ったり来たりしてる間によ、そんな甘あまい考えの奴が死んでいくのを何度も見てきたんだ」

「そりゃそうだよ。当たり前じゃないか。敵の事まで気き遣づかう人が、何かを守る為に全力で殺し合う戦場で生き残れるわけが無いじゃないか。だから俺なんだ。死なない身体からだだからこそ、俺は全力でこの考えを押し通す。いや、押し通さなきゃいけないと思ってる。なんとも傲ごう慢まんで卑ひ怯きような考え方だとは思うけれどね」

「不器用な奴め」

「ああ、俺おれは不器用だからさ、今更この生き方以外を選ぶのは難しいな。そう……俺は、ハッピーエンドの為だったら世界中の人間を悪魔に売り渡しても構わない」

「……矛盾してますよ」

　マイザーは形では指摘してみせたものの、心中ではそれがこのエルマーという男の本質だという事もなんとなく理解していた。

　──エルマー・Ｃ・アルバトロスは、ハッピーエンドの為なら手段を選ばない。




「つくづく、貴方あなたにコメディアンとしての才能があればと思いますよ」

「え、俺……才能無い？　駄だ目め？　アンディ・カフマンとかジム・キャリーにはなれない？」

「行動はともかく、貴方のジョークは回りを苛いら立だたせるだけですから。……ああ、ある意味アンディから才能を取っ払ったら貴方になるかもしれませんね」

「今俺は凄すごく酷ひどいことを言われてそうだがきっと気のせいさ。俺はマイザーを信じてるよ」

「信じてるなら言葉通り受け取ってくださいよ」

「お前さてはマイザーじゃないな!?　ええい何者だ名をなのれ！」

　再び意味の無い会話に戻ろうとしたエルマーだったが、ふと後ろを振り返ってフィル達に声をかけた。

「まあ、とにかく城に行こうや、話はそれからって事にしよう」

　エルマーが屈くつ託たくの無い笑顔で笑いかけたが、何な故ぜかその場から動こうとしない。

「？」

　妙に思ったマイザーとエルマーが歩み寄ると──フィルは四人ともカタカタと震えていた。

　そして、エルマーの顔を見上げると、恐怖に取り付かれたような顔で呟つぶやいた。

「ま……もの……魔物が──怪物がシルヴィさんをッ！　書庫から……書庫の中に階段があって……そこから地下に連れ込んでッ！」

「！」

　その叫びを聞いて、ナイルはマイザーにチェスの身体からだを投げて寄越した。

「そいつらを頼んだぞ、マイザー」

「俺も行く」

　その場にマイザーを残して、エルマーとナイルが城の中向けて走りだす。ナイルはその最中、確認するようにエルマーに尋ねかけた。

「あえて聞こう。城の怪物とやらに心当たりは？」

「無いからこうして走ってる！」
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　城から離れた場所にある墓地──その周囲に生はえる木の一本にシルヴィが縛しばりつけられていた。紐ひもではなく、何かコンクリートを固めたような奇妙なシルエットの物で括くくられているのが確認できるが、月明かりだけでは色も解わからない。

「私を、どうするつもりなのかな」

　困ったように尋ねるシルヴィだったが、それほど緊迫したような様子は見られない。

　相対する人影は墓石に腰掛け、つまらなそうにつぶやいた。

「俺おれはただ、知識が欲しいだけさ。あんた達『不ふ死し者』のな。あのチェスってガキをいたぶって、精神力を弱らせてから乗っ取ろうと思ったが──こんな結末になるとはね。正直、どうしたらいいか迷ってるよ」

　目の前の人影は、心底迷っているような仕し草ぐさで首を傾げた。

「できることなら、あんたを『奪い』たくはない。色々世話になったし、今更俺が女の体になるってのも変な話なんでね」

「私の意識が勝つとは考えないの？」

「俺おれが勝つね。あんたはもう目的を果たしただろう？　永遠の美って奴やつを手に入れてさ。俺にはまだ強い目的がある。だから、あんたは俺に勝てない」

「試してみる？」

　挑発するようなシルヴィの物言いに、人影は暫しばらく考えた後に呟つぶやいた。

「やめておこう」

　静かになった影に、再び声がかけられる。

「私ね、思うんだ」

　無表情なままの人影に対して、シルヴィは尚なおも話を続ける。

「世界で一番綺き麗れいになりたかった魔女は、その為に色々酷ひどい事もしたけれど──自分の願いが叶かなった魔女は思うの、『ああ、自分の願いは全すべて叶ったのだから、これからは他ほかの人の願いを叶える為に生きていこう』って。『酷い事』の程度にもよるけど、いい話だと思わない？　それって目的にはならないかな？」

　その例え話に、人影は暫く考えたあと──どこか諦あきらめの籠こもった声で呟いた。

「俺には──きっとそんな余よ裕ゆうは無い」




　　　　⇔




「車からライトを持ってきたよ」

「遅いぞ、何をノロノロしている……油臭くさいな」

「車の何ど処こにあるか解わからなくってさ」

　城の抜け道に通じる書庫に辿たどりついた時、彼らはまず部屋の荒れように驚いた。

　本棚は殆ほとんど倒されており、まるで竜巻でも起こったような惨状だった。

「フィル！」

　その部屋の隅で、フィルの体の一つが倒れ付していた。気絶しているだけのようで、命に別状は無いようだ。揺り起こすとすぐに目を覚まし、惨状について細かく語り始めた。

「突然、変な怪物が現れて──それで、シルヴィ様の体を摑つかんで──私の体も本棚と一緒に投げ飛ばされて……」

　二人は惨状に息を吞のみながらもライトのスイッチを入れ、地下に続く階段に足を踏み入れて行った。フィルはおいて行こうと言ったのだが、本人の意向と『一人でいるのは危険だろう』という事から、結局連れて行く事となった。

　そして、墓地に続く抜け道を進むその最中──ナイルが不思議そうに呟いた。

「……この通路、途中は土壁だった筈はずだが……」

　ライトに照らされた抜け道は終始石壁のままで、ナイルとマイザーが見た赤土など欠片かけらも見当たりはしなかったのだ。







　ナイルが墓石を勢い良く押し上げると、目の前には木に縛しばられるシルヴィの姿があった。

「お前か。やっかいなのが来たな」

　その背後から、まだ若い男の声が聞こえて来た。

　ナイルが緊張した面おも持もちで振り返ると──そこに立っていたのは、ナイルの全く知らない顔だった。

　次にエルマーが顔を出し、その人影の顔を確認する。

「あれ……君は確か──」

　不思議そうな顔をするエルマーの後ろで──最後に現れたフィルが、その男の名前を叫ぶ。

「フェルト様ッ！」

　彼女は驚いたように声を荒げると、月明かりに照らされた少年の顔を見て目を白黒させている。状況がつかめずに、軽い混乱状態に陥ってしまったようだ。

「こんにちは、ナイルさんでしたっけ……フェルト・ニビルとしては初めまして」

　礼儀正しい少年を装った口調で挨拶をすると──声は少年のままで、嫌いやらしく尊大な口調になって自己紹介の続きを述べた。

「そして、デズ・ニビルとしては久しぶりだなぁ！　仮面の悪魔！」

　三人は暫しばらく固まっていたが──やがて何かに気が付いたように、エルマーが呟つぶやいた。

「村長……まさかアンタ、自分の子供に『水』を────」

　エルマーが呟いたのはある意味最悪の結末だったが、目の前の少年は静かに首を横に振った。

「残念ながらそれは違う。私の息子むすこは────15年前に死んだよ。生まれてまもなく、まるで眠ねむるようにな」

　フェルトは墓石の一つに腰をかけて、まるで冥めい土どの土産みやげだとばかりに語り始めた。

「何の病気か解わからなかったが、本当にただ眠っているだけに見えたよ。村長の娘むすめと結婚し、私の人生はこれから順風満まん帆ぱんだと思った矢先にだ」




　自分の世界──この村の中で頂点に昇り詰めようとした彼は、未来の村長の座を約束された矢先に、自分の子供を失った。それを妻に隠す為に──彼は研究所に忍び込んだ。妻には『病気の子を行商人に見せる』と噓うそをついて──『水』を、自分の身体からだを培ばい養ようする水すい槽そうに注入した。まだ胎たい児じの姿をした彼の体は、やがて順調に育って行き────それから彼の妻が病気で死ぬまで、そしてそれから先も──一つの意識で『デズ』と『フェルト』を使い分けて、周囲の人間の目を欺あざむいて来た。

　そして、息子むすこ役である『フェルト』を有能な人間だと見せかける為に、父親であるデズは粗暴で我わが侭ままな男という印象を与え続けた。エルマーがこの村にやって来た時もそれは変わらなかったが──心の中では揺らぎ続けるものがあった。

　──『外』──。妻という自分を縛しばるものが無くなった今、あの研究所から外の世界に抜け出す事も可能なのではないか。僅わずかながら、心の奥でそう考え始めていた。

　そして、先日シルヴィから『外』の話を聞き、その想いは自らの生きる目的へと変わる。




「まるで夢物語みたいな、外の世界の話を聞いてて思ったよ──」

　墓石に座る少年は、どこか悲しげに夜空を仰あおぎながら、次第に声に憎しみを込めていく。

「──もしもこの村が外と隔かく離りしていなくて──外の世界のちゃんとした医者に見せていたら、俺おれの息子も、そして妻も！　死ぬ必要なんか無かったんじゃないかってなぁ！」

　そこで感極まったのか、墓石から立ち上がって両腕をオーバーに広げてみせる。

「俺は昔から憎かったよ、単なる実験の為に生み出されたこの村が、そこの女が、そして俺自身が！　だから昔から決めてたんだよ。この村を出る時には────」

　僅かな月明かりを反射して、少年の金色の目が狂ったように輝いている。

　その瞳を、エルマーの横にいる少女にまっすぐに向けながら、身の上語りを締めくくった。

「何もかも、ぶち壊こわしてやろうってな」




　それに対し、エルマーは暫しばらく何かを考え込んでおり、フィルはショックを受けたように固まっている。シルヴィは何かを思うように沈黙を続けるままで────ただ一人、ナイルだけが威厳を漂ただよわせながら口を開く。

「ふむ、話は良く解わかった。では、もうぶち殺していいのだな？」

「やれやれ、随分とせっかちな奴やつだな」

「あえて言おう。黙れ。外には貴様なんぞよりも不幸な奴やつが１００億人はいるんだ。自分の不幸を逆さか恨うらみする奴に同情の余地など無い」

　きっぱりと言い放つと、ナイルは眼前の少年の首をへし折らんと足を一歩踏み出したが──

「あ、ナイル、ちょっと待って」

　エルマーが彼を止めようと声を挙げたのだが────

　それよりも先に、何かがナイルの足に絡からみついた。

「む？」

　次の瞬間には、ナイルの体が高々と逆さかさ吊ずりにされ、そのまま地面に強く叩たたきつけられた。

「ぐぁッ」

　背中を強く打ち、空を見上げる形となったナイルの上に──何か巨大な物が多い被かぶさった。

「言っただろう？　『水』を水すい槽そうにぶち込んだと！　ああ、ついでに俺おれになる予定だった肉にく塊かいにまで反応してしまってなあ！　それが今やこのざまだ！　この状態では寿じゆ命みようも成長もへったくれもないからな！　もしかしたら──私も不ふ死し者の仲間なのかもなぁ！」

　それは──赤黒く巨大な肉塊だった。まるで腐くさった肉を無理矢理ミンチマシーンかけたような物体が、不快な湿気を放ちながら、まるでテレビゲームに出てくるスライムの様に蠢うごめいている。正確な体積は解わからないが、牛の二頭分ぐらいはありそうな大きさだ。

「さあ、とくと見ておくれよ、そして哀れんでくれ、笑ってくれ、恐れてくれ──これが、俺になり損ねた俺だ──ハハッハッハハッハハハハハッハハハッハハハハ──」

　少年の姿をしたホムンクルス。

　狂気に満ちたフェルトの笑い声を聞きながら、エルマーは小さく呟つぶやいた。

　それは誰の耳にも入る事はなく、冷え込んだ空気の中に虚むなしく消えていった。

「止やめろよ……作り笑いは……」




　　　　⇔




　フィルから話を聞いたマイザー達が駆かけつけると、そこには異様としか思えない光景が広がっていた。巨大な赤い肉片がエルマーとナイルを包み込み、地面の上に交互に叩たたきつけられているのだから。

「これはこれは、新あら手てのお出ましですか」

　フェルトの皮肉げな問いに、マイザーは小さく呟いた。

「さて、今のうちに貴方あなたに交渉しましょうか────」

　少年は実に皮肉に満ちた表情で、マイザーに向かって話を持ちかける。

「交渉、ですか」

　一体何の交渉かと思ったが、それは次の言葉であっさりと説明された。

「これから誰か一人に『水』を飲ませて──意識を乗っ取ろうと思うんですけれどねえ……誰がいいか、貴方が選ぶっていうのはどうですか？」







「どのくらいだ」

　20回ほど叩きつけられたところで、ナイルがボソリと声を漏もらす。

「え？」

「貴様はさっき『ちょっと待って』と言っただろう。いつまで待てばいいんだ」

　その言葉を聞いて、エルマーは先刻自分がナイルにかけた言葉を思い出した。

「あえて言おう、あと１分待つ。何とかしなければ──俺は本気で反撃するぞ。そして、この肉片もあの馬ば鹿か者も村の連中も全すべて殺す。それが嫌いやならなんとかするんだな」

　ナイルの申し出に３秒ほど考えた後、エルマーはボソリと呟つぶやいた。

「なんかカッコいいけどさ。まさか、打つ手が無いから俺おれに頼ってるのを誤ご魔ま化かしてる？」

「今の貴様の不用意な発言で、時間は30秒に減ったぞ」

「ま、待った待った！　……解わかったよ」

　エルマーは仕方が無いなという顔をすると、逆さかさ吊づりになった状態で──胃の内容物を逆流させた。口から放たれた液体が、フェルトの操る肉片に勢い良くぶちまけられる。

　それと同時に、鼻につく刺激臭が周囲に広がった。先刻からずっとエルマーの周りに漂ただよい続けた刺激臭が、何倍もの強さとなって彼らの周りにたちこめたのだ。




　──油!?　いや、違う──なんだこれは!?

　突然広がった刺激臭に、フェルトは慌あわてて後ろを振り返った。

「フィル！　逃げろ！　マイザー！　逃がすな！」

　マイザーは匂においの正体にいち早く気付き、その言葉がかけられるよりも早く動き出していた。

　後ろを振り返った一瞬の隙を突いて、フェルトの身体からだを羽は交がい絞めにする。少年の力ではマイザーを振りほどく事が出来ず、そのまま肉にく塊かいの方に向き直らされた。

「シルヴィに外の事を色々聞いたらしいけど……ガソリンの危なさは、まだ知らないよな？」

　そして次の瞬間──手に持っていたライトを、点てん灯とうさせたまま思い切り墓石に叩たたき付ける。

　割れた電球の間から火花のようなものが飛び散り──




　夜の闇やみの一部を、赤い閃せん光こうが包み込んだ。










　　　　⇔




「まあ、怪物が出たってのに何の準備もしてないわけがないって事で」

「……まさか、ガソリンを飲んでくるとはな」

　ナイルが呆あきれたように言うが、エルマーは相変わらずの笑顔でケタケタと笑うばかりだ。

「びっくりしたろ？　笑えよ。……うう、まだ気分が悪い。やっぱりガソリンなんて飲むもんじゃないね。不ふ死じ身みじゃなきゃ死んでるとこだ」

　爆発の規模自体は大したものではなかった。所しよ詮せん人間の胃に入る容量など大したものでは無いのだから。しかし突然の爆風によって飛び散ったフェルトの赤い肉片は、火をかけられると同時にもだえ苦しみ、あとは自然の成り行きに任せて燃え尽きていった。もちろんナイルとエルマーも無事ではすまなかったが、彼らもまた不自然の成り行きで再生していった。

　バーベキューのような匂においとガソリンの匂いが入り混じり、周囲には吐はき気を催すような悪臭が発生している状態だった。

　そして、肝かん心じんのフェルトはと言うと──

「あぁ……あ……ぁあぁあ……」

「ふむ。まあ当然だな」

　虚うつろな目をした少年が、仰あお向むけに倒れて身体からだ中をピクピクと震わせている。

「自分が焼け続ける体験を味わったんだからな、しかも、人間よりもずっと広大な面積のね」

「いやあ、焼死は、始めてじゃなくてもきついですよ」

　マイザーが『不ふ死し者』ならではの体験談を語っていると、エルマーが倒れているフェルトの身体を抱だき起こそうとする。

「おい」

　ナイルが無む駄だだと知りつつ制止をかけるが、やはりエルマーは笑って答える。

「約束どおり１分で何とかしたろ。こいつは俺おれが預かるからさ」

「エルマー、預かると言っても──」

　マイザーが呆あきれたように言ったその瞬間──

　フェルトの腹が破れ、中から肉片が飛び出した。

「なッ!?」

「エルマー！」

　気が付いた時には既に遅く、何か小こ瓶びんのような物を抱かかえた肉片が、エルマーの口の中へと飛びこんで行った。

「むぐがが」

　食道の意志に逆らって、小瓶と肉片はエルマーの胃の中へと落ち込んでしまった。それと同時に、腹から大量の血を流す少年が勝利を確信したような笑い声をあげた。

「ハハ……ハハハハハ、ひっかかったな、化ばけ物もの……一箇所に肉片を纏まとめておくわけが無いだろう……今お前が飲み込んだのは、『水』の入った小こ瓶びんだ」

「貴様……！」

　ナイルが襟えり首くびを摑つかみ挙げると、フェルトはゴフリという音と共に血を吐はいた。

「硝子ガラス瓶びんを──割ったら──俺おれとお前で意思の奪い合いが始まるぞ……俺は──これに自分の命をかけた──これにしくじれば──俺はもう死ぬ。この世から消える──死ねない。俺は外を見るんだ！　意志の強さならこれで五分、いや、俺の方が上だ！」

　無茶苦茶な精神論を唱えているが、死に向かっていくフェルトの顔には、今までで最も強い決意の眼まな差ざしが浮かび上がっている。

　マイザー達は思わず肝きもを冷やしたが────エルマーだけは、相変わらず笑ったままだ。

　それが余程気に入らないのか、フェルトは憎しみを込めた目でエルマーを睨にらみ付ける。

「何な故ぜ……笑う……お前は死ぬのが……恐こわくないのか……」

「恐いさ。だけど、この勝負は俺が勝つよ。絶対に」

　緊張感の欠片かけらもない突然の物言いに、フェルトの眼まな差ざしに曇りが過よぎる。

「なにを……ばか……な……」

「割る前に一度だけ警告する。君の行為は全くの無む駄だになる」

　そして、エルマーが次にとった行動によって、マイザーは今度こそ肝きもを冷やしきってしまう。

　周囲の人間の全すべてが息を吞のんだ。もしこの場にチェスがいれば、彼だけは冷静に事のなりゆきを見守っていたことだろう。

　エルマーは、マイザーの右手を取って、自らの額の上に載せた。

　彼がやったのは、たったこれだけの行動だった。

「俺が負けたら、マイザーが即座に俺を喰う。君は──生きられない」

　ニッコリと笑うエルマーの問いに、フェルトの顔には痛み以外の脂汗が流れ始めた。

「そんな──まさか」

　彼の顔には一瞬絶望の色が浮かぶが、冷静さを取り戻して直すぐに目に光を取り戻す。

「馬ば鹿か、め、そんな、こと、で……」

「俺の記憶を使って俺のフリをしてやろうとか思ったでしょ」

「！」

「じゃあこうしよう。マイザー、瓶が割れたらもうその時点で俺を食っちゃえ」

「了解しました」

　──ッ！　まさかッ！　噓うそだ、できる筈はずが無い！

　フェルトはかすみ始めた意識の中で、マイザーの方に向き直ろうとする。

　ところが──先刻までニコニコとしていたその男の目が、まるで赤子でも平気で殺すかのような冷たい目つきに変へん貌ぼうしているではないか。

「こいつはマフィアでね、こういうのは直すぐに割り切れる男だからさ」

「マフィアではありません。──カモッラです」

　淡々と間違いを指摘するマイザーだったが、その目の色に全く曇りは無い。

　──どっちだ、どっちなんだ。演技なのか、それとも──

　そこで、フェルトは数秒の間迷いを見せてしまった。

　それが、彼にとって致命的な間であったことも気付かずに。




「終わりましたよ」

　唐とう突とつにマイザーの顔から緊張がほぐれ──そして、フェルトは自分の肉片に違和感を感じた。

　何かに周囲を圧迫されるような──そう考えた刹せつ那な、マイザーが地に倒れ臥ふすフェルトの方に左手を突き出した。

　そして、フェルトはようやく自分が敗北した事に気が付いた。そして──今度こそ彼の心が絶望に包まれる。

　マイザーの左手にはエルマーの胃にあるはずの肉にく塊かいが握られており──エルマーの右手には、『水』の入った小こ瓶びんが握りこまれていたからだ。

「びっくりした？」

　実に楽しそうに笑うエルマーを余よ所そに、マイザーは冷や汗をかきながら大きな溜ため息いきをついた。

　──まさか、俺と交渉している間に──立ったまま腹を搔かっ捌さくとは──

　右手を摑つかませる動作でフェルトから見た死角を作り出し、その影でマイザーがナイフを使って腹を切る。仰あお向むけに寝た状態からでは、マイザーのロングコートに隠れて足元に垂れ落ちる血が見られる事もない──それだけの事を、打ち合わせ無しでやってのけるとは。

「伊だ達てに長生きしてないよ。君も頑がん張ばれ」

　エルマーはそう言いながら、フェルトの腹の傷の具合を見る。

　すると、そこにはエルマーの予想を遙はるかに上回る大きさの傷があった。

「あぁ……どうかな、マイザー」

　マイザーもその傷を注意深く確認していたが、やがて溜息混じりに首を振った。

「無理ですね」

　すると──そこでエルマーは初めて悲しそうな顔をしてみせる。

「助けてやりたかったけど……」

「ふん……お前の……思い通り、には、ならなかった……わけ、だな……ざまあ……みろ……」

　最後の力を振り絞っているかのようなフェルトの言葉に、エルマーは静かに『宣告』をする。

「君が死んだら、俺は笑うよ？」

「……？」

「俺おれは、死んだ人間の事は気にしない。意義のある死を迎えた人には賞賛を与えもするし笑いかけてやってもいいけれど──お前が死んだら、ただその事実が残るだけだ。だから──お前の事はもう歯し牙がにもかけない。皆で『悪は死んだ、ヤッター』って笑う。それだけさ」

「なッ……」

　何かを言おうとするフェルトの言葉を塞ふさぐ様に、エルマーが笑いながら呟つぶやいた。

「あのさ、今、ざまあみろって言ったよね。俺を悲しませるって目的を達成できたんだよね？」

　そして、フェルトは気が付いた。気が付かざるを得なかった。




「だったら、これはお前にとってのハッピーエンドじゃないか────笑えよ」




　────悪。

　この世が善と悪にはっきりと分けられるとするならば──このエルマーという男は、紛まぎれも無く悪だ、いや──それこそ『悪魔』とでも呼ぶべき存在だ。

　たまたま彼の求めるものが『ハッピーエンド』である為に気付きにくいだけだ。彼は──それ以外何も見えてはいない。彼は自分の目的の為ならば手段を選ばない。彼の持つ本質は絶対的な悪だ。それにも関わらず、誰も不幸には陥らない。

　恐らく本人ですらも自覚の無い悪の華はな────それがこのエルマーという男なのだろう。

　薄れゆく意識の中で、フェルトはこんな奴やつをまともに相手した自分の愚かさが悔しくて仕方が無かった。

　そんな少年の心を知ってか知らずか、エルマーはただ一言だけ呟つぶやいた。

「それが嫌いやなら、死ぬなよ」

　エルマーが悲しそうな顔をしていると、それまで離れて様子を見ていたフィルがこちらに向かって近づいて来た。

「終わったんですね……」

「いや、俺は終わらせたく無い。くそ、この側そばに医者さえあれば──」

　その言葉を聞きながらも、フィルの中では激しい怒りが湧わき上がっていた。




　　　　⇔





　頭に来た。それだけだった。

　騙だまされていた事は勿もち論ろんショックだった。

　でも、それがなんだというのだろう。

　私が今頭に来ているのは──フェルトが、自分の命を余りにも軽く考えている事だ。

　さっきまでの私もこんな感じだったのだろうか。それではナイル様も怒る筈はずだ。自分自身の苛いら立だちも含めて、全すべて私の中で煮詰まり、弾けそうになった。

　どうして、どうしてこんな奴やつに私がいい様に弄もてあそばれなければならないのか。

　散さん々ざんフェルトの身勝手な理屈に苦しめられて来たのに、人に文句の一つも言わせないままで逃げようというのだろうか。

　それは、許せない。

　今までの事はいつか許せるだろう。だけど──これだけは許せない。

　何しろ、許すべき相手が居なくなってしまうのだから。

　恨うらむ相手が居なくなる。それでは私の怒りは何ど処こにぶつければ良いというのか。

　死なれるわけにはいかない。逃がすわけにはいかない。絶対に。




　私はある事を思いついて、何の迷いも無く手を伸ばした。

　エルマー様の持つ、彼の源である小こ瓶びんへと────






　　　　⇔




「エルマー様、大丈夫ですよ──だから、いつもみたいに笑ってください」

「え？」

　エルマーが呆ほうけた声を挙げるのと同時に──フィルは彼の手から小こ瓶びんを取り、それを開けて一気に飲み干した。そして──それと同時に、フェルトの体から力が完全に抜け落ちた。肉体の死が訪れたのだ。

「フィル！」

「何を！」

　沈黙。

　月明かりだけが照らす中で、エルマーは少女の体が放つ次の言葉を待ち続けた。

　永遠とも思える瞬間が続いた後──フィルの体は小さな声で呟つぶやいた。

「こいつ──何も抵抗しなかった───どうして」

　彼女の中にいたのは──紛まぎれも無く、フェルトの意識だった。

「……」

　その様子を確認すると、ナイルが彼女を殴なぐろうと歩み寄り──エルマーとマイザーは、その背後から駆かけ寄ってくる人影に目を奪われていた。

　呆ほうけた表情のフェルト＝フィルに向かって、ナイルがノーモーションの拳こぶしを突き出そうとした刹せつ那な────彼の拳が届くよりも先に、もう一人のフィルが現れて、フェルトの頰を思い切り張り倒した。
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「逃げないでよ……私に、チェス様に、シルヴィ様に、エルマー様にあれだけの事をして──死んだだけで、殺されただけで、苦しんだだけで、たったその程度の事で私達の気が晴れるとでも思ってるの!?　……馬ば鹿かにしないで！」

　それは純粋な怒りを込めた一撃だったが、殴なぐられたフェルト本人よりも、周囲の人間達の方が純粋に驚きの色を見せている。フィルが今の様にハッキリと自分の意志を伝えた事もさておき、フィルの意識が別の体内できちんと生き続けていた事だ。

「そうか……肉体に取り付くわけだからなあ。まあ、ありか無しかで言ったらアリだよな」

「あえて言おう。俺おれは──無しだと思う」

　殴られたフェルトは、暫しばらく呆ぼう然ぜんとしていたが──やがて、フィルの顔を見ながら──

「俺おれは──まだ生きてていいのか？」

　とだけ呟つぶやいた。

「まあ……殺人未遂と暴行罪ですから、この国の法に照らすなら極刑にはならないと思います」

　マイザーが呆あきれたように笑いながら、エルマーの方に向かって呟いた。

　だが、今回はエルマーは軽口を叩たたく事をせず、フェルトの方に歩み寄りながらニッコリと笑いかけた。

「生きててよかったな」

　女の身体からだになったフェルトの頭をパシパシと叩たたきながら、

「これで、お前は償える」

　心の底から嬉うれしそうな顔をするエルマーに対して、フェルトはフィルの顔を歪ゆがませながら、自分自身を蔑さげすむように呟つぶやいた。

「俺おれが──俺が生き残って、罪を償つぐなったとして──それから一体どうしろというんだ。俺は、何の為に何を償えばいいというんだ……ッ」

「さっき言ってたじゃん。『外』が見たいんだろう」

「──」

　それでも何かを言おうとするフェルトの前に屈かがみこんで、少しだけ真剣な目をしながら、フェルトの頰ほおに軽く手を置いて話し始める。何ど処こか照れくさいところがあるのか、周囲の人間には聞こえないような小さい声で────

「行こうや、外へ。いつか、村の皆も連れてって見せてやればいい」

「だが──」

　何かを拒こばもうとするフェルトの目を見つめ返し、エルマーは有無を言わせず言い放つ。

「不幸な事は罪じゃない。ただ、幸せを求めない事は罪だ」

　優しく微笑ほほえみかけるエルマーを、フェルトは尚なおも拒むように目を逸そらした。

「俺やフィルの様な存在に、幸福など訪れると思っているのか」

　それを聞くと、エルマーは少しだけ厳しい表情になって、もう片方の手もフェルトの頰に添えてみせる。

「この世にはさ、希望という言葉も知らないままで死んでいく奴やつも多いわけよ。生まれた瞬間から親が死んでたり水の一滴も無い飢き餓が状態だったり、殺される為だけに生まれて来たりさ。だけど君達は希望を知っているだろう。────それを拒否するのは、命に対する侮ぶ辱じよくだ」

　力強いエルマーの眼まな差ざし。その中に、果たして怒りという感情は含まれていたのだろうか。その視線を跳はね返すように、フェルトもまた精一杯の目で睨にらみ返す。

「お前に、お前に俺達の気持ちなど──」

「俺は君達の気持ちはわからない。もし俺が今、過去の君達と同じ仕打ちを受けたとしても、俺は絶対に解わからない。俺は外の世界を既に知っているからだ。でもさ、お前がこっち側に来る事はできるんだぞ？」

　フェルトの目が見開かれ、驚いたようにエルマーを見つめ直す。そんな様子など眼中に無いとでも言うかのように、エルマーは全く変わらぬ口調で静かに言葉を紡つむぎ続けた。

「だからフェルト。そんな悲しい事を言わないでくれよ。悲しいのは俺だけどな。そんな事を言う暇があったら、君達も希望って奴を叶かなえてくれ、喜びを知ってくれ。……教えてやる。俺が教えてやるから、絶対に、何年かかっても教えてやるから────」

　そこまで言うと、エルマーは静かにその頰ほおをつまみ、両側に引っ張って見せる。

「だからさ、いい加減にわーらーえーよー、な？」

　──この男が悪だという認識は変わっていない。

　それだけは確信として抱いだいていたが──

　フェルトは、今この瞬間だけ、悪魔の誘惑に負ける事にした。

　もう、とっくの昔──この男が村にやって来た瞬間から、自分はこの男に囚とらわれていたという事に気が付いたから。そして、もう永遠に逃れられないという事にも。




　エルマーは、それから暫しばらくフェルトの様子を窺うかがっていたが──

　不意に大きな溜ため息いきをつき、困ったように呟つぶやいた。

「……泣いてどうすんだよ」
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　馬ば鹿か騒ぎの一夜から一週間が過ぎ、村には何事も無かったかのような一日が訪れた。

　結局あの夜以来、フェルトの姿を見たものは誰もおらず──あの城の中も、まるで元から誰も住んでいなかったかの様に。

　結局村人達の間では、怒った魔物達がフェルトを連れ去ってどこかに消えていったという、自分たちにとって都合のよい結末を考え出した。

　五人の魔女達は完全に魔物の手下だったという事にされ、フィルには村長殺しの汚名を被かぶったまま事件は収しゆう束そくを向かえた────




　──かのように思われた。




　その異常は、村人達がある朝、井戸から組んだ水を口にしたところから始まった。

　ある者は直接口にし、またある者は料理に使用した物を摂取して。

「なん……だ？　なん、な、な、何だ、何なんだこれは！」

　井戸から汲くんだその水分を吸収した瞬間、頭の中に一方的に『記憶』が植えつけられるではないか。フィル達を散さん々ざん虐しいたげてきた記憶──ただしそれは暴力を行使する方であった自分達の記憶ではなく、被ひ虐ぎやく者しやである彼女たち自身の記憶がだ。

　彼女達が自分達を守ろうとしていた事も、自分達の歪ゆがんだ感情も、被虐者の立場から見たものが、自分の経験として、記憶として頭の中に植えつけられてしまったのだ。

　その経験は彼らにとって苦しみでしかない。しかもそれは村人達全すべてに平等だったわけではなく──彼女を苦しめた量に比例して、彼らの心に深く根付いてしまう。

「やめろ……消えてくれ。俺おれ達が悪かった、だから、だから俺の中から消えてくれ……」

　償つぐないを求めようにも、彼女たちの姿はもう何ど処こにも見当たらなかった。

　そして、村に今日も朝が訪れる。身体からだに染み付いた『記憶』は何も変わる事は無く、淡々とした『事実』として──明日あしたも、明後日あさつても──

　許される事は無く、償うこともできず、昇しよう華かされる事の無い苦しみだけが共にある。

　いつまでも、いつまでも──




　　　　⇔




「エルマーってさ。結構えぐい所があるよね」

「そうかな？」

「ああ、えぐいよ。まさか──フィルの『水』を村の井戸に投げ込むなんて」

　森の外の『研究所』の中で、チェスとエルマーが現代的なデザインのソファに腰掛ながら会話をしている。

「償わせない事。それが彼らへの罰さ。いやー、しかし『水』を飲ませてから意識のせめぎあいに『抵抗しない』って手があったとはね。これならば完全に誤解なんて解消できる。なんせフィルの過去も記憶も経験も全すべて共有するわけだからね。それで──フィルが彼らを許せると思ったときに、あの村に帰ってやればいいさ。まあ、ビルトの爺じいさまが死んで村が開放される前に行ってやるのがベストかな」

「それにしたって──」

「俺だってクリスマスやイースターが『悪魔の儀式』だなんて疑われてたんだからさ。誤解をきちんと解いておかないとスッキリしないじゃん。ねえ？」

「し、私し怨えんまで含めるなんて最低じゃないか」

　当然の突っ込みにエルマーは一瞬目を逸そらし、誤ご魔ま化かすように別の話題を切り出した。

「ところでチェス。いつ笑ってくれるのかな」

「え？」

「捕まってから逃げ出す時に叫んだらしいじゃん」

　エルマーの意地の悪い笑顔に、チェスはあの晩の事を思い出した。そして、その意味を理解した途と端たんに冷や汗を流しながら目を見開いた。

「フィ、フィルめ！」

「誤ご魔ま化かすなよ、さあ、笑って見せてくれ。何かきっかけが必要だってんなら、俺おれはビョーブから虎とらだって出してみせるからさ」

「わけの解わからない事を……畜ちく生しよう！　お前の前でだけは絶対お断りだからな！」

　子供の様にムキになって怒るチェスを見て、シルヴィと同じ口調でからかった。

「ああ、やっぱりチェスは可愛かわいいなあ」

「──────ッッッ！」

　チェスが顔を真まっ赤かにして怒ど鳴なるのを見て、エルマーはケラケラと楽しそうに笑い続けた。







　事件から半年──五人の錬れん金きん術じゆつ師しは、ビルトの施設の中で新しい研究を完成させた。

　それは、ホムンクルスを村の外でも生きられるように──つまり、人間と同じような身体からだにするという研究だった。マイザーの知識だけでは足りず、電話でＮＹニユーヨークにいるホムンクルスと、その主人である青年にも協力を要請したりする場面はあったが、半年という期間を置いて、全すべての仕事は終了したのだ。

「マイザーはこれからどうすんのさ？」

「……田でん九く郎ろうを探しに日に本ほんに行きたいのですけれど、どうしても一度ＮＹのに組織に戻らなくてはならないんですよ」

「僕も一緒に帰るよ。……久しぶりに、どうしても会いたい人達がいるんだ」

　マイザーの言葉に、チェスも静かに同意する。どうしようも無く『いい人』という存在であるＮＹの友人達。彼らに対する後ろめたさから、逃げる様にマイザーの旅に同行したのだが────今なら、素直に彼らを受け入れられそうな気がしたのだ。

　そんな二人の様子を見て、エルマーは少し考えた後に口を開く。

「じゃあ、俺は久しぶりに日本に行ってみるかな。スーパーマリオの新作が出てるか気になるし。あ、いや、まあ田九郎の手がかりが見つかったら連絡するよ」

「私もそれについて行こうかな。久しぶりに田九郎さんの顔も見たいしね」

「あえて言おう。右に同じだ」

　他ほかの二人もそれに同意して、とりあえず目的地は綺き麗れいに二つに分かれる事となった。

　特に別れの言葉らしい挨拶もかわさずに、彼らは外への扉を静かに開け放った。

　永い時の中では、一時の別れなどほんの一瞬に過ぎないのだから。




「……」

　いざ外に出ようという時に────フィルの姿をしたフェルトは、未だに暗い顔をして倉庫の隅の椅い子すに座ったたままだった。その様子に気が付いたシルヴィが、不ふ死し者の輪から外れて近づいて来た。

「どうしたの？　『外』が見たかったんでしょう？」

　フェルトは暫しばらく黙りこんでいたが、シルヴィの顔を見てゆっくりと言葉を紡つむぎ出した。

「俺おれに、本当にその資格があるのか？」

「え？」

「まだ、迷っている。フィルの記憶を受け継いで、俺は自分の存在がいかに卑いやしくて矮わい小しようなものかを思い知った。いや、自分でも気が付いていた事を改めて思い知らされた感じだった。例えこの先、フィルが許してくれたとしても、俺は『外』で何をすればいい？　俺は何に対して償つぐない続ければいい？　この半年、ずっと俺は考え続けたが──結局答えは出ない。そんな俺に、本当に──『外』で生きる資格はあるのか？」

　自分自身に憎しみにも似た感情を抱いだきながら、フェルトは静かに目を伏せる。

　だが──うつむいたその頰ほおはシルヴィの両手で押さえられ、そのまま無理矢理彼女の方に向かされた。彼女の顔には相変わらず優しい微笑ほほえみが湛たたえられており、蠱こ惑わく的な彼女の中でその点が唯一のアンバランスな部分だった。

「そんな顔しないの。エルマーも言ってるでしょ？　君は笑った方が似合うって」

「この半年間、ずっとそう言われ続けたよ。だが、それでも俺には生きる目的が見つからない。外を見てしまったら、俺の全すべてがそこで終わってしまうようで……怖いんだ」

　その言葉を聞いて、シルヴィはフェルトの横に腰をかける。

「あなた、あの夜言ったわよね。私には目的が無いって」

　彼女の言葉に、フェルトはあの時の事を鮮明に思い出した。シルヴィには生きる目的が無い、だから自分には絶対に勝てないと。

「私に生きる目的が無いんだったら、私も生きる資格は、笑う資格は無いっていうの？」

「あれは──失言だった」

「違うわよ。あの時の言葉じゃない。今の貴方あなたが間違ってるの」

　シルヴィは微笑んだままでフェルトの顔を覗のぞき込んで、周りに聞こえないような声で言葉を紡ぎ始めた。

「私の目的はね。復ふく讐しゆうだったの」

「え？」

　突然かけられたその言葉に、フェルトは思わず彼女の顔を見返した。

　すると、彼女は微笑みの中に一いち抹まつの悲しみを混ぜながら言葉を続ける。

「セラードに恋人を殺されてから──私はこの３００年近く、ずっとあの男に復ふく讐しゆうする事だけを考えてた」

「だって、綺き麗れいになるのが──」

「それも、復ふく讐しゆうの為」

「前と全然違う顔になれば、あいつは私が私だと気が付かない。あいつに何の疑いも抱いだかせずに近づいて、私が先にあいつの頭を鷲わし摑づかみにしてやる。そう思ってたの。馬ば鹿かみたいでしょう？　でも────マイザーからセラードが死んだって聞かされた時は信じられなかった」

　静かな言葉の中には、実に様々な感情が込められていた。フェルトはその勢いに気け圧おされて、静かにその言葉を聞き続ける事しかできなかった。

「エルマーの言う通り。何かしらの根拠があるんだったら、私は子供の生き血を浴びる事だってやってみせたかもしれない。そこまで強く思いつめてたの。だから──正直、ショックだった。生きる目的をあっという間に奪われたような気分だった」

　そこまで話して、シルヴィは再び元の笑顔を取り戻す。

「それに比べたら、貴方あなたの望みは凄すごく前向きでうらやましいな。それに──『外』を見るだなんて、これほど気の遠くなる目的は始めて聞いたわ。外は多分、あなたの想像を遙はるかに超える程に広いわ。私だって、３００年も生きてるけど──世界を見たなんて口がさけても言えないもの」

「……」

　シルヴィはそこで駆かけ寄ってくる人影を見つけ、今まで以上にニッコリと笑いながら言った。

「話を戻すけどね、私がショックを受けていたその時──丁ちよう度ど色々な事件に巻き込まれてたんだけど……正直、マイザーやナイルが居なかったら耐えられなかったと思う」

「？」

「だから、貴方も罪を償つぐないながら、目的を果たしながら──余よ裕ゆうがあったら、周りの事も気き遣づかってあげてね。エルマーは、それ自体を生きる目的にしてるんだけどね」

　それだけ言って、シルヴィはエルマー達の方に戻って行った。

　最後の言葉の意味を問いかけようとしたところ、フェルトの手を引く存在が。

　振り返ると、そこには旅支度を終えたフィルが立っており──

「行こう」

　何の含みも無い純粋な目で、少女はフェルトに向かって微笑ほほえんだ。フェルトはその微笑みに引き付けられるように立ち上がり──気が付けば頷うなずいてしまっていた。




「笑顔には魔力がある。これは間違い無い」

「またエルマーが馬ば鹿かな事を言い出したよ」

「いやいやいや、本当だって！　笑顔は俺おれに力をくれるんだって。いいか、人間の遺伝子に組み込まれたあらゆる感情表現の中で、笑いというのは正の方向に刻み込まれた記憶であってな、笑うというのは生まれた時から自然にできる……」

「泣くのだって怒るのだってそうじゃん」

「……まあ待て、実は赤ん坊のオギャーっていうの、あれは笑い声なんだよ。『恐怖！　大爆笑する赤ん坊』って感じで……いや、『恐怖！』じゃなくて『怪かい奇き！』の方がいいかな」

「あえて言おう。黙りこくれ」

　それでも食い下がろうとするエルマーだったが、少女達の準備が整った事を確認して口を閉じ──日光が降り注ぐ外へと向かって歩き始めた。




　　　　⇔




　──正直な話、私は心の何ど処こかで『外』を恐れていたのかもしれない。

　フェルトに私の身体からだの一つを渡したあの晩以来、私はどうしても笑うきっかけが摑つかめずにいた。突然『外』に出れると言われても、喜びよりも先に不安が広がって来たぐらいだ。

　確かに外を見る事を望んだ事もあった。しかし、私が──今までこの森の中しか知らなかった自分が、果たしてそこで生きていけるものなのだろうか。

　────あの森の中が、お前達の硝子瓶であり、そしてフラスコだ。外に出て生きる事はできない。それが御前達なんだ────

　今はもう、自分の過去がハッキリと思い出せる。だからこそ、私を作った錬れん金きん術じゆつ師しの人が言った言葉が頭に響き続ける。ビルト様の祖そ父ふらしいけれど、結局私はその人の名前すら知らない事に気が付き、なんとも言えない気分になった。




　その不安をエルマー様に話すと、『なんだ、そんな事か』と言いながら私に微笑ほほえみかけた。

「君もフェルトもまだ、ガラス瓶びんから出てすらいないよ」

　そこでエルマー様は笑顔を一いつ旦たん止やめて、少し真剣な顔つきになって話をしてくれた。

「人は誰しもホムンクルスなのかもしれない。フラスコやガラス瓶の中──自分が知覚しうる世界から出たら生きていけない。だけど、フラスコ自体を広げる事はいくらだってできる……あぁ、なんつったらいいのかな、俺おれじゃこれ以上うまい例えは解わからないや。ヒューイだったらこういう似え非せ哲学っぽいセリフをでっち上げるの得意なんだけどな」

　ヒューイ。エルマー様達の会話に時折出てくる名前だ。私は少し気になって、その人の事を尋ねて見た。

「んー。あいつの事を知りたきゃ直接会うのが一番いいんだが……そうだなあ、いつか『外』に出れば会う事もあるだろ。とにかく、ガラスを伸ばして広げるにゃあ熱くするのが一番なんだって。そんな冷めた表情は全然ダメダメだぞ？」

　それを聞いて、私は何となく『外に行こう』という気になった。本当はこういうものは、電気が走るように突然心が変わるものだと思っていたが、どうやらそう上う手まくいくというわけではないようだ。この半年の間、私はエルマー様達の御お蔭かげで徐々に徐々に外への希望を膨ふくらませる事ができたような気がする。

　今度こそ、エルマー様に笑って見せる。

　エルマー様以上の笑顔で声を出して笑いたい。

　その為に、世界を見ようと思う。エルマー様が見てきたものよりも、もっともっと多くのものを。嫌いやなものも沢たく山さん見るかもしれないけれど、それでも笑えるように強くなろう。

　フェルトと一緒に見て回ろう。彼を完全に許す事はまだできないけれど、彼と一緒に旅をして回って、いつか私がフェルトに笑顔を浮かべさせて見せる。

　そして、エルマー様の前で一緒に笑うのだ。

　──そうすれば、きっとエルマー様も笑ってくれるから。私にもエルマー様を笑わせる事ができるだろうから。エルマー様だけではない、もっと、もっと色々な人を────

　その時の事を考えて、私は少しだけ『外』を見るのが楽しみになった。




　　　　⇔




「ああ、結局フィルにはほんの一部のお祭りしか教えてやれなかったな」

　開かれた外への扉の前に立ち止まり、エルマーは城での日々を振り返っていた。

「本当はさ、２月にはフィル達にバレンタインの祭りを教えたかったんだよね。皆でチョコを手作りとかしてさ。まあ、あの城の設備じゃ上う手まいチョコが作れないから止やめたんだけど」

　エルマーの漏もらした言葉に、ナイルが不思議そうな声をあげる。

「チョコ？　バレンタインとチョコになんの関係がある？」

「バレンタインデーにチョコっていうのはさ、日に本ほんのチョコ屋が売り上げ倍増の為に考案した『女の子から男の子にチョコを贈ると愛が叶かなう』ってキャンペーンだよ」

「ただの販はん促そくじゃない。どこが祭りなのよ？」

　シルヴィの疑問に、エルマーは力強く反論を開始した。

「そこが甘あまい。この祭りを考え出した奴やつは天才さ。どんな形であれ、ブームを通り越して文化にまで押し上げたんだ。菓か子し屋やアーティスト達が様々なアレンジを加え、世に発表していく発展途上の文化だ。つまり進化し続ける祭りなんだよ！　元々祭りの多くは五ご穀こく豊ほう穣じようを、富を願って創はじめられたって言うしな。チョコ屋が商売繁はん盛じようを願って祭りを起こしたっていいじゃないか！　更に凄すごい事に、『男からのお返しの日だ』って言って『ホワイトデー』なんて祭りの日まででっち上げちまったって事さ！　こういう勢いって俺おれは大好きだ」

　それを聞いて、マイザーが思い出したように口を挟はさむ。

「最近ではニューヨークでもバレンタインにチョコのキャンペーンをやってるらしいですよ。恐らく日に本ほんの商売に便びん乗じようしたんでしょうね」

「ああ、去年電話した時にミリアとエニスが騒いでたね」

　チェスの相あい槌ずちを聞いて、エルマーはますますその目を輝かせる。

「本当か？　なるほど、クリスマスという祭りを輸入した日本人が今度はバレンタインを輸出したってわけか！」

「いや……輸出したのはチョコの風習だけなんですけどね。バレンタインデー自体は元からありましたが……」

　マイザーの突っ込みを『気にするな』とばかりに笑い飛ばし、エルマーは扉の外に大きく一歩踏み出した。降り注ぐ日光を全身に浴びながら、まだ屋内にいるマイザー達の方を向きながら声をあげる。丁ちよう度どその時、奥からやって来る少女達の人影が見えた。

「寧むしろフィルやフェルトにはさ、そういう祭りにこそ参加して欲しいんだよね。あの村には風土の風習とかが無いからさ、自分達でこれから作る側に回るしか無いんだからよ。まあ、そういうこと」

　後ろから着いてくる五人の少女の姿に向かって、エルマーは何い時つもどおりの笑顔を見せる。

　まるで、それが素すの表情であるかのように。

　そして、フィルとフェルトに向かってその表情を更に明るくしながら語りかけた。

「ここはフラスコっていうよりは、閉じられた硝子ガラス瓶びんみたいなもんだよ。君達が生まれたように、この硝子瓶の中では何でも生まれてくるしね。いい事も悪い事も平等に」

　エルマーはそこでクルリと振り返り、太陽を背にして仰ぎよう々ぎようしく両手を広げてみせる。

「ようこそ、俺おれ達の硝子瓶の中へ──！」
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１７１１年　大西洋上　闇やみの中




　悪魔の問いかけに対して、エルマーはゆっくりと口を開いた。

「決めたよ、悪魔」

《早いな？》

　意外そうな声が頭の中に響く。

　そしてエルマーは、躊躇ためらう事無く自らの望む力を告げた。




「なあ『悪魔』、俺は、あんたの笑顔が見たい」




《!?》

「笑ってくれ、心の底から、楽しそうに、幸せそうに、大声で大声で笑ってくれ。教えてくれ、悪魔と呼ばれる存在のあんたが一体どういう風に笑うのか、何に心からの幸せを感じるのか」

　悪魔の心が動揺するのを感じる。エルマーは、この時点で既に満足だった。

「あんたの笑顔は、きっと俺おれに力をくれる」

　目の前の悪魔は、あからさまにうろたえた目でこちらを見つめて来た。

《……これは困った。すまん、お前を侮あなどっていた》

　悪魔と呼ばれる男の顔が徐々に歪ゆがみ始め──世界が、再び完全な闇やみに包まれようとしていた。

《人の欲望をかなえる悪魔として数千年生きて来たが──これほど難しい願いは初めてだ》

　世界が闇に閉ざされる寸前。エルマーは腕を伸ばし、歪みかけていた悪魔の腕をガッシリと摑つかんだ。

「おっと、逃げるなよ？　ウソもつくな。俺はね、伊だ達てに笑いの信徒じゃないんだ。作り笑いなんざ直すぐに見破れるぞ」

　エルマーの厳しい物言いに対し、悪魔は困ったように目を逸そらす。それを見たエルマーは、逆にニヤリと笑って見せた。

「なあ悪魔、頼みがある。その願いが難しいってんなら、条件次第で時間の猶ゆう予よをくれてやる」《条件？》

「マイザーっているだろ。お前の事を呼び出した奴やつ」

《ああ、覚えている》

「あいつさ、弟が死んだんだ。きっと物凄すごくショックを受けてる。怒りかもしれないし悲しみかもしれないし──絶望かもしれない」

《そうだな》

「あのさ、あいつの事を色々と面倒見てやってくれないかな。俺はセラードの爺じい様を探してみるからよ、あんたはマイザーの側そばにいて色々と手伝ってやってくれよ。悪魔じゃなく、一人の人間としてな。っつーかアンタ、外見は人間じゃん。問題ないだろ？」

《────》

「あいつと一緒に、これから行く新天地を色々巡ってくれ。あいつがいつか、大声をあげてゲラゲラと笑えるようになるまでさ。そうすれば、きっとあんたもきっと笑えるようになる。その後で俺に会う事があったなら──その時は、笑ってくれ。俺との再会を喜んでくれ。『俺は笑えるようになったぞ！　ざまあみろ！』……そんな理由でも構わないから、俺に笑顔を見せてくれ」

　沈黙が流れ、蠢うごめいていた闇がピタリと静止する。

　エルマーの意識が再び遠のいていく最中、彼は確かに悪魔の声を聞いた。

《努力しよう》




　悪魔に努力をさせてしまった。これはもしかして凄く奇妙なことなのではないか。誰かに話したら笑ってくれるだろうか、それとも白けて苦笑されてしまうだろうか──

　下らない事を考えながら、エルマーの意識は完全に閉ざされた。




　そして、時は流れ────






















２００３年　ＮＹ　『蜂の巣アルヴエアーレ』




　それにしてもこの店の料理は美う味まいな。ちょいとばかり蜂はち蜜みつの匂においがきついけどな。




　ああ、これでＭＲ．ハッピーエンドの物語は終わりだ。

　あいつが結局悪魔の笑顔を見る事ができたのか──それは解わからない。

　だから俺おれはそれを確かめる為にこの店に来たんだ。悪魔がこの店にいるっていう眉まゆ唾つばな噂うわさを聞いてな。

　……なんだよ。目を輝かせて。

　会ってみたい？　悪魔にもエルマーにも？　本気か？

　ハハ、あんた達、やっぱり変わってるよ。




　俺おれか？　俺の名前は──フィル・ニビル。また会えるといいな。

　その時まで、あんたらの毎日が幸せな事を祈ってるよ。

　もし会う事があったら、ハッピーエンドに宜よろしくな。

　まだ罪は償つぐなえていないかもしれないけれど──俺達は今、幸せだって伝えてくれ。

　他ほかの奴やつは怒るかもしれないけれど、あいつはそれを一番喜ぶと思うから。

　俺が返せる恩は、そのぐらいしかないんでね。




　アイザックとミリアか。ああ、覚えておくよ。

　じゃあな。またいつか、この蜂はち蜜みつだらけのレストランで会おうぜ。

　あんたら二人に、ハッピーエンドが──いや、永遠の幸福が訪れん事を────





バッカーノ２００１　完












あとがき




　どうも、お久しぶりの成なり田たです。はじめましてという方ははじめまして───なのですが、実はこの本は『バッカーノ』というシリーズの続編ですので、初対面の方は、まず既刊の分を御一読頂ければ幸いです。

　というわけでして、気が付けばバッカーノもこれで五冊目となりました。これもひとえに読者の皆様やその他の関係者の皆様の御お蔭かげです。それに引き換え私はただゴロゴロしていたり映画やボクシングの試合を見に行ったり、そのくせ電撃文庫の忘年会等にはしっかり顔を出すというぐうたらなペースで執筆を行っている毎日です。その昔ドラえもんで『ぐうたら記念日』という話がありましたが、それにちなんで『毎日がぐうたら記念日！』という意気込みを語った所、友人に『しっかりしろ。とりあえず、しっかりしろ』と怒られました。怒ってくれる友人がいるってのはいい事です。




　というわけで、今回のバッカーノは突然21世紀の話になったわけですが……この話の構想自体は実は２巻を書き始める前から存在だけはしておりました。その時はまだチェスもおらず、話の中心はマイザーとエルマーという二人の不ふ死し者だけだったのですが────今回『せっかくだから』というどこぞの赤い扉を開けた男の様な理由で『現時点で生き残っている不死者を全員出そう』という事になりました。────問題は、それを決意したのが本文の最終稿を提出し終えた後だったという事ですが。

　そんな理由もあって、今回のカラーページにはまだ本編に出ていないキャラをゲスト的に登場させております。いつか彼らにスポットを当てた本編が書ければと思っています。普段はカラーイラストが先に上がって、それから私がその絵にあわせた文を書くのですが──今回はそうした理由で文章の方が先になってしまい、『せっかくだから』という意味不明な理由でエナミさんにも編集の鈴すず木きさんにも大変御迷惑をお掛けしてしまったなあと反省しております。

　これを機に『せっかくだから』は私の中で魔性の言葉と認定されましたが如何いかがなものか。




　さて、今回は自分で言うのもなんですが、『バッカーノ』としてはかなりの異色作になったような気がします。人数といい舞台といい年代といい、今までのバッカーノとは色々とかけ離れた感じになっております。果たしてこれがどう評価されるのかは解わかりませんが、これも一つのバッカーノの形として受け取って頂ければ幸いです。今後も色々な方向性に手を出して行きたいと思っている自分の八方美人っぷりに呆あきれ返る始末ですが、今後ともお付き合い頂けますよう、よろしくお願い致します。

　今後はまた単発作品を書いたりして、次は──恐らく『バッカーノ』でも『バウワウ』でもない作品が出る可能性が高いです。そして、夏には『バッカーノ１９３３』を出せれば良いなと希望しています。（実は今回『１９３３』の企画もあったのですが、舞台が夏という事で「せっかくだから夏に出そう」という話になり、今回『２００１』の企画が通ったという次第です）




　今後予定しているネタもネタで、語った途と端たんに『バウワウ』でお世話になっているヤスダスズヒトさんには３秒程絶句され、編集さんには『妙な企画ばかり出しやがって』と酒場で愚ぐ痴ちられるようなものばかりなのですが────なんとかそのネタをエンターテインメントまで昇しよう華かできるように頑がん張ばりますので、今後ともよしなによしなにお願い致します。







※以下は御礼関係の話になります。




　今回の作品も、様々な人達の手によって完成しております。

　担当の鈴すず木き編集長及びメディアワークス関係者の皆様。

　毎度毎度原稿をチェックして戴いただいております校閲の皆様。並びに本の装飾を整えてくださるデザイナーの皆様。

　様々な面でお世話になっている家族並びに友人知人、『Ｓ市』の皆様。

　忘年会等でお世話になった電撃作家並びにイラストレーターの皆様。

　今までと全く違った雰囲気の空間とキャラクターを、素す晴ばらしい筆力で見事に表現してくださったエナミカツミ様。

　そして、ようやく作家生活の二年目になったばかりの私の本に目を通してくださった皆様。

　────以上の皆様に、最大級の感謝を────ありがとうございました。







２００３年12月　自宅にて

『何か観みたり聴いたりしたい所だけれど、これ書き終わったら速攻で編集部に向かわなきゃ駄だ目めだから何も聴く暇も観る暇も無いや』などと考えながら────とか書いているまさにこの瞬間に編集部から電話のベルが鳴ったという状態で────





成なり田た良りよう悟ご
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成なり田た良りょう悟ご

某所にて、何者かの陰謀によりジェイソンとフレディの仮装を同時にさせられながら。左で銃を突きつけられているのはおかゆまさきさん。この時『駄目だよ、著者近影は真面目にやんなきゃ』と時雨沢恵一さんに言われ、どこからどこまでが冗談なのかと悩む日々。
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イラスト／エナミカツミ

広島出身東京在住のゲームグラフィッカー。イラスト仕事は最近始めたばかりだが、とたんに沢山の依頼が舞い込み戸惑っているらしい。多彩な画風で注目を集めている実力派。
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